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　とある美しい国に、とても愛らしい王女さまが生まれました。優やさしい王さまとお妃きさきさまの間に生まれた王女さまの誕生に、国中の魔ま法ほう使つかいがお祝いに集まりました。

「王女さまに祝福の魔法を」

　魔法使い達は力を合わせ、王女さまに魔法をかけました。

「この子は皆みなに愛され、皆を愛する子になるでしょう」

　王女さまはフェリシアと名付けられ、魔法使い達の言った通り、皆に愛され、笑え顔がおの可愛かわいい女の子に成長していきます。

「フェリシア王女は今日もとても可愛らしい」

「その輝かがやくような笑顔、きっと神様が地上に遣つかわした天使なのでしょう……！」

「ああっ、そのお姿を拝見出来るだけで寿じゆ命みようが百年延びます！」

　皆、心からそう言って、フェリシアを愛してくれました。




　それから数年の時が経たち──十七歳になったフェリシアは、ひきこもりになっていました。
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　エーデルシュタイン王国。国土は小さいが温暖な気候に恵めぐまれ、四季折々に様々な花が咲さく。また、芸術が発展し、街全体が華はなやいでいることから、花の都とも呼ばれていた。

　その花の都のたった一人の王女、フェリシア＝エーデルシュタインは、自室のベッドに倒たおれ込んでいた。緩ゆるくウェーブのかかった淡あわい金色の髪かみは、ところどころ絡からまってボサボサになっている。とても一国の王女とは思えない有り様だが、自室に入ってくる人間は限られている。

　ドアが開き、入ってきたのは猫ねこだった。蜂はち蜜みつ色に黒の縞しま模も様ようの猫は、フェリシアのボサボサの頭に乗って、「ぴゃ」と珍めずらしい声で鳴いて主人を起こす。

「んん……っ、リリィ、重い。私徹てつ夜や明けなのよ……？」

　フェリシアがゆっくりと起き上がると、その膝ひざに猫のリリィが赤いリボンを咥くわえて座る。

「今日は赤の気分なの？」

　しっぽを振ふって返事をするリリィの首に、フェリシアはくすりと笑ってリボンを巻く。欠伸あくびをしていると、ドアがノックされ、返事も待たずに青年が入ってきた。

「おーい、ひきこもり。間ま違ちがえたフェリシア。起きてるか～？　もう昼だぞ」

　フェリシアと同じ淡い金色の髪をした美青年がフェリシアの前までやってきた。整った優しい顔は国一番の美形と噂うわさされている。涼すずしげな目元を細め、爽さわやかな笑顔を向ければ、きっと世の女性達の心をあっという間に摑つかむことが出来るだろう。

　フェリシアは大きな空色の瞳ひとみを、じとりと細めて青年に向ける。

「……どうせひきこもりよ。何か用？　アロイス」

　フェリシアの幼い頃ころからの従者であり、四つ年上の従兄いとこでもある彼──アロイス＝シュメックは、フェリシアと同じ空色の瞳を細め、意地の悪い笑みを浮うかべる。優しい美形が台無しだ。

「そんな顔するなって。新しい仕事、持ってきてやったぞ」

「さっき終わったばかりなのに!?」

　確か眠ねむったのは明るくなってからだったはずだ。

「お前が作ったものを身に着けると幸せになれるって噂、他国にまで広まってるらしいからな」

　アロイスが何気なく言った言葉に、フェリシアはサッと顔を蒼あおくする。

「う、噓うそ……っ、いつの間にそんな大おお袈げ裟さなことになってるの……!?　幸せになれるって言ったって、夕飯に好きなものが出るとか、可愛い猫に会えるとか、そんな程度でしょう!?」

「噂ってのは一人歩きして大きくなるものだからな。それに実際そうなんだから、当然の結果といえば当然の結果だろ。お前の『祝福の魔法』は、お前がキスしたものに、ごくわずかながらも分けられてるんだからな」

　アロイスの亡なくなった母親は魔法使いだったと聞いている。彼にもその才能があり、魔法には詳くわしい。

　城にひきこもるようになった頃から、フェリシアは小物などのアクセサリーを作り始めた。それを身内に贈おくっていると、外出中だけ晴れたり、風か邪ぜが一日で治ったりと、些さ細さいだがいい出来事が続いた。

　アロイスが調べてみると、フェリシアにかけられた『祝福の魔法』は、フェリシアが願いを込めてキスをしたものにのみ、ほんのごくわずかに分けられ、それを持ったものは小さな幸せを享きよう受じゆ出来ることがわかった。言わば祝福のキスだ。

　それに目を付けたアロイスが、フェリシアが作ったものを国民にも商品として売り出し始めた。今では小物だけではなく、ドレスを作ったりもしている。

「普ふ通つうの人間からすればあくまで噂だ。大半は信じちゃいない。でもそれでいいんだよ。噂が広まれば、どんどん買い手が増える。お前はみんなに幸せをお裾すそ分わけ出来て、祝福の効果を減らせる。そしてその売り上げは国の為ために使われる。ひきこもってるお前の出来る数少ない親孝行、国孝行だ。誰だれか損してるか？」

「してない……けど……数少ないって……」

　その通りなので何も言えない。フェリシアは膝の上のリリィを撫なでながら、ため息を吐ついた。

　みんなに愛される、祝福の魔法。その誕生を祝ってくれた証あかしを、フェリシアは人に分け与あたえていた。──誰かのためではなく、自分のために。

　落ち込んだ様子のフェリシアの頭を、アロイスが手でぽんと優しく叩たたく。

「お前のドレスもアクセサリーも、デザインで買ってくれてる人が大半だ。祝福の効果なんて、おまけ要素だよ、ただの」

「そうかもしれないけど……」

「おまけ要素だから、別にどっちでもいいが、これはまだ祝福の力がかかってないな」

　明け方まで作っていたネックレスを見ながら、アロイスが指し摘てきする。フェリシアはぎくりと肩かたを弾はじかせて、彼を振り仰あおいだ。

「な、何で、わかっ……！」

　ネックレスを戻もどし、アロイスはフェリシアに向き直った。

「別に責めちゃいないさ。祝福のキスをするかどうかは、お前の好きにしたらいい。ただ、分け与えなければ祝福の力は減らないぞ？」

「わかってる。でもドレスや小物を作るのは、祝福の力は関係ない、私だけのものだと思いたくて……」

　魔法の力ではなく、フェリシア自身の力を試ためしてみたくなったのだ。

「……でも、こんなの詐さ欺ぎよね……。ちゃんとするから──いたぁいっ！」

　手を差し出したフェリシアの眼前に、アロイスの手が現れる。焦しよう点てんが合わないほど近づいて来たその中指が、勢いよくフェリシアの額を弾いた。容よう赦しやのないデコピンに、フェリシアは仰のけ反った後、額を押さえる。涙なみだ目めでアロイスを睨にらむも、彼はまったく悪びれた様子がない。

「アホ。言っただろ。デザインで買ってる人が大半だって。普通の人間からすれば魔法がかかってるかなんてわからないんだよ。こっちから『身に着ければ幸せになれますー』って言ってるわけでもない」

「そ、そうなの？」

「当たり前だろ。それこそ悪徳商法っぽくて売れないぞ。……それに、幸せを感じるかどうかなんて人それぞれさ。お前の好きなようにしたらいい」

　アロイスはあっさりとそう言い、フェリシアに笑みを向けた。

「どっちにしろ、お前は受けた仕事を精せい一いつ杯ぱいすればいい。結果はついてくるさ。仕事にしてやったこのハイスペックなお兄さまに、何か言うことは？」

　確かにアロイスがいなければ、ただの趣しゆ味みで終わり、今ほど熱心に作らなかっただろう。

「あ、ありが、とう……」

　フェリシアがそう言うと、アロイスは「よし」と頷うなずき、フェリシアの頭を撫でる。彼は従者というよりも、フェリシアにとっては一いつ緒しよに育ってきた兄だった。

　アロイスは一度にこりと微笑ほほえむと、フェリシアの肩を叩き、分厚い紙の束を渡わたしてきた。

「というわけで、これ、次のオーダーメイドのご注文な」

「こ、こんなに……!?」

　気が遠くなり、フェリシアは再びベッドに倒れ込む。リリィが不思議そうに覗のぞき込んできた。

「大変だなぁ、売れっ子は。いやー大変だーかわいそー」

「全然思ってないでしょ!?　というか、どうしてこんなに注文があるの？」

「あれ、お前知らないの？　ああ、ひきこもりだもんな」

　意外そうに目を瞠みはり、からかう調子のアロイスに、フェリシアはムッと頰ほおを膨ふくらませる。

「どうして一々私をからかって攻こう撃げきするの？」

「面おも白しろいから。──今度、隣りん国ごくのディアマントの王子が来るんだよ。前々から軍事面では助けてもらってたから、夜会に招くんだと。王子が来るのは初めてだけどな。お前も王女として、そろそろ夜会ぐらい出たらどうだ？　どうでもいいけど」

「夜会!?　夜会があるの!?」

　アロイスの気け怠だるげな言葉に、フェリシアはガバッと起き上がり、声を上ずらせる。その目は爛らん々らんと輝かがやいていた。楽しげなフェリシアに、アロイスはため息を吐く。

「お前ね、ちょっとは城のことにも関心向けろよ。仮にも王女だろ？」

　呆れ顔で諫いさめるアロイスに、フェリシアは再びじとりとした目を向ける。

「仮にも王女に、近ちか頃ごろ寝ねる間も惜おしんで作品をせっついていたのはどこの誰だったかしら？」

「まぁそんな細かいことはいいじゃないか。どうせお前は夜会の中身には興味ないんだろ？」

「関心を持てと言った舌の根も乾かわかぬうちに……！」

　いい加減なアロイスに苛いらつきを覚え、フェリシアは刺とげ々とげしい声だけを彼に向ける。

　フェリシアは爛々としていた目を伏ふせ、諦あきらめのため息を吐いた。

「……夜会なんて、出られるわけがないでしょ」

「国王さまとお妃きさきさまも可哀かわい想そうだなー。一人ひとり娘むすめがいつまでも外に出て来ないひきこもりなんて」

「う……っ！」

　アロイスの言葉がフェリシアの胸にぐさりと突つき刺ささる。突き刺した本人は気にせず、フェリシアに尋たずねた。

「ま、んなことどうでもいいさ。俺が訊ききたいのは、またどこかで覗き見したいのかってこと」

「ひ、人聞きの悪い言い方はやめて！……い、いつもの、ところで……見たい」

「はいはい。いつものところで覗き見ね。言い方変えたって覗き見は覗き見だよ」

「ううっ……！　だって、見たい……」

　フェリシアは昔から夜会が好きだった。華はなやかな空間に色とりどりのキラキラしたドレス。それは成長しても変わらず、むしろその想おもいは強くなり、自分で作るまでになった。しかし、自分がその場に行くことは出来ない。

（行けば……祝福の力が出てしまうかもしれない……）

　フェリシアはこの自室以外ではいつも被かぶっているベールに触ふれる。フェリシアの目を見れば、祝福の魔ま法ほうは発動する。発動した時のことを思い出し、フェリシアは顔を引きつらせた。

　アロイスは最初からそのつもりだったのだろう、諫める様子もなくいつも通りの顔だ。

「俺は最初だけ出てお前の代わりに挨あい拶さつ回りしといてやるから、リリィはちゃんと連れてけよ。何かあってもすぐ俺にわかるようになってるから」

　アロイスが言うには、リリィはただの猫ねこではないらしい。アロイスの魔法がかかっており、フェリシアに危険が迫せまればすぐに彼に伝えられ、リリィ自身も戦えるらしい。しかしひきこもり続けているフェリシアは、ここ数年は危険な事態には陥おちいってはいない。そのためリリィはただの可愛かわいい猫にしか見えない。他ほかの猫と比べて少々牙きばが鋭するどくて、足が大きいぐらいだ。

　リリィはフェリシアを見上げると、任せてと言うように「ぴゃ！」と元気良く鳴いた。

「そんじゃ、待ってる人のために、もう一仕事がんばってくれ──いっ！　嚙かむなリリィ！　わかったわかったフェリとお前のご飯な！　わかったから嚙むな！」

　完全に他人ひと事ごとで爽さわやかな笑えみを浮うかべるアロイスの足に、リリィががぶりと嚙みついた。あとでたくさん撫でてあげようと思いながら、フェリシアはベッドから立ち上がった。
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　夜会の会場に向けて、白いリボンを付けたリリィがしっぽをふりふり歩いていく。その体を、フェリシアはひょいと抱だき上げた。

「こら、リリィ。じっとしてて。見つかるわけにはいかないのよ」

　ぴゃ、と小さく鳴いて、リリィはフェリシアの腕うでの中に大人しく収まる。フェリシアはリリィを撫なでながら、会場の壁かべに隠かくれ、芝しば生ふの上に座りこんだ。光の漏もれる窓から、会場を覗き込む。

　昔野外劇場だったこの場所は、床ゆかの上質な大理石をそのまま利用して、今は屋根がつけられ、舞ぶ踏とう会の場になっていた。床は地面よりも数メートル下にあるため、フェリシアのいる位置からは会場全体が見み渡わたせる。

　いつも着けているベールを取ると、フェリシアの空色の瞳ひとみには、目映まばゆい光が反射する。

　男性が女性の手を取ると、女性は笑顔でくるりと回る。淡あわいピンク色のドレスが花びらのようにふわりと膨らむ。その様子を見てフェリシアは微笑んだ。踊おどる女性のドレスは、フェリシアがデザインしたものだった。

「綺き麗れいだね……」

　いくら見ていても飽あきない。色とりどりの花のような笑顔の女性達。それを照らすのは輝くシャンデリアと、女性を見つめる男性の視線。

　本当はあのキラキラと輝く空間に入ってみたい。堅かた苦くるしく、面めん倒どうでしかないとアロイスは言う。それも事実ではあるのだろうが、間近でドレスを見てみたい。誰だれかと踊ってみたい。

（今さらひきこもりの私があんな社交の場に出ていけるはずもないけれど……！）

　大勢の人の中で挙動不ふ審しんになる自分が容易に想像出来た。想像してみて怖こわくなり、震ふるえていると、リリィが鳴いてフェリシアの膝ひざを前足でてしてしと叩たたく。「私が踊ってあげる」と言っているようだ。フェリシアは笑って、聞こえてくる音楽に合わせてリリィの足を揺ゆらした。

　最後のゆったりしたワルツが始まろうとした時、リリィがフェリシアの手から足を離はなし、背後に向かって毛を逆立てた。フェリシアが振ふり返ろうとしたその時。

「そこの女！　何をしている！」

「ひっ!?」

　背後からの男の声に、びくっと肩かたを震わせ、フェリシアは慌あわててベールを被る。

　男おとこ嫌ぎらいのリリィは毛を逆立てて威い嚇かくしている。リリィを抱き締しめて宥なだめ、フェリシアは立ち上がった。振り返った先には二人の衛兵が立っていた。フェリシアは震えながら弁解した。

「あ、あの、あやっ、怪あやしい、者では、なくて、あの……！」

「顔を隠し、こんなところで夜会を覗き見ているなど、どこからどう見ても怪しい者だろう！」

（ううっ……！　ごもっともです……！）

　反論のしようがない。緊きん張ちようで声も出ず、フェリシアは立ちすくむ。こんな状じよう況きようで王女と言って信じてもらえるだろうかと思っていると、衛兵達の背後から声がした。

「男二人が女一人を相手に何をしている？」

　暗がりとベールのせいで顔はよく見えないが、背が高く、まだ若い男のようだ。堂々とした立ち姿から、腕に自信があるのだとわかる。男はフェリシアを警けい戒かいはしているが、幸い、剣けんの柄つかに手を置いてすらいない。剣を抜ぬくまでもないと思われているようだ。

　男がフェリシアに近づくにつれ、衛兵や騎き士しではないことがわかった。服装は派手ではないが、きっちりとした正装だ。夜会に招かれた貴族のようだ。

「あ、あなたは……！」

　衛兵が何か言いかけたところで、男がフェリシアに向き直った。

「怪しいが、身に着けているものは上等だ。所作からも、賊ぞくの類たぐいではないだろう」

「しかし！」

　衛兵達の警戒の目も見ずに、男はフェリシアの正面に来てフェリシアを見下ろす。

「怪しい者でないというのなら、顔を見せて名を名乗れ」

　威い圧あつ的にも聞こえる力強い声に、握にぎった両手が震える。名乗っていいか迷ったが、衛兵はいる。万が一敵であっても、ここで叫さけべば助けを呼べる。

「わ、私、私は……っ」

　唾つばを飲み込み、震える声を必死で抑おさえて、フェリシアはドレスの裾すそを摘つまんで頭を下げた。

「私は、エ、エーデルシュタイン王国王女、フェリシア＝エーデルシュタインと申します」

　びくびくしながら顔を上げると、男は黙だまっていたが、流石さすがに驚おどろいているようだった。男以上に衛兵達は声を上げて驚きよう愕がくする。

「フェリシア、さま……!?」

　一人は信じかけたようだが、もう一人の衛兵はフェリシアを睨にらんだ。

「まさか！　フェリシアさまは上空の清せい浄じような空気を吸い、月と星の清い光を浴びないと虹にじ色いろの泡あわを吹ふいて倒たおれる儚はかないお身体からだで城から出られないはず！　貴様、王女の名を騙かたるか！」

（アロイスー！　また私に適当な設定つけて！　そして何な故ぜこの人達は信じているの!?）

　衛兵の口から出た王女の体質に、フェリシアは内心で従兄いとこのアロイスに抗こう議ぎする。男が怪け訝げんそうな様子で衛兵達を振り返る。

「……どんな病なんだ、この国の王女は？」

（そうですよね普ふ通つうはそう思いますよね！　本当は健康体なんですー！）

　叫んで弁明したいのをフェリシアがぐっと飲み込んでいると、衛兵達が剣に手をかけてフェリシアを見つめてきた。その様子を見たリリィが牙を見せて威嚇する。

「フェリシアさまは赤子から老人まで魅み了りようする絶世の美女と名高い！　フェリシアさまだというなら、顔を隠す必要などないはずだ！」

（ひいいい！　目の前で山のように期待値を上げられた！）

　蒼あおくなりながら、フェリシアはぎゅっと両手を組み合わせて握り、ベールの下で俯うつむく。

「私は……誰も魅了など出来ません。そうだとしても、それは私自身の魅力ではありません」

　──誰も『私自身』を好きにはならない。

「……お前の価値を、お前が決めるな」

　男の不ふ機き嫌げんそうな声がした。どこか悲しそうにも聞こえる声に、思わず彼を見上げた。

　不意に視界が暗くなる。ベールのせいではなく、フェリシアの眼前を、何かが遮さえぎっていた。

「……えっ？」

　目の前のそれは男の手だった。開いた手のひらが、フェリシアのベールを摑つかむ。

「やめてっ……！」

　フェリシアが止めるよりも早く、男はフェリシアのベールを剝はぎ取った。するりと衣きぬ擦ずれの音がして、夜の冷えた空気がフェリシアの頰ほおを直接撫でる。

　ベールが取られると、男の顔がはっきりと見えた。きりっと吊つり上がった眉まゆとくっきりした目が、意志の強さを表している。黒に近い茶の髪かみは短く、目鼻立ちもはっきりしている。精せい悍かんさが強く押し出されているが、整った顔をした青年だった。年の頃ころは二は十た歳ち前後だろう。

　何より惹ひきつけられたのは、力強い深緑の瞳だった。その目に自分が映っているのを見て、フェリシアは我に返る。同時に言葉が口から迸ほとばしる。

「かっ、返して！　返してくださいっ！」

　裏返った大声で叫んだからか、男は驚いたのか目を瞠みはった。その隙すきにフェリシアは男の手からベールを奪うばい返し、顔に押しつけるようにしてベールを被かぶり直した。

　男は何か言いかけて口を動かしたが、その前に聞こえて来たのは衛兵の震えた声だった。
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「誰をも、魅了する……っ」

　フェリシアは恐おそる恐る衛兵達を見る。二人は目を見開き、赤い顔でフェリシアを見ていた。

「「絶世の美女っ！」」

　衛兵達が興奮した叫び声を上げ、崩くずれ落ちるように膝を突ついて頭こうべを垂れた。あまりに素す早ばやい反応に、フェリシアはびくっと飛び上がる。

　これから彼らから飛んでくる言葉を予感して、フェリシアは顔をひくつかせながら思わず後ろに下がっていた。今すぐこの場から逃にげ出したい。

　衛兵達の感かん極きわまった声が、フェリシアに勢いよく飛んできた。

「申し訳ありませんでした！　あなたは間ま違ちがいなくフェリシア王女です！　そのお姿、まさに美の女め神がみ！」

「ご無礼をお許しください！　いえ磔はりつけにされても構いません！　この世の天使のご尊顔を拝見出来ただけで、我が生しよう涯がいに悔くいはありません！」

（いやあああああ！　やっぱりいいいいい！）

　涙なみだまで浮うかべる衛兵達に、フェリシアは内心で頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようしつつ、両手と首を振って衛兵達に、つっかえながらか細い声をかける。

「そんな、ひ、酷ひどいこと、しません！……から、顔を、どうか顔を上げてください……」

　衛兵達は今にも涙が零こぼれそうな輝かがやいた目でフェリシアを見上げた。

「何という慈じ悲ひの心……！　まさに天使！　いや女神だ……！」

「お姿だけではなくお心も美の女神だというのですかー！」

「あの……もう本当に、やめてください……」

　滝たきのように勢いよく浴びせられる褒ほめ言葉に、フェリシアはいたたまれなくなる。

（この人達は、私に好意を向けてくれているだけなのだけれど……消えたい）

　──これはすべて『祝福』の魔ま法ほうのおかげ。

　誕生祝いに魔法使い達がかけてくれた祝福の魔法──それは皆みなに愛されるという魔法だった。魔法の通り、フェリシアの目を見れば皆、フェリシアに好意を示してくれた。

　しかし成長するにつれ、フェリシアは自分のことがわかってくる。彼らが言っているような絶世の美女ではないし、天使や女神なんてありえない。騙だましているようで何だか胸が痛くなる。

　ただしこの魔法はフェリシアの目を見続けなければ一日で効果が切れる。明日の夜には衛兵達もこれほどまでにフェリシアを慕したうこともないだろう。……今はまだ効果が絶大だが。

　目を輝かせ、感極まっている衛兵達の怒ど濤とうの褒め言葉に固まっていると、フェリシアのベールをとった男が口を開いた。

「……頭の方は大だい丈じよう夫ぶか、お前達？」

　男は衛兵達に心配そうにそう言った後、フェリシアを見つめてきた。

　フェリシアの目を見た者は必ず衛兵達のような反応をする。そのため両親とアロイス以外にこんな風に見つめてくる人は初めてで、フェリシアも驚き、見つめ返してしまった。男は眉を寄せて首を傾かしげ、ゆっくりと口を開いた。

「絶世の、美女……だったか？」

「な、なんて正直な反応……！」

　心底不思議そうな顔で首を傾げる男の反応は、まるで正直なアロイスのようだった。つい声を上げてしまったが、フェリシアはふとあることに気付く。

（って、あれ？　正直な、反応？　この人、私の目を見たんじゃ……？）

　高こう揚ようした顔でひれ伏ふしている衛兵達とは違ちがい、男は真顔でフェリシアを見つめている。その顔は確かに冷静だった。

「ん……？」

　男が小さく声を上げ、自分の左手を見下ろした。フェリシアも男の視線の先を見ると、男の小指の根元に、リリィが頭だけでぶらんとぶらさがっている。

　リリィは男の手に嚙かみついていた。血の気を引かせながら、フェリシアは叫んだ。

「きゃーっ！　ごめんなさいごめんなさい！　リリィ！　こらっ、めっ！　放しなさい！」

　フェリシアがそう言って引き離はなし、ようやくリリィは男の左手を放した。リリィは本気で嚙みついたようで、牙きばの刺ささった男の左手からは赤い血が滴したたっていた。フェリシアは顔を蒼くしてリリィを抱だき締しめたまま頭を下げた。

「も、申し訳ありません……！　すぐに手当てを！」

「大した傷ではない。気にするな」

「そういうわけにはまいりません！　あ、あの、お医者さまを、連れて来てもらえると……！」

　フェリシアが衛兵達にそう言うと、衛兵達は顔を赤らめ、額に手を当てて敬礼した。

「「はっ！　喜んで！」」

　そう叫さけぶと、二人はどちらが先に呼んでくるか喧けん嘩かしながら駆かけ出して行った。そんな衛兵達を男が引き留めようとしたが、彼らには聞こえなかったようだ。

「おい待て！……王女かもしれない女を一人置いていくとは。衛兵として鍛きたえ直した方がいいのではないか？」

　険しい顔をする男に、フェリシアは震ふるえつつハンカチを差し出した。

「あ、あの、これで……その、お、お医者さまが来るまで、これで押さえて、ください……っ」

「……お前は警けい戒かいしているのか吞のん気きなのかどっちなんだ」

　男は呆あきれた顔でフェリシアからハンカチを受け取ったが、傷口は押さえず、ハンカチの端はしに施ほどこした四つ葉のクローバーの刺し繡しゆうをじっと見つめている。

「この刺繡……自分で縫ぬったのか？」

「え？　は、はい……。あの、早く傷口を……お、お願いですから……！」

　もう血は止まっているようだったが、まだ牙の痕あとが痛々しい。フェリシアが懇こん願がんすると、男は渋しぶ々しぶといった様子で傷口にハンカチを巻いた。

「本当にフェリシア王女だというなら、何な故ぜこんなところに一人でいる？　夜会は病欠と聞いたが。従者はどうした？」

　矢や継つぎ早に質問されてフェリシアは戸と惑まどう。しかし男の声には心配の色も含ふくまれていた。城の中とはいえ、王女なら夜に一人でこんなところにいるのはあまりにも無防備すぎた。

　フェリシアが答えられず黙だまっていると、男はふと何かに気付いたような顔をした。

「ああ、素す性じようが知れないのは俺も同じか。俺も怪あやしい者ではない。俺は──」

　誰だれかを呼ぶ人の声が聞こえ、男がその声の方を振ふり向く。

　一人はぴしりと生き真ま面じ目めそうに背筋を伸のばした、茶ちや髪ぱつに眼鏡めがねの男。一人は真っ直すぐで長い赤髪が派手な長身で瘦そう軀くの男。二人とも身なりが上品で、ただの騎き士しではないことがわかる。

　榛はしばみ色の瞳に眼鏡をかけた男が、男に向かって声を上げた。年は二十代半ばほどだろうか。

「殿でん下か！　他国での単独行動は慎つつしんでくださいと再三申し上げたはずですが！」

「無む駄だだってイグナーツ。再三聞き流してるんだからさ、ベルは」

「ルディの言う通りだ。俺は俺のやりたい時にやりたいことをする」

「連れ戻もどす従者の身にもなってもらえませんかねえ……!?」

　イグナーツと呼ばれた眼鏡の従者は、主人である男の手の血に気付いた。

「お怪け我がを？」

「大したことはない。放ほうっておけば治る」

　男は表情も変えずに言うが、怪我をさせてしまったのはフェリシアだ。

「わ、私のせいなんです！　すみま、も、申し訳ありません！　今、お医者さまを呼んで……」

　つっかえながらそう言い募つのると、フェリシアの前に赤あか髪がみの従者が身を屈かがめて微笑ほほえんだ。ルディと呼ばれた方だ。瞳も鮮あざやかな赤色で、華はなやかな美形だが、微笑む表情は柔やわらかく優やさしい。

「気にしなくていいよ。どうせこいつが何か失礼なことしたんでしょ？　ごめんねー」

　よく通る声だが、男性にしては高いような気がする。年は二は十た歳ちほどで、少年というわけでもなさそうだ。長身と振る舞まいは男性のようだが、よく見れば身体からだの線も細かった。

　ルディの言葉に、イグナーツも同意する。

「まったく、勝手をするからこういう目に遭あうのです。それよりこちらの女性は？」

　二人ともとても主あるじに向けた態度とは思えないが、男に気にした様子はない。

　その時、先ほど衛兵達が走っていった方向から、のんびりした足音が聞こえて来た。やってきたのは、救急箱を持ったアロイスだった。

「フェリ、リリィが誰か怪我させたって？　俺がやるけど、顔見られたって、お前は無防備すぎ──」

　アロイスは男と従者の二人の顔を見た瞬しゆん間かん口を閉とざし、目を見開いた。すぐにフェリシアの後ろに控ひかえて身を折った。

「これはご無礼を。フェリシア王女付きの従者、アロイス＝シュメックと申します。王女が何か失礼を？」

「アロイス、こ、この方に、私……っ、怪我をさせてしまったの。手当て、早く手当てを……！」

　フェリシアの言葉に、アロイスが引きつった苦笑いを浮うかべて小声で言った。

「……応急手当てだけってわけにはいかなくなったぞ」

（アロイスが、珍めずらしく焦あせってる……？）

　いつも飄ひよう々ひようとしているアロイスのこんな表情は珍しい。アロイスは苦く笑しようしながら、心なしかやり遂とげた顔で毛け繕づくろいしているリリィを抱き上げる。

「リリィちゃ～ん？　相手は選べっていつも言って……っぶ！」

　アロイスがそう言うとリリィは「びゃ！」と不満げな声を上げ、しっぽでベシンとアロイスの顔を引っぱたいた。もう一人の主人であるアロイスであろうとリリィの男おとこ嫌ぎらいは平等である。

　フェリシアは男を見上げ、震える声で彼の素性を尋たずねた。嫌いやな予感がして、全身が震える。

「あ、あの……あなたは……？」

「本当にフェリシア王女のようだな。名乗るのが遅おくれて申し訳ない」

「失礼いたしました。フェリシア王女」

　二人の従者が右手を胸に当て、同時に腰こしを折る。隣りん国ごくディアマントの最敬礼だ。頭から爪つま先さきまで整った完かん璧ぺきなその仕草は、ただの貴族の従者ではないとわかる。

　そしてそんな二人を従える男は、暗がりでも誰よりも存在感のある声でその名を口にした。

「お初にお目にかかる、フェリシア王女。ディアマント王国王子、ベルホルト＝ディアマントだ」

　慌あわてていて聞き流してしまっていたが、そういえば、「殿下」って呼ばれていた気がする。

　目の前が暗い。あ、ベールを被かぶっているからか。

「……終わった……」

　小さく呟つぶやいた後、フェリシアの視界がぐらりと揺ゆれた。







　気を失いそうになったのをアロイスに支えられ、フェリシアはベルホルト達を国こく賓ひん用に設しつらえられた一室に連れて来た。

　ベルホルトの手の傷は結局アロイスが手当てした。フェリシアは王族専属医を呼ぼうとしたが、ベルホルトがこの程度で事が大きくなっても面めん倒どうだと断った。

　しかし怪我をさせた責任のあるフェリシアは、長なが椅い子すに座って縮こまり、謝り続けていた。

「ほ、本当に、本当に申し訳ありませんでした。死んでお詫わびいたします……っ」

「この程度の傷で王女の命を要求するほど、俺は小さい男ではないつもりだが」

「そんなことおっしゃらずに……っ！」

「押し売りか。少し落ち着いたらどうだ」

　申し訳なさでパニックになるフェリシアと、向かいの長椅子に座った冷静なベルホルトの会話に、彼の後ろに控えていた美形の従者、ルディ＝ローゼンクランツが吹ふき出す。もう一人の従者、イグナーツ＝ツヴァイクは生真面目な顔で、フェリシアを制するように手を上げた。

「どうかお気になさらず、フェリシア王女。どうせ殿下が無礼を働いたのでしょう？」

「なぜお前達は俺が悪いと決めつけている？」

　ベルホルトは睨にらむとまではいかないが、少々険の入った視線を従者二人に向ける。と、彼らは目を瞠みはって同時に訊きき返した。

「「何もしてないと？」」

「たぶんしたが」

「少しは悪びれてください！　相手はこの国の王女さまですよ！　フェリシア王女、どうか本当にお気になさらず！」

　しれっと答えたベルホルトをイグナーツは怒ど鳴なりつけて、フェリシアに頭を下げる。そんな彼に、フェリシアは手と首を横に強く振った。

「い、いいえ！　お怪我をさせておいて、何もしないわけには参りません……！　私のような者に出来ることでしたら、どうか何でも──んんーっ！」

　それまで従者然として茶を淹いれていたアロイスが突とつ然ぜんフェリシアの口を叩たたくように塞ふさいだ。

「失礼、ベルホルト王子。少々王女とお話が」

　ベルホルトに笑え顔がおを向けたままのアロイスに口を押さえられ、フェリシアは長椅子の後ろに引きずられていく。それを見つめながら、ベルホルトが怪け訝げんそうな顔で呟くのが聞こえた。

「……とても国民を魅み了りようするような王女には見えんな」

　ベルホルトの発言を聞き咎とがめたイグナーツがまた眉まゆを吊つり上げた。

「少しは無礼な発言を控えられないのですか。がさつな殿下とは違ちがい、気品溢あふれる方ですよ！」

「ベル、お前どんだけ美的感覚ズレてんの？　お前と違って謙けん虚きよで可愛かわいい王女さまじゃん？」

（本当に、王子さまと従者らしくない方々だなぁ……）

　三人を見ながらぼんやりそんなことを思っていると、アロイスの顔がフェリシアの眼前に現れ、ベールの上から頰ほおを摘つままれた。

「アホかお前は。一国の王女が何でもとか軽々しく口にすんな。向こうがいいって言ってるんだから、後で詫びの品でも贈おくっておけばいいんだよ」

　アロイスは小声でフェリシアを叱しかりつける。損得勘かん定じようで動くこの従者であり従兄いとこは、何もしないのならそれが一番だと思っているようだ。しかし怪我をさせたのはフェリシアの責任だ。

「で、でも、私がリリィを止められなかっ──むーっ！」

　アロイスは両手でベールを摑つかんでフェリシアの顔に押しつけ、反論を封ふうじた。

「あーわかった、じゃあ全部リリィのせいってことで。はい終しゆう了りよう～」

「ぷはっ！　そ、そういうわけにはいかないでしょう！　私の責任なんだから！」

　ベールを顔に押しつけてくる腕うでを振ふり解ほどき、フェリシアはアロイスを睨んで言い返す。二人が睨み合っていると、最後の方のやりとりが聞こえていたらしいベルホルトが声を掛かけた。

「そこまで気にしているのなら、一つ、頼たのみを聞いてもらおうか」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアもアロイスも彼らに振り向く。アロイスは呆あきれた顔でフェリシアを見下ろし、ため息を吐ついた。

「あーあ。無む茶ちやぶりされても俺は知らないぞ」

「む、無茶ぶり……!?」

　フェリシアが不安な視線をベルホルトに向けると、彼はよく通る声で言った。

「心配するな、危険なことではない。フェリシア王女、あなたの力を借りたいだけだ」

「ち、力……ですか？」

　何を言われるのか不安だったフェリシアは安あん堵どしつつ、長椅子に座り直し首を傾かしげる。

「ディアマントではこのところ、若者が国外に出て行く事例が増えてきている。国は平和になってきたが、まだまだ若い力は必要な段階だ。労働環かん境きようの見直しや法整備は進めているし、実際そこに不満がある者は少ない。だが、それでも若者の流出は続いている」

　それがフェリシアにどう関係あるのかと思ったが、確かに一国の王子としては由々しき事態だ。フェリシアは真ま面じ目めな顔のベルホルトに理由を尋ねる。

「それは、何な故ぜ？」

「調査によると……」

　イグナーツが言いかけた時、ルディが楽しげに声を上げた。

「『この国、古くさいんだよねー。ださいし、マジつまんねー！』ってのがざっくりした総評」

「ええ……？」

「ざっくりしすぎだ馬ば鹿か者！　王女も戸と惑まどっておられるだろうが！」

　ぽかんとしてしまったフェリシアを見て、イグナーツがルディに怒おこるが、ルディは「だって実際そう言ってたんだもーん」と綺き麗れいな唇くちびるを尖とがらせる。

「無論、問題の根本はそんな理由ではないはずだ」

　ベルホルトは低い声でそう言って、思案するように視線を下げた。

「長年続いていた戦いくさも終わり、国も平へい穏おんになりつつある。人が傷つくことはない。寝ねる場所も食べるものも着るものにも困らない。だが今のディアマントはそれだけなんだ」

「それだけ……？」

「国を出て行った若者達の声は、我が国が豊かになりきれていない──国民の生きる楽しみや幸せが欠けている証しよう拠こなのではないかと俺は考えている」

　そう言って伏ふせた深緑の瞳ひとみは、国の人々を真しん摯しに見つめていた。その視線が上がり、彼はベールの奥を見るように、フェリシアに目を向けた。

「そこでフェリシア王女、あなたに頼みたいことがある」

「ひゃ、はいっ!?」

　突然フェリシアに話が戻もどり、肩かたがびくっと跳はね、返事する声も裏返った。恥はずかしい。

　ベルホルトが口を閉とざす代わりに、イグナーツがフェリシアに言った。

「フェリシア王女はドレスやアクセサリーを自ら作り、販はん売ばいしていらっしゃるとお聞きしています。王女の作品は、すでに一つのブランドとして確立していると」

「え、ブランド!?」

　何それ聞いてないと目で言いながら、フェリシアは後ろに控えていたアロイスを勢いよく振り返る。視線の先の販売元はこんな時だけ従者らしく目を伏せて黙だまっていた。

　フェリシアの反応に不思議そうな顔をしたイグナーツだったが、すぐに続けた。

「ドレスやアクセサリーのデザインの斬ざん新しんさや機能性は老ろう若にやく男なん女によ問わず人気であると。……実際、私も目にした時は素す晴ばらしいと思いました」

　事務的だったイグナーツの口調が和やわらぎ、感情がこもる。作品への賛辞に、フェリシアは嬉うれしくなって、思わず上ずった声を上げていた。

「あ、ありがとうございます！」

「え!?　い、いえ私は、思ったことを言ったまでですから……」

　焦あせって早口になったイグナーツは、咳せき払ばらいを一つして、冷静に話を戻した。

「そして『身に着けていると幸せになれる』という噂うわさが噂を呼び、絶大な人気を誇ほこっていると」

　イグナーツのその言葉に、フェリシアはベールの奥で笑みを消し、ぎゅっと手を握にぎった。

「それは……偶ぐう然ぜん、です」

　──それは私の力じゃない。

　そんな言葉と共に、暗い気持ちが湧わき上がってしまう。こんなことを思ってはいけないのに。

　──私は、たくさんの人に祝福されているのに、その幸せを自ら手放している。

　ふと視線を上げると、ベルホルトがフェリシアを見ていることに気付く。ベールの奥を見られているのではないかと思うほどの強い視線に、咄とつ嗟さに視線を落としてしまった。

「それで、ベルホルト殿でん下かはこのアホ王女に何をさせようと？」

　従者然として黙っていたアロイスが、少々雑にそう尋たずねた。フェリシアが窘たしなめる視線を向けたが、アロイスは相変わらず飄ひよう々ひようとしている。

「もうすぐ建国記念の祭典がある。他国はもちろん、自国民に我が国の良さを再確かく認にんさせたい。だからこそ、我が国に何が足りないのか、人々を幸せにしているフェリシア王女にディアマントに来ていただき、意見を伺うかがいたい」

「私に、意見を……？」

　不安そうに呟つぶやくフェリシアを、ベルホルトが力強い目で見つめて頷うなずいた。

「可能であれば、その技術も存分に振るっていただきたい」

「技術……？」

　ベルホルトがルディを見て続きを促うながすと、ルディは綺麗な顔で愛あい想そ良くにこっと微笑ほほえんだ。

「祭典に向けて、ドレスやアクセサリーを作っていただければと思っています。正直な話、ディアマントのドレスって、エーデルシュタインに比べるとちょーっと華はなやかさに欠けるんだよね。フェリシア王女がデザインしてくだされば、我が国の女性達はきっと喜びますよ」

　砕くだけた口調を交ぜたルディの言葉は、親しみを感じさせる。ルディはきっと、ディアマントの女性の言葉を代弁しているのだとわかった。

（他国の祭典……ドレス、アクセサリー……）

　ディアマントの祭典って、どんな風だろう。夜会はあるのだろうか。みんなどんな服なのだろう。気になる。想像すると高こう揚ようして胸が躍おどり、顔が熱くなる。

（見たい……！）

　そう思ったところでアロイスに腕を小こ突づかれ、小声で囁ささやかれる。

「目、輝かがやいてるぞ」

　見えなくてもわかると言わんばかりの呆れたアロイスの声に、ハッと我に返り、冷静になる。ベルホルトは国をより良くするための意見を求めている。夜会やドレスといったフェリシアの好きなキラキラしたものに、つい好こう奇き心しんを刺し激げきされてしまった。

（ダメ。私に国を良くするなんてそんな大事な役目、出来るわけないもの。だって……）

　国どころか城からすらもここ数年まともに出たことがないのだ。ディアマントに行ったところで、どこが良くてどこが悪いのかなんて、ひきこもりのフェリシアにわかるはずもない。

（……ん？　ディアマントに、来て……？）

　フェリシアは重要なことに気付く。あまりにも考えられないことで、つい聞き流していた。フェリシアは呆ぼう然ぜんとした表情で、ベルホルトを見上げた。

「あ、あの……ディ、ディアマントに来て……と、おっしゃいました？」

　ベルホルトはフェリシアの震ふるえた声に怪け訝げんな顔をしつつ、しっかり頷く。

「私に、城から……いえ、国から出ろとおっしゃるのですか……？」

「何か不都合が？」

　ベルホルトが首を傾げるのを見て、フェリシアはベールの中で真っ青になった。

「むむ、む……無理です！」

　突とつ然ぜん立ち上がり、声を上げたフェリシアに、ベルホルト達は目を瞠みはる。彼らの反応を見て慌あわてて座り直し、フェリシアは頭を下げた。

「あっ、し、失礼しました。こ、こちらからお詫わびをと言っておきながら、大変申し訳ないのですが……私は、城からもまともに出たことがありませんし……た、他国へ赴おもむくなんて……っ」

　絶対無理！　その言葉がフェリシアの頭の中を占せん拠きよする。ひきこもりのフェリシアは、城でもアロイスや家族、身の回りを世話してくれる使用人ぐらいしかまともに喋しやべれる人もいないのだ。他国で知らない人に囲まれたりしたら、どんな失態をしでかすかわからない。

（それに……）

　たとえうまくやれたとしても、フェリシアは人から愛される祝福の魔ま法ほうをかけられている。目を見れば誰だれもがフェリシアに魅み了りようされ、その好意を口にする。けれどそれは、魔法のおかげであって、フェリシア自身への好意ではない──そう思えてしまう。人の好意を信じられない自分が嫌いやだった。だから人目を避さけて城にひきこもっているのだ。

「フェリシア王女」

　ベルホルトに呼びかけられ、いつの間にか俯うつむいていたフェリシアは顔を上げる。ベルホルトはベールの奥のフェリシアの目を真っ直すぐに見ている気がした。

「あなたはその技術で人々を幸せにしている。我が国にまでその噂は聞こえているぐらいだ。少々調べさせてもらったが、噓うそではないようだ」

「調べた……？」

　フェリシアの後ろに控ひかえていたアロイスが怪訝そうに小声で繰くり返したが、ベルホルトは彼の反応も気にせず、言葉を続けた。

「俺は国民の幸せのため、ディアマントをより良い国にしたいと思っている。そのための一つが、国民に生きる楽しみを与あたえることだ。人々を幸せにしている実績のあるあなただからこそ、意見を伺いたいんだ」

（私、だから……）

　その言葉は祝福の力ではなく、フェリシアに向けられている。ベルホルトの真っ直ぐな視線を見ると、そう思えてしまう。しかし──

「で、も……私に、期待に添そえるほどのことが出来るかどうか……」

　自信がない。本当は何の力もない、私自身だからこそ。ベルホルトのような自信はない。そう思っていると、ベルホルトは一度目を伏ふせた。

「……俺も、俺が今やっていることが正しいのかはわからない」

　少しばかり声を落としたベルホルトに、フェリシアは目を瞠る。ベルホルトは、フェリシアに向けていた真っ直ぐな視線を閉ざしたまま、どこか硬かたい声で続けた。

「俺のやっていることを、無む駄だだと笑う者も、怒おこって反対する者も、バカ王子と呆あきれる者もいる。確かに、すべての者に有益にはならないかもしれない。だが戦いくさは終わり、もう人が傷つく必要はないんだ。死ぬ必要もない。人は生きなければいけない。俺は国民に、生きる理由となる幸せを感じさせなければならないと思っている」

　彼を支えているのは、自信ではなく、王子としての使命感だった。再び目を開け、彼の力強い深緑の瞳ひとみとよく通る声が、フェリシアに向けられる。

「協力してはもらえないか。俺はあなたのように人々に幸福を与えられる者になりたい」

　この言葉も祝福の力の影えい響きようだろうか。しかしそうは思えないほど、ベルホルトの目は冷静で、そして真しん剣けんだった。そんな目で他人に見られるのは初めてで、フェリシアはどうしていいかわからず、手元に視線を落としてしまった。

「わ、私は、そんな存在では……」

　フェリシアは噂を聞くだけで、本当に人々を幸せに出来ているかわからない。ドレスやアクセサリーを作り、身に着けた人に幸せが訪おとずれるようにと願っているだけだ。

　それでも──フェリシアだから出来ることがあるのかもしれない。ベルホルトはそう言っている。祝福の力ではなく、フェリシア自身が、人々を幸せに出来るのかもしれない。

　そこまで思って、フェリシアは自分の心境に驚おどろいた。

（あれ……？　私、行く気があるの……？）

　迷っている。それは少しでも行く気があるということだ。驚き、戸と惑まどいながら、フェリシアはアロイスを振ふり返って見上げた。

「ア、アロイス……どうしよう……？」

　フェリシアが呼びかけると、アロイスは一いつ瞬しゆんひどく驚いた顔をした。しかしすぐに澄すました顔に戻もどってしおらしく目を伏せた。

「私は従者ですので、フェリシア王女の決定に従います」

「こんな時だけ……っ」

　ぽそりと不満を呟くが、アロイスはまるで聞こえていないかのように目を伏せている。それでも、「フェリシア王女の決定に従う」という言葉は、もし行くことになってもついてきてくれるということだ。……たぶん。

　しかし、まだ不安はある。簡単に決められることではなかった。

「で、ですが、その……父と母にも、相談しませんと……」

「ああ、実はもう話は通してある」

「……えっ？」

　ベールの中でフェリシアは目をパチパチと瞬またたかせる。リリィが怪け我がをさせたお詫びにという話だったのに、「もう話は通してある」？

　ベルホルトはフェリシアの戸惑いを気にすることもなく、平然と答えた。

「ずいぶんと渋しぶられたが、王女自身が行くと言うなら承しよう諾だくするとおっしゃった」

　書面まで作成していたらしく、イグナーツが見せてくれた。確かに国王と王おう妃ひのサインがある。あとはフェリシアが一言行くと言えば、話がまとまるようだ。

　恐おそらく両親──特に一人ひとり娘むすめを溺でき愛あいしている父──が、フェリシアなら絶対に断ると確信して出した条件だ。普ふ段だんのフェリシアなら、当然断る。だが今は状じよう況きようが違ちがった。フェリシアにはベルホルトに負い目がある。そして、自分にも出来ることがあるかもしれないという、わずかな希望が芽生えていた。

　書類を見て震えるフェリシアが顔を上げると、ベルホルトも待ち構えるようにフェリシアを見つめていた。意志の強い視線に、フェリシアは萎い縮しゆくする。

「で、ですが、ですが……っ！」

　最後の断る理由も潰つぶされた。あとはフェリシアの不安だけだ。震える声で言い募つのろうとするフェリシアを見て、ベルホルトは思い出したように包帯の巻かれた左手を上げ、その手を見つめた。そしてその視線をフェリシアに寄よ越こしてきた。

「王女の命よりは、ずいぶんと軽く済むものだと思うが、いかがか？」

「ううっ……！」

　責任を感じ、詫びをすると言ったのは自分だ。

　ベルホルトは左手を下ろし、フェリシアを見つめて返答を待っていた。深緑の瞳が真っ直ぐに、力強くフェリシアを見つめる。その目にはフェリシアへの期待があった。その目を見ていたら、フェリシアは口を開いていた。

「わ……私などに、何が出来るかわかりません……が……」

　待てというように、心臓がばくばくと脈打つ。考え直せというように、全身が震ふるえる。口を閉とざせというように、声が裏返る。そんな感情を押し潰すように、フェリシアは胸の前でぎゅっと手を握にぎり締しめた。

「きょ、協力、させていただき、ま……す」

　──言っちゃった。

　もう後には引けないことにさっそく後こう悔かいして、血の気が引いて行く。こんなひきこもりに他国で何が出来るというのだろう。まともに人の目を見て話も出来ないというのに。

「感謝する」

　その言葉に顔を上げると、ベルホルトが頭を下げていた。後ろに控えていたイグナーツとルディも深々と礼をしていた。

　ぽかんとするフェリシアの頭に、コツンと何かが触ふれた。無防備だったフェリシアは、びくっと飛び上がり、犯人であるアロイスを見上げると、彼は耳元でフェリシアに言った。

「後悔するなよ」

　まるで悪役のセリフだ。それでもどこか、その笑え顔がおは頼たのもしい。

　ベルホルトが顔を上げたところで、アロイスは真顔に戻り、彼を見て口を開いた。

「ベルホルト殿でん下か。その前に、どうしてもお願いしたいことが二つございます。一つは私と、この猫ねこの同行を許可してください。嚙かまれて不ふ愉ゆ快かいかもしれませんが」

　フェリシアの足あし下もとにいるリリィにベルホルトが視線を落とす。リリィはベルホルトを見上げて不ふ機き嫌げんそうに「びゃ！」と鳴いたが、彼は顔色を変えずに頷うなずく。

「構わん。もう一つは何だ」

　アロイスがフェリシアを小こ突づく。フェリシアはベールに触れてから、ベルホルトを見上げた。

「ぶ、無礼なお願いとは承知の上ですが、このベールの着用を許可していただきたいです……」

　イグナーツが口を開きかけたが、それより早くアロイスが言った。

「理由の一つはこの国の古い伝統です。結けつ婚こん前の娘が軽々しく男に顔を晒さらしてはいけないというね。もう化石レベルの伝統ではありますが、一応この国の王女ですので。それと、王女の目はちょっと光に弱いもので」

　伝統も目のことも、噓うそではない。──噓ではないが、アロイスの言った通り、顔を隠かくす伝統なんて今はもう誰だれもやっていないし、目は外に出ないことが多くて、あまりに明るいと目が眩くらむからなのだが。

　祝福の力の影響を受けさせないようにするためとはいえ、噓をつく罪悪感がフェリシアの胸をちくちくと苛さいなむ。しかしフェリシアが自分で決めたことだ。

「……わかった」

　わずかに不満そうな様子ではあったが、ベルホルトは了りよう承しようした。ホッと胸を撫なで下ろすと、ベルホルトが立ち上がり、フェリシアの傍そばにやってきた。びくっと身体からだを震わせたフェリシアに、彼は右手を差し出してきた。

「歓かん迎げいしよう、フェリシア王女」

「よ、よろしくお願い、いたします……」

　フェリシアも立ち上がり恐る恐るその手を握る。彼の手は優しく握り返してきた。

（……ハッ！　て、手て汗あせとか、大だい丈じよう夫ぶだったかしら!?　気持ち悪がられてたらどうしよう!?）

　握あく手しゆなんて久々で、気が回っていなかった。ベールの下で冷や汗を搔かきながらベルホルトを見上げると、彼はフェリシアに初めて笑みを見せた。見る者にさえ自信を抱いだかせるような、力強い、それでいてどこか少年っぽさの残る笑みだった。

　ベルホルトはフェリシアの手をぎゅっと握ったまま言った。

「では、明日の朝には出発する。急いで準備を頼む」

「………………へ？」

　予想だにしなかった言葉に、フェリシアの脳の処理が追いつかず、間ま抜ぬけな声が零こぼれる。たっぷり数十秒ぽかんとした後、フェリシアは急に慌あわてだした。

「いえ、あ、あの……？　明日の朝って、だって、まだ、色々と準備が……っ」

「心配するな。必ず連れて行くと陛下と王妃にはお話ししてある。すでに準備もされているはずだ。必要なものは後から届けさせればいい。──では、俺達はこれで失礼する」

　ベルホルトは力強い瞳ひとみでそう言い、ぽかんとしたままのフェリシアの手を放す。そして彼はイグナーツとルディを従えてドアに向かった。

　フェリシアは呆ぼう然ぜんとしたままで、ドアが閉じる音でようやく我に返る。

「い……いやああああ！　心の準備！　心の準備が整ってないいいいいい！」

　気付いて叫さけんだ時には、もう彼らの足音すらも聞こえなくなっていた。隣となりに立っていたアロイスが一言、「アホ」と呟つぶやいた。
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　エーデルシュタインの隣りん国ごく、ディアマント王国は北西に山を越こえた先にある。

　両親にディアマントへ行くと告げると、父は書面にサインをしたことを泣いて後悔した。応おう援えんしてくれた母に父を任せ、フェリシアは三日間の道中を終え、ディアマントにやってきた。

　そしてほぼ呆然としたまま、ディアマントでの三日目を迎むかえていた。

　何代か前の国王と建築家達が趣しゆ味みを詰つめ込んだエーデルシュタイン城とは違い、ディアマント城は要よう塞さいの意味合いが今も強く残っており、堅けん牢ろうで威い圧あつ感かんさえある。何より、大きくて広い。しかしフェリシアに用意された部屋の近くには、小さくも立派で可愛かわいらしい庭園があり、フェリシアはすぐに気に入った。その庭園の一角で、フェリシアの身の回りの世話を担当することになった使用人と衛兵達とが、フェリシアのことを話していた。

「フェリシア王女、部屋から出て来られないわね……お疲つかれなのでしょうけれど……」

「祭典への協力に来られたのよね」

「祭典の目玉は軍事演習でしょう？　平和なエーデルシュタインの王女さまに、殿下は何を期待されているのかしら？」

　首を傾かしげる使用人達に、衛兵が答える。

「平和だからこそだ。今回の祭典はディアマントが平和であることを国内外にアピールするためのものなんだからな」

　フェリシアは「建国記念の祭典をよりよくするために協力する」という名目で呼ばれ、城の者達にもすでに周知されている。が、未いまだフェリシアはそれらしい動きをしていない。使用人の言葉はもっともだった。

「でも、ひきこもったままでは協力も何も……。お会いしても、ずっとベールを被かぶっていらっしゃって何を考えているかもわからないし」

「伝統とかで、外せないそうよ。でも、信用されていないようで、ちょっとねえ……」

「王女の作ったドレスやアクセサリーはブランドになってるって言うから、私どんな方か期待してたのにー。この服とか、もうちょっとお洒落しやれにしてくれないかしら？」

　そこへ男がやってきて、フェリシアのことを話していた使用人と衛兵は慌てて口を閉ざした。女性達は彼を見て頰ほおを染める。彼女達に、彼──アロイスは優やさしく微笑ほほえむ。

「どうも。王女がお世話になってます」

　やってきたアロイスがそう言うと、女性達はその笑顔にうっとりと見とれた。アロイスはその場にいた者達と少し話していたが、彼らも暇ひまなわけではない。それぞれ持ち場に戻もどっていった。一人残ったアロイスは、笑みを消して不意に植え込みを覗のぞき込んで話しかけた。

「お前は気配を消す達人だな。王女よりスパイが向いてるんじゃないか？」

　そこには膝ひざを抱かかえ、小さい身体からだをさらに小さくしたフェリシアがいた。ぎこちない動きと焦しよう点てんの合わない視線を、アロイスに向ける。

「ワタシ、オウチ、カエル。モウ、オソト、デナイ……」

「お前パニクると本当面おも白しろいな」

　アロイスに面白くなさそうに言われてから、フェリシアは膝を抱え直し、小さく呟いた。

「私、やっぱり歓迎されてないのかな……」

　フェリシアの言葉に、アロイスは優しい微笑みのままフェリシアの肩かたを叩たたいた。

「そんなことないさ。そのベールとお前のおどおどした言動が怪あやしいだけだよ」

　わかってはいたがアロイスにはっきり言われると胸に突つき刺ささる。しかしベールは祝福の力の影えい響きようが出ないようにするためだ。言動は緊きん張ちようからくるものなので、なかなか直せない。

「いっそベール外したらどうだ？　そうすりゃみんなお前にメロメロよ？」

「それじゃ、ちゃんと認められないでしょう！　だから被ってるの！」

　フェリシアがズレてもいないベールを直しながら言うと、アロイスは一度目を瞠みはり、すぐに笑った。意地悪ではない兄としての笑みに、フェリシアも少し驚おどろく。

「ふーん。一応、ちゃんと認められたいって気持ちはあるんだな。感心感心」

　どことなく小こ馬ば鹿かにしたような口調だが、アロイスはフェリシアの頭を撫でた。

「じゃあ、気に入られるために行動することだな。賄わい賂ろでも渡わたすか？」

「そんなこと……っ」

　しない、と言いかけて、フェリシアは口を閉とざす。それを見て、アロイスは目を瞠った。

「え？　本当に賄賂渡すのか？」

「わ、賄賂じゃない！……けど、違ちがうものを渡すから、ちょっと手伝って、アロイス！」

　使用人達の言葉で、思いついたことがある。アロイスに話しながらも、フェリシアはすでに違うことを考えていた。

「仰おおせのままに、王女さま」

　フェリシアの様子を見てアロイスは笑い、慇いん懃ぎんに腰こしを折ってみせた。




　翌日──ディアマントへ来て四日目の朝が訪おとずれた。ほとんど寝ねていない状態で、フェリシアはバスケットを握にぎり締しめて立ち上がり……もう一度すとんと椅い子すに座る。すでにこれを五回は繰くり返している。決して新しい健康法とかではない。これからすることに勇気が出ないだけだ。

（む……無理いいいいい！　確かに、私一人でやらなきゃ意味ないかもしれないけど、置いてくことないじゃない！　アロイスの人でなし！　スパルタ教育者！）

　笑え顔がおで「俺は用があるから一人でがんばれ」とどこかへ行った従者を心の中で恨うらみ、ふとフェリシアはこんな時に慰なぐさめてくれる存在がいないことに気付く。部屋を見渡すが、リリィの姿はなく、部屋のドアが開いていた。リリィの特技の一つはドアを開けることだ。フェリシアは勢いよくドアに駆かけ寄る。

「いやあああああ！　リリィまで私を置いて行っちゃったの!?　リリィー！」

　ドアを開け、廊ろう下かに出て呼んでみるが、リリィの姿はない。

　フェリシアが声を上げた直後、良く通る声がフェリシアのすぐ背後から聞こえて来た。

「あの猫ねこ、いないのか」

「っぴゃあああああっ!?」

　叫んで飛び上がったフェリシアを、ベルホルトは珍めずらしいものを見る目で見つめてくる。

「そういえばそんな変わった鳴き声だったな。それが猫を捜さがす時に呼ぶ声なのか？」

「ベ、ベルホルト王子……！　ど、どうして……？」

　驚きすぎて心臓が胸を突き破るほどドキドキしている。ベールの下は涙目だ。

「城を案内しようと思ってな。まだろくに見ていないだろう？　猫を捜すなら手伝うぞ」

「い、いえ……王子にそんなことをさせるわけには……」

「俺が呼んだのだから俺が持てなすつもりだったんだ。政務のせいで遅おそくなって悪かった」

　真しん摯しに謝るベルホルトに、フェリシアは少々面めん食くらう。強ごう引いんなばかりではないらしい。

「いえ……私も、体力がなくて疲れていたので……休めて良かったです」

「そうか？　昨日も遅くまで起きていたと聞いたが」

　フェリシアは持っていたバスケットの持ち手をぎゅっと握る。ベルホルトはそれを見て手を差し出した。フェリシアがきょとんとして見上げる。

「何が入っているのか知らんが、重いなら持つぞ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。これは、私がやらなきゃ、意味がないので……っ！」

　ベルホルトは首を傾げたが、フェリシアの言葉を汲くんでか、手を引っ込めて歩き出した。

「では、猫を捜すぞ。行きそうな場所はあるか？」

「え!?　あ、はい……。たぶん、外だと思うのですが……あっ、ま、待ってくださいっ」

　勢いでついてきてしまったが、一人にされて知らない誰だれかに会うよりは、まだ見知っているベルホルトと一いつ緒しよの方がいい。ちょっと怖こわいけど。

「ベ、ベルホルト王子が捜してくださらなくても、すぐに戻ってくると思うのですが……」

　フェリシアがびくびくしながら後を追うと、ベルホルトは歩く速度を緩ゆるめて隣に並んだ。

「ベルでいい。かしこまられるのは好きではない。俺もフェリと呼ぶ。それでいいだろう」

「それは構いませんが……。で、ですが、あなたはこの国の王子さまでですね……っ」

「ああ、そうだ。父の挨あい拶さつが遅おくれていてすまないな」

　強引に呼び方の話題を終わらせ、ベルホルトは立ち止まってフェリシアに向き直った。ベルホルトの父──現在の国王だ。王おう妃ひはベルホルトの幼い頃ころに亡なくなっていると聞いている。

「え？　い、いえ！　病で伏ふせっていらっしゃるとお聞きしています。お加減、いかがですか？」

「持病が出ただけで、命に別状はない。そう心配はいらん」

　詳くわしい病状はわからないが、病で苦しくないはずはない。

「そうですか……あっ、わ、私のことでしたら、お気になさらず！　ど、どうか、ご自愛くださいとお伝えください」

「ああ、父に伝えておこう」

　ベルホルトは少しばかり意外そうに目を瞠り、そして小さく笑って頷うなずくと、再び歩き出した。フェリシアは慌あわてて後を追う。話しかけようとしたが、ベルホルトの方が早かった。

「ところでお前の猫、あいつは本当に猫か？　子こ虎とらに似ているが」

　ベルホルトはほとんど確信を持って、そう尋たずねてきたが、フェリシアは目を瞠る。

「と、虎？　あの猛もう獣じゆうの、ですか？　まさか。何年もあの大きさで成長してないんですよ？」

「何年も……？　そうか。成長しないというのなら、似ているだけの猫、か」

　どこか釈しやく然ぜんとしない様子だったが、ベルホルトは納なつ得とくするしかないようだった。

　二人で庭園の前までやってきたところで、フェリシアは「あっ」と声を上げた。庭園に小さな人だかりが出来ている。使用人の女性達が輪になり、男性達がその様子を遠巻きに見ていた。

「かーわーいーい！」

　女性達から歓かん声せいにも似た声が上がる。女性達の中心にいるのはリリィだった。じゃらされて地面にころんと転がり、小首を傾かしげている。

「いたな。……行かないのか？」

　ベルホルトがフェリシアを振ふり返る。しかしフェリシアは柱の陰かげに隠かくれて動かない。

「あ、あの人だかりの中に、行くのですか……!?」

「たった七人だろう。誰もお前をとって食ったりはしない。行くぞ」

　ベルホルトに手を取られ、フェリシアは柱の陰から引きずり出された。

「えっ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　ひ、一人で歩けますからぁ！」

　そう言ったがベルホルトは手を放してくれず、そのままずんずん進んでいく。フェリシアもつっかえながらその後に続くしかなかった。一歩踏ふみ出すごとに、緊張で身体からだが硬かたくなる。

　使用人達は存在感のあるベルホルトの姿にすぐ気付いた。直後、後ろからガチガチになって歩いて来るフェリシアにも気付き、驚いた視線を向け、慌てて頭を下げた。

「殿でん下か。それに……フェリシア王女!?　すみません、フェリシア王女の猫に……」

　使用人達の前に来て、ようやくベルホルトが手を放し、フェリシアは慌てて彼らに手を振る。

「い、いいいえ！　ええと、リ、リリィがご迷めい惑わくをおかけして、すみません……！」

　わたわたするフェリシアに、使用人達は不安げな視線を向けてくる。

（ど、どうしたら……っ！　ええと、何か、何か喋しやべらないと……でも何を!?　天気!?）

　フェリシアにどう接していいかわからない──いや、もっと言えば信用していない目が向けられているのが、ベール越ごしでもわかる。視線が痛い。怖い。どんどん萎い縮しゆくしてしまう。

「フェリ。さっきから気になっていたんだが、そのバスケットは一体何だ？」

　パニックになりそうになった時、そんなマイペースな声が聞こえた。ベルホルトを見上げると、彼は不思議そうにフェリシアの手元を指さしている。

　握り締めていたバスケットを見下ろし、フェリシアは考える前にそれを差し出していた。

「こっ、これを……！」

　フェリシアに差し出され、使用人達は戸と惑まどいつつ、バスケットに手を伸のばす。

「ええと、お持ちすればよろしいのですか？」

「あっ、いえ、あの、そうではないんです、ごめんなさい……っ」

　自分で差し出しておきながら引っ込め、フェリシアは震ふるえる手でバスケットを開けた。

「これを、お世話になるみなさんにお渡ししようと思っていて……」

　フェリシアがバスケットから取り出し、女性に渡したのは白いエプロンドレスだった。白い生き地じの邪じや魔まにならないよう、フリルの端はしに空色の糸で小さな模様を刺し繡しゆうした。男性には、シルクのハンカチに、クローバーを刺繡したものを渡す。彼らはぽかんと自分の手元を見下ろす。

「あっ、部屋にはまだ、他ほかの方の分もありますから！　あの、急だったもので、何も持って来られなくて……昨日急いで作ったんです」

「昨日一日でこれだけのものを、こんなにか……？」

　ベルホルトも驚おどろいた表情でそう尋ねてきた。いけなかったのかと、フェリシアが恐おそる恐る頷くと、使用人達はさらに大きく目を瞠みはり、そのまま反応がない。

「い、いけませんでしたか？　出来るだけ、邪魔にならないものをと考えたのですが……」

　言っている最中にすでに不安になってきて、フェリシアは俯うつむく。

（や、やっぱりエプロンとハンカチなんていらなかった!?　そうですよね、ドレスとかコサージュの方がいいですよね！　どうしてそっちにしなかったの私の馬ば鹿かー！）

　涙目で俯いていたフェリシアだったが、その時、一人の声が届いた。

「すごく、素す敵てきです……っ」

　その声に顔を上げると、女性達はエプロンドレスを身に纏まとい、笑え顔がおで楽しげに自分の服を見下ろしていた。その姿を見て、フェリシアは嬉うれしさがこみ上げる。

「可愛かわいいです！　みなさん、とってもよくお似合いです！」

　自分で作ったものだが、身に纏っている女性達を見て、フェリシアは嬉しさでつい声を上げていた。我に返って顔を赤くしていると、その声に女性達も嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「ですが、こんなに素敵なものを戴いただいてもよろしいのですか？」

「フェリシア王女の作品と言えば、ブランドにもなっているのでしょう？」

　男性達も大事そうにハンカチを見つめてそう尋ねる。フェリシアはベールの中で微笑む。

「お世話になるのですから、このぐらいはさせてください」

　フェリシアの言葉に、使用人達が笑顔で頭を下げた。

「本当に、嬉しいです。ありがとうございます、フェリシア王女」

「気に入ってもらえて、本当によかったです」

　フェリシアはベールの下で微笑んだ。心から安あん堵どしたことで緊きん張ちようの糸が切れたからか、あるいは寝ね不ぶ足そくが祟たたったのか、フェリシアは石いし畳だたみの間にヒールを引っかけてよろけた。

「きゃ……っ！」

　背中から倒たおれると思い、ぎゅっと目を瞑つぶったが、背中を支えられた。恐る恐る目を開けると、近くに深緑の瞳ひとみがあった。

「まだ疲つかれが残っているのなら、休んでいろ」

「すっ、すみません。ちょっと寝不足なだけで──」

　ベルホルトの顔がはっきりと見える。遮さえぎるものが何もない。

（やだ、もしかして……!?）

　外れてしまったベールを慌てて直し、使用人達を見る。彼らは顔を紅潮させて固まっていた。フェリシアはベールの下で引きつった顔をして、ダラダラと冷や汗あせを流し、身構える。無意識に、支えてくれたベルホルトの腕うでを両手で摑つかんでしまっていた。

　案の定、『それ』はフェリシアを襲おそってきた。

「可愛いのは……可愛いのはあなたですフェリシア王女さま！　いえ女め神がみさま！」

「ああっ！　少しでも絶世の美女という言葉を疑った自分が恥はずかしい！」
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「このエプロンは家宝にいたします！　勿もつ体たいなくて使えないいいいい！」

（ひいいいい！　やっぱりいいいいい！）

　いたたまれなさや気き恥はずかしさや申し訳なさで、胃の奥がきゅっと縮む気がする。

「馬鹿なことを言ってないで使え。せっかくのフェリシア王女の手製なのだぞ」

　ベルホルトが窘たしなめるようにそう言ってから、彼の腕を摑んでいたことに気付いた。

「す、すみません！　もう平気です！」

　フェリシアは謝りながら慌てて離はなれる。恥ずかしさで顔を赤くしていると、まだ興奮した様子の使用人達がフェリシアの前にやってくる。

「こんなにお美しいのです！　きっと祭典後の夜会のドレス姿もお綺き麗れいなのでしょうね！」

「いえ、私は夜会には──え？　夜会……？」

　フェリシアは戸惑いながらベルホルトを振り仰あおぐが、彼はなぜこちらを見るのかという顔でフェリシアを見つめ返す。

　沈ちん黙もくの中、鐘しよう楼ろうから鐘かねの音が響ひびいてきた。フェリシアに注目していた使用人達が弾はじかれたように我に返り、慌あわて出す。

「フェリシア王女、私達はそろそろ失礼しなければ。長々と申し訳ありませんでした」

「とても！　とても名残なごり惜おしいのですが！　ああっ、ずっとお傍そばにいたい……っ！」

「ダメよ、ご迷惑でしょう！　私だってお傍にいたいのよ、独り占じめなんてずるいわ！」

「……いいから早く行かんか」

　ベルホルトの低い声に、使用人達は一いつ斉せいに恐きよう怖ふに戦おののいた返事をして背を向け、走り去った。

　その背中をぽかんと見つめていたフェリシアを、ベルホルトが見下ろしてきた。

「嬉しそうではないな。あいつらはお前に感謝しているだけなのだが、何か気に障さわったか？」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアは即そく座ざに首を振る。

「いいえ！　決してそんなことはありません。喜んでくださって、本当に嬉しかったです」

　渡した時は、彼らはまだフェリシアの顔を見ていなかった。あの反応は、事実だと思いたい。

「ならば、顔を見た後の反応か？　確かにあれほど騒さわぐ奴やつらだと思わなかったが。俺はよくわからんが、お前は絶世の美女なんだろう？　慣れてはいないのか？」

　そこでふと、フェリシアは気付いた。

（ベル王子はさっきも目を見たはずなのに、どうして……？）

　やはりベルホルトには祝福の力が効いていないのだろうか。それとも、効いた上でこのような反応なのだろうか。見上げてみるが、ベルホルトは平然とした真顔だ。

「……私は私自身を、絶世の美女なんて思えませんので。──ハッ！　そうです、ベル王子！」

　力なくそれだけ言ったところで、フェリシアは使用人の言っていたことを思い出した。

「夜会なんて聞いていません！」

「言っていない……が、言うまでもないだろう」

　不思議そうな顔で言われた。確かに、祭典の後に夜会があるのは当然だ。

「お前は主しゆ賓ひんの一人だ。しかも協力してもらっている。出てもらわねば困る」

　フェリシアが断ることは予想出来ていたのだろう。ベルホルトは先回りしてそう言った。

「うっ……。で、ですが私は……夜会には……」

　言いよどむフェリシアに、ベルホルトは訝いぶかしげにフェリシアを見つめてきた。

「本当に出たくないのなら、エーデルシュタインでの夜会の際、なぜ隠かくれて見ていた？」

「み、見てたんですか!?」

「だから気になってあの場に行ったんだ。曲くせ者ものかとも思ったしな。まさか王女とは」

　ベルホルトは平然とそう言ったが、フェリシアは顔を真っ赤にした。恥ずかしすぎる。

「はっきりとは見えなかったが、夜会が嫌きらいという顔には見えなかったが」

（顔まで見られてた!?──ということは、あの時にすでに、ベル王子は私の目を見ていたの？）

　いくら遠目でも、表情が見えるぐらいなら目も見えているはずだ。祝福の力の影えい響きようを受けているはずだが、彼は初対面から今まで、フェリシアを褒ほめちぎることはしなかった。

　考え込んでしまっていたフェリシアに、ベルホルトが怪け訝げんそうに呼びかける。

「どうした？」

「あ、いえ……その、人が大勢いると、酔よってしまうので……」

　また噓うそをつかなくてはいけない。その罪悪感を隠すように、フェリシアはぎゅっと手を握にぎる。

「……呼び寄せたのはこちらだ。無理は言わん。だが出席はしてもらう。主賓の一人だ」

　ベルホルトは不満そうな顔をしていたが、すぐに真顔に戻もどり、フェリシアを見つめる。その強い視線に耐たえきれず、フェリシアは怯おびえつつ、思わず頷うなずいてしまった。

「わ、わかり、まし、た……っ」

　フェリシアの言葉に、ベルホルトはニッと笑う。

「心配するな。何なら俺が連れ出してやる。俺も昔から夜会サボりの常習犯だ」

　少年のような悪戯いたずらっぽい笑みに、フェリシアは妙みようにホッとして、声に出して小さく笑った。

「あれ～？　何かいい雰ふん囲い気き？」

　突とつ然ぜんそんな声がした。振ふり向くと、ベルホルトの従者であるルディが、綺麗な顔でニヤニヤと笑っていた。フェリシアは何な故ぜか顔が熱くなる。

「ル、ルディさん!?　一体いつから!?──え、リリィ？」

　ルディの腕には、撫なでられてゴロゴロと気持ちよさそうに喉のどを鳴らすリリィがいた。

「なぜルディには懐なついている？　俺には威い嚇かくしてきたが」

　釈しやく然ぜんとしない顔をするベルホルトと笑うルディに、フェリシアは驚おどろきつつ納なつ得とくして答えた。

「ええと、ですね……リリィは、どういうわけか男の人が嫌いで、懐くのは女性のみで……」

　チラ、とルディを見上げると、彼女とベルホルトはリリィを感心した目で見つめた。

「賢かしこいねえ、お前」

　リリィは当然と言いたげに「ぴゃ！」と甲かん高だかく鳴いた。ルディはくすりと笑ってフェリシアを見下ろし、リリィを抱かかえたまま慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「そういうことですので、何か男に言いづらいことなどありましたら、私にどうぞ、姫ひめ」

　ルディはそう言ってフェリシアにウインクする。綺麗な顔と頼たのもしい言葉に、フェリシアの胸が高鳴る。祝福の力ってこんな感じなのかもしれない。

（お、お姉さまとお呼びしたい……っ！）

　そんな衝しよう動どうに駆かられたが、引かれたらショックなので心の中だけで留とどめておくことにする。

「あ、そうだベル。エミーリアが来てるよ。話があるって」

　と、ルディが言った直後だった。小さな足音と共に、若い女性の声が聞こえて来た。

「ベルホルト殿でん下か！　その方が、フェリシア王女ですね!?」

　フェリシアが驚きながらそちらを見ると、小こ柄がらで気の強そうな少女がこちらへやってきた。年の頃ころはフェリシアより一つか二つ上程度だろう。

「エミーリア嬢じよう。王女の御ご前ぜんですよ……！」

　後からやってきたベルホルトのもう一人の従者、イグナーツが諫いさめる声を少女にかけたが、彼女は聞こえていないようだ。しっかりと前を見据える目で見つめられ、フェリシアは緊きん張ちようで身体からだを強こわ張ばらせた。

　エミーリアは、フェリシアとほとんど同じ目線で慇懃に頭を下げた。

「エミーリア＝トイフェルと申します。図はからずも、先ほどの使用人達とのやりとりを見ておりました。そこで、少しご相談があるのですが、よろしいでしょうか！」

「え!?　は、ははいっ！」

　エミーリアの勢いに、フェリシアは思わず頷いてしまった。




　フェリシアとエミーリアは応接室に案内された。その間にアロイスもやってきて、フェリシアとベルホルト、そしてエミーリアがテーブルを囲むことになった。

　エミーリアの家、トイフェル家は数々の戦いくさで成果を挙げてきた騎き士しの家系であり、ディアマント王家の血筋を引く有力貴族でもあった。ベルホルトとエミーリアもまた血けつ縁えん関係にあり、昔から付き合いがある仲とのことだった。

「改めまして、エミーリア＝トイフェルと申します。お会い出来て光栄です、フェリシア王女」

　そう言ってエミーリアは微笑ほほえんだ。気の強そうな彼女だが、笑え顔がおは愛あい嬌きようがあって可愛かわいらしい。椅い子すに深く腰こし掛かけたベルホルトが、エミーリアを見て口を開いた。

「久しいな、エミーリア。あいつとはうまくいって……ないようだな、その顔は」

　ベルホルトが「あいつ」と言った瞬しゆん間かん、エミーリアは目を吊つり上げ、頰ほおを膨ふくらませた。が、すぐにフェリシアがいることを思い出して澄すました顔に戻った。

「実は相談というのは、そのことなのですが……。こんなお願いを、王女さまにしてもいいものか……。何だか、無む理り矢や理り引っ張って来てしまったみたいですし……」

　勢いで引っ張って来た自覚はあるらしい。強気だった目が、しゅんと足あし下もとを向いたのを見て、フェリシアはエミーリアにそっと言葉をかける。

「その、お、お話だけでも、お聞きしましょうか？」

「ありがとうございます！　ではさっそく！」

　フェリシアの言葉を聞いた途と端たん、パッと笑顔になったエミーリアに、フェリシアはびくつく。

（は、早い！　ここの方々、心の準備をする暇ひまを与あたえてくれない……っ！）

　それともフェリシアがのんびりしているのだろうか。それも大いにありそうだが、ベルホルトとエミーリアもかなり強ごう引いんでマイペースだ。

　エミーリアは立ち上がり、何かと戦うかのように拳こぶしを握り締しめ、テーブルに手を突ついてフェリシアにずいっと顔を近づけた。その目が血走っている。

「祭典後の夜会のためにドレスを……いえ、勝負服を見立てていただきたいのです！」

「しょ、勝負、服……？」

　フェリシアはリリィを抱だき締めながら仰のけ反る。

「エミーリア、近い。王女が怯えている」

　ベルホルトに言われてエミーリアはハッと我に返って澄まし顔になり、照れ隠しか小さく咳せき払ばらいをして座り直した。熱くなると周りが見えなくなる性格のようだ。

「失礼しました。ええと、私には恋こい人びとがいるのですが……父に、彼が貴族ではなく商人の出だからと、結けつ婚こんを反対されています。騎士団に入れば認めるって言ってたくせに……！」

「それで父親と大おお喧げん嘩かしたと聞いたが」

「現在進行中です。……だというのに、張本人はヘラヘラして、いつかわかってくれる、なんて悠ゆう長ちようなこと言っちゃって……！　わかってないから私が大喧嘩してんのよあのバカ！」

「……エミーリア嬢。少々、声が」

　イグナーツに諫められ、声を大きくしていたエミーリアはもう一度咳払いをする。

「そ、そんな感じで、彼も煮にえ切らないので、この夜会で結婚の意志をはっきりさせたいのです！　夜会には父も出ますし、大勢の中で私からプロポーズしてしまえばあのバカも父も認めざるを得ないはず！　お願いしますフェリシア王女！」

　また熱くなって、エミーリアはフェリシアに詰つめ寄る。

「私も容姿に自信があるわけではありませんが、どうか私に、あのバカ──じゃなかった、彼と父を納得させるようなドレスを見立てていただけませんか!?」

　エミーリアの勢いに押され、ぽかんとしていたフェリシアだったが、エミーリアの真しん剣けんな顔を見てふと気付く。自信満々なようでいて、その瞳ひとみには不安の影かげが揺ゆらめいていることに。強気なエミーリアだが、下へ手たをすれば恋人に振られる可能性だってある。不安でないはずがない。

　エミーリアの頼みを受けても、フェリシアが二人の仲を壊こわしてしまう可能性がある。そんな大事な役目が出来るだろうか。逃にげ腰ごしになるフェリシアの脳のう裏りに、先ほど、エプロンドレスを贈おくった女性達の笑顔が浮うかぶ。

（……この方は、私の力を必要としてくれている……）

　フェリシアが培つちかってきたデザインや裁さい縫ほうの力か、微び々びたる幸福をもたらす祝福のキスの力か。前者なら嬉うれしい。後者なら──

（いいえ……たとえ祝福の力でも……この方の不安を取り除けるのなら……）

　それでもいいような気がする。だって、彼女は不安がっている。

（でも、祝福の力なんて微々たるものだし、私なんかが……でも作ってみたくも……でも……）

　でも、ばかりが頭を埋うめ尽つくし、埒らちがあかなくなってきた。せめてもう少し話を聞いてみようと思い、フェリシアは口を開いた。

「わかった。そういうことなら王女にお任せしろ」

　自分の声はこんなに低音で自信満々だっただろうか。なんて馬ば鹿かなことを一瞬考えたが、すぐにその言葉の主であるベルホルトに振ふり向く。

「見立てるなどと言わず、オーダーメイドにしてはどうだ。王女の得意とするところだろう。俺はそのために王女を呼んだのだからな」

　フェリシアが呆ぼう然ぜんとしている前で、まるで自分のことのようにベルホルトが話を進め、エミーリアは目を輝かがやかせる。輝いた目のまま満面の笑みを浮かべ、フェリシアの手をぎゅっと摑つかんだ。

「ありがとうございます、フェリシア王女！」

「……え？　えっと、はい………………あれ？」

　混乱するフェリシアの後ろで、アロイスの「あーあ」という声が聞こえ、フェリシアは顔を蒼あおくした。つい、了りよう承しようしてしまった。

　エミーリアは上じよう機き嫌げんになって、さっそくドレスの案を相談しようとした。しかし彼女はこの後他にも用があるらしい。ドレスの相談は後日と言われ、慌あわただしく部屋を去っていった。

　フェリシアはしばらく固まっていたが、我に返ってベルホルトに身体ごと向き直る。

「ベ、ベル王子！　どうして勝手に返事を……！」

「俺が言わなくても、受けただろう？」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアは一瞬言葉に詰まってしまった。迷っていたはずなのに、図星を指された気分になった。

「た、確かに協力したいとは思いました。ですが、私に出来るかどうかなんて……」

「すでにその実績はあるだろう。エミーリアは以前からお前の噂うわさは知っていた。それに先ほどの使用人達の反応を見たからこそ、お前に頼たのんだのだ。何を気負うことがある」

「き、気負わないわけがありません！　あの方は、結婚という人生の岐き路ろに立たれているのですよ!?　そ、そそ、それを私が、左右するかもしれないなんて、考えただけで、胃が……！」

「だからお前に頼んだのだろう？　支えられ、背中を押してもらえれば、誰だれでも踏ふみ出せる。彼女はその支えとなる手と、背中を押す手が欲しいんだ。その手が、お前だ」

　自分のことでもないのに、どうしてそう言い切れるのだろう。フェリシアには理解しがたい。

「……私に、そんな力はありません。噂されているような力も、ないんです」

　自分にさえ自信がないのに、そんな力があるとは思えない。祝福のキスで訪おとずれる幸せも、ほんの些さ細さいなものだ。

　ベルホルトはフェリシアの言葉に反論するでもなく、真顔で言葉を続ける。

「お前の作ったものを身に着けると幸せになれるという噂か。あれはあくまで噂だろう？　俺はそういったまじないの類たぐいは信じていない」

　ベルホルトの言葉にフェリシアは目を丸くする。てっきりその噂を信じたから、呼んだのだと思っていた。

「だが、お前の作るものは見る者の心に響ひびく。だからみな身に着け、自信を持って物事に挑いどむのだろう。言わば、鎧よろいだ」

　ドレスに対しずいぶん厳いかつい表現だと思ったが、ベルホルトは真顔で続ける。

「戦場に丸まる腰ごしは当然恐おそろしい。だが鎧があるだけで敵に立ち向かっていける。エミーリアは今、一世一代の戦の最中だ。そのために鎧を作ってやろうとは思わないか？　お前だからあいつの背中を押してやれるのではないかと、俺は思うが」

　ベルホルトは椅子から立ち上がり、フェリシアの傍そばに立って手を差し出した。

「不安だというのなら、俺がお前の支えとなり、背中を押してやる。だから何も恐れるな」

　力強い瞳。フェリシアにはとても真ま似ね出来ないが、彼の瞳は見る者に自信を抱いだかせる。フェリシアのドレスも、こんな風に自信を抱かせることが出来るだろうか。──出来たらいい。

「わ、わかり、ました……お受けします」

　とはいえ、もう受けているのだが。なけなしの意地で言葉にする。ベルホルトの手は取らず、ぎゅっと自分の両手を握にぎり締める。そうしないと、何だか流されっぱなしのような、頼たよりっぱなしのような、そんな気がして。

　ベルホルトを見上げると、彼はフェリシアの言葉を聞いて快い笑えみを浮かべていた。




「良いように扱あつかわれちゃってまぁ」

　部屋に戻もどるなりベッドに顔から突つっ伏ぷしたフェリシアに、アロイスがからかう声をかけてきた。フェリシアは恨うらみがましい目でアロイスを睨にらむ。

「そう思うなら助けてよ……っ！」

「じゃあ、断る気だったのか？　俺にはそうは見えなかったけど」

　また、言葉に詰まる。もしかしたら、エミーリアの力になれるかもしれないと思った。フェリシアが培ってきたデザインや裁縫の力……それに、祝福の力が役に立つかもしれないと。そう思ったから、不安だが迷っていたのだ。結局、ベルホルトに助けてもらったのかもしれない。

　フェリシアが黙だまりこむと、アロイスがぽんと頭に手を置いた。

「ま、それは置いといて、アレ、使用人達にちゃんと渡わたせたんだな。正直驚おどろいたぞ」

「それも、ベル王子がきっかけを作ってくれて……いえ、本人にその気はなかったと思うけど」

「ふーん……ベル王子、ね」

　飄ひよう々ひようとしたアロイスの声にわずかに険が混じった気がして、フェリシアは起き上がって彼に振り向く。そこにはいつも通りの笑みがあった。美形だが、つかみ所がない。

　ベルホルトと言えば──一つアロイスに訊ききたいことがあったのだと思い出した。

「ねえ、アロイス。アロイスは、私と血が繫つながっていて、魔ま法ほう使つかいの血筋だから、奇き跡せき的に祝福の力の影えい響きようを受けないのよね？」

　フェリシアの突とつ然ぜんの言葉に、アロイスは不思議そうに目を瞬またたかせてから頷うなずいた。

「そうだけど、今さらどうした？」

「ベル王子には目を見られてしまったんだけど、祝福の力が効いてない気がするの。あまり表情を変えない方だし、効いた上でああいう反応なのかもしれないけど……」

　アロイスはフェリシアの言葉に驚き、目を瞠みはった。

「まさか。ディアマント王家にはエーデルシュタイン王家の血を引く者も魔法使いもいないはずだぞ」

「そう、よね。でもずっとあんな感じで──いひゃい！」

　言葉の途と中ちゆうでアロイスの手がベールごとフェリシアの頰ほおを軽く抓つねった。

「ま、とにかく、あまり気を抜ぬくなよ。友好関係にあるとはいえ、ここは他国なんだ」

「私を一人にしたくせに……っ」

　フェリシアが睨むが、アロイスはやはり飄々と笑っている。

「それはお前が一人でやらなきゃ意味がなかったからさ。……昨日あまり寝ねてないだろ。少し寝ておけ」

　アロイスは柔やわらかい声でそう言い、フェリシアの頭を撫なでて部屋を出た。




　フェリシアの部屋のドアを閉め、アロイスはフェリシアに向けていた笑みを消す。

　祝福の魔法は強力だ。効かないなんてことはない。──ただ一つの条件を除いては。

「……本当かどうか、確かく認にんはしておくべきだな」

　フェリシアが見たら飛び上がりそうな冷れい徹てつな目で、アロイスは一人そう呟つぶやいた。
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　その日、フェリシアはアロイスにほとんど引きずられる形で、リリィを抱かかえながら王宮内を歩いていた。ベールで隠かくれているが、その顔は不満そうにアロイスに向けられている。

「うう、部屋に戻りたい……」

「ダメだ。ここ二日ろくに外出してないだろ。お前はわざわざ隣りん国ごくにひきこもりに来たのか？」

　ディアマントに来てすでに七日が経たっている。使用人達のエプロンドレスやエミーリアのドレスの話を聞いて、他ほかの貴族の女性達もフェリシアに「ドレスをデザインして欲しい」と頼みに来たため、フェリシアは用意された部屋でずっとドレスのデザインを考えていた。フェリシア自身はとても楽しかったのだが、アロイスはそれを許してくれなかった。

「せっかく隣国に来たんだ。帰った時に陛下達に土産みやげ話ばなしが出来るぐらいはちゃんと見て、勉強しておけ。それが本来の王女の務めだぞ」

　そう正論を言われてしまうと、フェリシアは「はい」と大人しく頷くしかなくなる。

　渋しぶ々しぶ歩いていたその時だった。ザッ、ザッ、と規則正しい音が響く。大勢が大地を踏みしめ、歩いているようだ。音のする方へ向かうと、開けた場所に出た。そこでは屈くつ強きような男達が、剣けんや槍やり、弓を構えて訓練している。兵士達の訓練場のようだ。

　足音は弓を持った射手達のものだったようだ。一列に並んだ射手達は一糸乱れぬ行進の後、一いつ斉せいに弓を構える。

「あれ？　あそこにいらっしゃるのって、ベル王子……？」

　射手の列から少し離はなれた所に、ベルホルトが直立不動の姿勢をとっていた。

　ベルホルトが上げた手を振ふり下ろすと、彼から一番近い者から順に矢が飛び出す。一定のリズムを保ち、彼らの矢は前方の的の中心に綺き麗れいに突き刺さった。外した者は一人もいない。

「すごい……！」

「さすがは大陸一の強国。平和ボケしたうちとは兵士から違ちがうな」

　思わず感かん嘆たんの声を上げ、フェリシアとアロイスが拍はく手しゆをしたところで、ベルホルトがこちらに気付いた。射手達に構えを解くように言ってから、フェリシア達に向かってこちらへ来いというように手招く。フェリシアは手と首をぶんぶん振った。

「む、無理です無理です私弓なんて出来ません！」

「お前にやらせるわけないだろ。挨あい拶さつだけでいいんだよ。行くぞ」

　アロイスに背中を小こ突づかれながら、フェリシアはベルホルトの許もとまでやってきた。

「こんなところまで、散歩か？」

　そばに来ると、ベルホルトはわずかながら額に汗あせを搔かいていた。なんとなく目のやり場に困り、フェリシアは彼から目を逸そらして答える。どうせベールで見えないのだが。

「ア、アロイスに、たまには外に出ろと言われてしまいまして……あ、ドレスはちゃんと考えてますから、心配なさらないでください！」

　慌あわててそう付け足すと、ベルホルトは少しばかり口角を上げた。

「そこは何も心配していない」

　信しん頼らいされている。そう思うと、胸がくすぐったくなった。こんなことは初めてだ。

「あの、殿でん下か、こちらは……？」

　射手の一人である青年がベルホルトに尋たずねた。他の射手や兵士達も、フェリシアを見つめている。そこでアロイスに腕うでを小突かれる。挨拶をしろと伏ふせた目が言っていた。

　そこに居並ぶのは男ばかりだ。屈強な彼らにびくびくしつつ、フェリシアは抱だいていたリリィを下ろし、ドレスの端はしを摘つまんだ。

「エ、エーデルシュタイン王国王女、フェリシアと申します」

「フェリシア王女!?　た、大変失礼しました！」

　その場にいた全員がフェリシアに向かって膝ひざを突き、頭こうべを垂れた。整然としたその動作に、フェリシアは感心する。それと同時に叫さけびそうになった。

（た、頼たのもしい……けど、怖こわい……っ！）

　顔が見えなくてよかった。きっと今、フェリシアの顔は涙なみだ目めで引きつっている。リリィを抱き締しめて堪こらえようと思ったのに、リリィはタンポポの綿毛を見つけて遊んでいる。

　そこへイグナーツがやってきて、フェリシアの周りの兵士に言った。

「みな戻れ。王女が怯おびえておられる」

　バレていた。持ち場に戻った兵士達を見てから、イグナーツはフェリシアに頭を下げた。

「失礼しました。みな、フェリシア王女のような方は見慣れないもので」

「い、いいえ。こちらこそ、お邪じや魔ましてすみません。あの、ベル王子は、ここで何を？　そういえば、ルディさんの姿が見えませんが……」

　ベルホルトが答える前に、イグナーツが困った顔で答えた。

「ルディは騎き士し団の方に顔を出しています。……王女からも、殿下に休むよう言っていただけませんか。早朝からずっと指導し続けておられるのです。兵士達ですら休んでいるというのに」

「早朝から……!?　倒たおれてしまいますよ！」

「俺は何ともないと言っている。余計な心配をさせるな、イグナーツ」

　ベルホルトに休む気はなさそうだった。その目が真しん剣けんなだけに、引き留めるのは気が引けた。

　春とはいえ、今日は天候も良く、気温は上がり続けている。恐らく昼過ぎには夏日になるだろう。屋外にいるだけでも体力は奪うばわれるはずだ。

　兵士達の方を向いたベルホルトの服の裾すそを、フェリシアは思わず摘まんでいた。ベルホルトが目を見開き、フェリシアを見下ろしてきた。

「あの……わ、私、たくさん歩いて疲つかれてしまったので、休きゆう憩けいしたくて……っ。そ、その間、話し相手になっていただけませんか？　ここで何をしているのかも、教えていただきたいです」

　その言葉を聞いて、目を瞠っていたベルホルトは、不意にフェリシアの手に触ふれた。そこでフェリシアはようやく、彼の服の裾を引っ張っていたことに気付く。

「招いた王女にそう言われては、断れんな」

　フェリシアは手を引こうとしたが、ベルホルトは笑って、その手を包むように握にぎってきた。節くれ立った手だが、あたたかい。そのぬくもりが伝でん染せんするようにフェリシアの顔が熱くなる。

「す、すみません、つい……！　あの、は、放していただけると──きゃあっ!?」

　突とつ然ぜん肩かたを引っ張られ、フェリシアは体勢を崩くずす。軽く握られていただけのフェリシアの手が、ベルホルトの手からすり抜け、離れた。

　フェリシアの肩を持ったアロイスが、呆あきれた顔でフェリシアを見下ろしてきた。

「またよろけて。体力のない王女で申し訳ありません。で、どちらで休ませていただけますか？」

（私、よろけてない……っ！　アロイスが急に肩を持つから……！）

　そう抗こう議ぎしようとしたが、驚おどろいて咄とつ嗟さに声が出なかった。イグナーツはいつも通り冷静な顔で案内を始めたが、ベルホルトはわずかに険のある目でこちらを見つめてきた。アロイスはそんなベルホルトの視線に笑え顔がおを返していた。いや、よく見ればアロイスの目は笑っていない。

（ど、どうして睨にらみ合っているの……？　怖いからやめて……っ！）

　頭上で見えない火花が散っている気がして、フェリシアは小さい身体からだをさらに縮めた。

　訓練場の一角に設しつらえてある見学席に案内され、フェリシアとベルホルトは椅い子すに腰こしを下ろした。いつの間にか戻もどって来たリリィが膝に座る。イグナーツとアロイスが後ろに控ひかえ、前方には万が一にも危険が及およばないようにか、数人の兵士達が立っていた。

　すぐに飲み物が運ばれてきて、それを飲みながら、フェリシアはベルホルトに尋ねる。

「これは、騎士団の訓練ですか？」

「平素の訓練ではない。祭典で披ひ露ろうする軍事演習の訓練だ」

「軍事演習……。王子自ら、指導されているのですか……？」

「今年の祭典は俺が主導だからな。特に軍事演習は祭典の目玉だ。気を抜ぬくわけにはいかん」

　軍事と聞き、フェリシアは少し顔を俯うつむかせながら、彼に話しかける。

「ベル王子は……エーデルシュタインで、もう戦いくさは終わったとおっしゃっていました。そのうえで、生きる楽しみを国民に与あたえるような祭典にしたい、とも……」

　フェリシアは口を噤つぐんだ。これ以上、他国の問題に口を出すべきではない。

（だけど……だったら、この軍事演習は……）

　フェリシアはベルホルトの「国民に生きる楽しみを与えたい」という気持ちに応こたえてディアマントまでやってきた。戦を推進するようなことであれば、協力はしなかっただろう。

　フェリシアの言いたいことは、ベルホルトにも伝わっているようだった。彼は真剣な表情で頷うなずき、フェリシアを見つめた。

「ああ。すべての戦は終結している。無論これからも他国との戦は避さけるつもりだ。その辺りの説明が足りなかったようだな」

　フェリシアが顔を上げると、ベルホルトは目を伏せて静かに話し出す。

「俺の目指す国は平和で豊かな国だ。だが隙すきあらばまた戦を仕し掛かけようと画策する国がないわけではない。長年戦をしてきたせいもあって、国民は戦への恐きよう怖ふ心しんを完全には拭ぬぐえてはいない」

　ベルホルトは伏せていた目を開け、訓練場を手で指し示す。

「この者達がいれば大だい丈じよう夫ぶだと、まず安心させたい。安心という基き盤ばんがなければ、生きることを楽しむことは出来ないだろう」

　真しん摯しなその目に、ベルホルトの祭典に懸かける想おもいの強さが窺うかがえた。

「俺はこの者達が国を、民たみを守るために尽じん力りよくしていることを知らせたい。この演習はそれを伝えるためのものだ。だが、見ないことにはそれもわからんだろう。出来るだけ多くの者が見て、見ていない者にも思わず伝えてしまうような演目にしたい。そしてそれを次の年も楽しみにしてくれれば、さらにいいと思っている」

　口元に笑みが浮うかび、真摯な瞳ひとみには希望が宿る。眩まぶしさすら感じられるベルホルトの横顔に、フェリシアはベールの奥で微笑ほほえみ、そして頭を下げた。ベルホルトの意志は変わっていない。

「出過ぎたことを、申しました」

「俺は平和な国の視点が欲しくてお前を呼んだのだ。今後も何か気付いたら遠えん慮りよなく言え」

　ベルホルトはフェリシアにそう言ってから、思案顔でじっと訓練場を見つめた。視線の先には射手達が的に向かって矢を放っている。

「しかし……剣けんと槍やりは一いつ騎き打うちという見せ場があるが、弓はどうも地味かもしれんな」

　あれほどの人数が正確に、しかも一糸乱れることなく的を射ることが出来る。それだけでも感かん嘆たんに値あたいするとフェリシアは思ったが、ベルホルトが目指すものはまた違うらしい。

　不意にベルホルトの目が、ひたとフェリシアを見み据すえた。

「何か、いい案はないか？」

「え!?　わ、私!?　ですか……!?」

　何で？　という言葉は口にする前に飲み込んだ。ベルホルトを再度見上げると、彼の目ははっきりとフェリシアを見つめていた。もっと見る者が楽しめるようにするためにはどうしたらいいか、それをベルホルトは尋ねていた。

　思いつくものはある。しかし彼らからすれば、馬ば鹿かみたいなことかもしれない。

「本当に、言ってもいいんですか……？　け、見けん当とう違ちがいかも……！」

「それなら採用しないだけだ。思うことがあるなら気軽に言え」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアはおずおずと口を開いた。

「えっ、と……的の中に、花びらのようなものをたくさん詰つめれば、矢が命中したときに散って、見ていて楽しいかもしれません……。ですが、う、うまくいくかは……」

　そこまで言ったところで、ベルホルトが何も言わずにじっとフェリシアを見つめていることに気付いた。周りの兵士もフェリシアの様子を窺っている。彼らも耳を傾かたむけているようだった。

　フェリシアが口を閉とざすと、辺りに沈ちん黙もくが落ちる。何かまずいことを言ってしまったのかもしれない。フェリシアはベールの下でサッと顔を蒼あおくする。

「す、すみません！　何も知らないのに、私がこんなこと……！」

　フェリシアはそう言って頭を下げたが、ベルホルトはすでにこちらを見ていなかった。立ち上がって、傍そばにいた兵士に紙と袋ふくろを用意するよう声を掛かける。

「え？　さ、採用されるのですか……？」

「それを決めるために今から試ためす」

　しばらくすると、兵士の一人が紙と紙袋を持ってきた。紙を細かく切ったものを薄うすい紙袋に入れ、空気を含ふくませて口を縛しばる。それを棒に縛り付け、的の前の地面に突つき刺さす。

　簡易ながらも用意が調ととのったところで、ベルホルトは自ら弓を持ち、的の方へと歩いて行った。

「え……ベル王子がされるのですか……？」

「殿でん下かは武道は一通り出来ますからね」

　イグナーツは何でもないことのように、さらりとそう答えたが、フェリシアは戸と惑まどう。

「そ、それって、すごいことですよね……？　他国のご子息は、みなさんそうなのでしょうか？」

「いえ、殿下が並外れた超ちよう人じんなのです。……もっとも、昔はそうではなかったのですが」

「昔……？」

「殿下は今では風か邪ぜの一つも引かれませんが……幼少の頃ころは、とても病弱だったのですよ」

「「えっ……」」

　フェリシアとアロイスの声が重なった。飄ひよう々ひようとしているアロイスも、さすがに驚いている。

「ベ、ベル王子が……ですか？」

　フェリシアの戸惑った声を聞いて、イグナーツは神経質そうな顔に柔やわらかい笑みを浮かべた。

「殿下の幼少期を知っている者にしてみれば、今の殿下の方が信じられないほどです。私は殿下が七歳の頃から付き従っておりますが、一時は重病で死の淵ふちも経験しておられます。……ですから、人より生きることに執しゆう着ちやくを持ち、その大切さを知っておいでです」

「だから……国民にも生きる楽しみを、とおっしゃっているのですね」

「ええ。そしてそれを率そつ先せんして体現していらっしゃいます。……おかげさまで周りは振ふり回されっ放しですがね……！」

　最後の言葉には多少の苛いらつきも混じっていたが、イグナーツのベルホルトへの親愛が感じられる言葉に、フェリシアは心があたたかくなるのを感じた。

　射手と何か話していたベルホルトが、こちらを向いて的を指す。これから実じつ践せんするようだ。

　ベルホルトは弓を引き、さほど間も置かずに矢羽をそっと手から離はなした。弓矢の作法などはフェリシアにはわからないが、その無む駄だのない動きは美しかった。

　ベルホルトの放った矢は真っ直すぐに紙袋に飛んで行く。パン！　というごく短い破は裂れつ音が辺りに響ひびいた。紙袋は弾はじけ、中に入っていた紙がパッと花のように散り、風に乗って舞まい踊おどった。同時に、訓練場にいた者達から感嘆の声が零こぼれる。

「すごい……」

　フェリシアも思わずそう呟つぶやいていた。

「ええ……これは美しいですね。さすがはフェリシア王女です」

　イグナーツの言葉にフェリシアはきょとんとする。フェリシアが感嘆したのはベルホルトの腕うで前まえなのだが、どうやら彼はフェリシアが提案した、花びらを模した紙かみ吹雪ふぶきに感嘆したようだ。

　ベルホルトは弓矢を預け、思案顔でこちらに戻もどって来た。ダメだったのかとフェリシアは肩かたを落としたが、ベルホルトはフェリシアを見て頷きながら表情を明るくした。

「確かに、これは派手だな。中に詰める紙にも色を付けるといいかもしれん」

「的を少し高い位置にすると、頭上から雪のように舞い落ちてきて綺き麗れいなのではないでしょうか。あ、でも、お掃そう除じが大変かもしれません……」

「ああ、なるほど。難易度は上がるが、いい考えだな」

「え!?　す、すみません、私、難しいことを言ってしまいましたか……!?」

　フェリシアが不安を口にすると、ベルホルトは不敵な笑えみを浮かべた。

「ここにいるのは弓の名手だぞ？　多少難易度が上がったところで、外すはずがない」

　射手達への信しん頼らいのこもったベルホルトの言葉は、射手達のプライドに火を付けたようだ。後ろに控ひかえていた彼らの顔に自信の笑みが浮かんだ。それを見て、ベルホルトも満足げに笑い、フェリシアを見つめた。

「やはりお前を連れて来たこと、間違いではなかったようだ。俺達では考えもつかなかった」

「お、お役に立てたのなら、光栄です……っ」

　ベルホルトは一日遡さかのぼってもフェリシアの目を見ていない。その言葉は彼の本心だと思えた。

（こんな私でも、役に立てた……？）

　じわじわと胸に嬉うれしさが広がっていく。それを嚙かみしめるように胸の前に手を当てていると、イグナーツの硬かたい声が聞こえて来た。

「殿下、スヴェンにも話を通しておきませんと……。技術的には高度なものになりましたが、あまりに派手な演出は、根っからの騎き士しであるスヴェンには受け入れがたいやもしれません」

　イグナーツが眉まゆを寄せてそう言ったのを聞き、フェリシアは誰だれだろうと首を傾かしげた。すると気づいたベルホルトが答えてくれた。

「騎士団長だ。俺には賛同しているのだが、なかなか折り合いが付かない部分もあってな」

「ベル王子とは、仲がお悪いのですか……？」

「いや、話はわかる男だ。しかし騎士には騎士の伝統というものもあるからな。……一応言っておくが、お前が気にすることではないからな。ここからは俺達の領分だ」

　今まさに提案したことを謝ろうとしていたフェリシアは、ベルホルトの先回りした言葉に、どうしていいかわからず固まった。

　その時、ベルホルトの顔色が瞬しゆん時じに変わった。瞠みはった目を宙に向けている。

「フェリ」

　ベルホルトが突とつ然ぜんフェリシアを呼び、その直後、身体からだを強い力で引き寄せられる。

　フェリシアが状じよう況きようを理解する前に、頭上でカンッ、と甲かん高だかい音がした。フェリシアがその音に目を閉じてびくりと肩を震ふるわせると、肩に置かれた手に力が込められた。

　一瞬の出来事にぽかんとして見上げると、至近距きよ離りにベルホルトの顔があった。

「何ともないか」

「はい……？　え？　な、何が……ですか？」

　ざっと音がして、ベルホルトとフェリシアの周りを兵士が囲んだ。全員、弓か剣けんを構えている。アロイスとイグナーツも剣の柄つかに手を掛けて周囲を窺うかがっている。

　何が起こったのか、状況がわからない。しばらくぽかんとしていたが、ベルホルトの顔が近いことに気付く。肩にはベルホルトの左手が回され、身体が密着していた。押さえつけるように抱だき寄せられ、ベルホルトの鼓こ動どうの音までもが聞こえた。

（ち、近い近い近い……！　私はどうしたら!?）

　男性──それどころか人との接せつ触しよくを避さけていたフェリシアには、この距離は近すぎた。

（手はどこに置けば？　目はどこを見れば？　身体はこのままでいいの……!?）

　身の置き所がわからない。身の置き所も何も、抱き締しめられていて身動きが取れないのだが。

「も、申し訳ありません、フェリシア王女！」

　ベルホルトがフェリシアを見下ろし、イグナーツが真っ青な顔で詰め寄ってきた。彼の声で、硬こう直ちよくしていたフェリシアはハッと我に返り、ベルホルトから離れようとした。
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「す、すす、すみません！　あの、私、一体何を……!?」

　しかしベルホルトの手はまだきつく肩を抱いていて、フェリシアの力では離れられなかった。突然の出来事で驚おどろいたせいか、心臓が大きく脈打っている。顔も熱い。

「訓練中の者の木刀が飛んできた。危険な思いをさせてしまってすまない」

　甲高い音は、飛んできた木刀をベルホルトが弾はじき返した音だったようだ。状況を理解しても、まだフェリシアの胸の鼓動は治まっていなかった。

「フェリ！　何ともないか!?」

　さすがに慌あわてた様子でアロイスが駆かけ寄って来て、ベルホルトからフェリシアを離した。多少強ごう引いんに引き剝はがした気もするが、それだけ急いでいたのだろう。

「え、ええ……ベル王子が、守ってくれ──え？」

　フェリシアが頷うなずいた時、視界が突とつ如じよ晴れ、アロイスの顔が近くにあった。彼はフェリシアのベールを捲まくって顔を直接ペタペタと触さわり、ホッとした表情を浮うかべる。

「よかった。顔にも当たってないな。ありがとうございます、ベルホルト王子」

　アロイスがベルホルトに礼を言ったその直後。

「め……女め神がみさまああああああっ！」

　フェリシアの顔を見た兵士達が一いつ斉せいに叫さけんだ。フェリシアは即そく座ざにベールを直したが、もう遅おそかった。兵士達は口々に「こんな美しい人は見たことがありません！」だの「あなたをお守りするために生まれて来ました！」だの「踏ふんでください！」だのとやかましい。

（いやあああああ！　怖こわい怖い怖い！　アロイスの馬ば鹿かぁ！──ん？）

　興奮した屈くつ強きような男達に囲まれ、フェリシアはベールの奥から涙なみだ目めでアロイスを睨にらみつける。しかしアロイスの視線は、兵士達に怪け訝げんそうな目を向けるベルホルトに向かっていた。

　イグナーツは木刀を飛ばした者を捜さがしていたため、フェリシアの顔を見ていなかった。そのせいでいきなり興奮しだしたように見える兵士達を怒ど鳴なりつけた。

「何を失礼なことを言っている！　さっさと訓練に戻れ！」

　怒鳴るイグナーツに、兵士が慌ててフェリシアに謝り、持ち場に戻っていった。が、まだこちらをチラチラと窺っている様子が見える。イグナーツがすぐに頭を下げた。

「申し訳ありません、フェリシア王女。普ふ段だんはあのように興奮する連中ではないのですが」

「い、いえ……明日あしたになればみなさん、冷静になられています、よ……」

　フェリシアはイグナーツにそう言って、ベールの下で目を泳がせた。祝福の力の効果は、続けてフェリシアの目を見なければ一日で切れることがわかっている。

　ベルホルトも近くでフェリシアの目を見たはずだが、彼はやはり平然としていた。心なしか、こちらに向けられている視線が不思議そうだ。

　ベール越ごしに目が合い、フェリシアは庇かばってくれた彼に怪け我がはないのかと気付いて慌てた。

「あ、あの、ベル王子に、お怪我は!?」

　意外そうな顔でベルホルトはフェリシアを見下ろしてから、腕うでを軽く上げた。

「この通り、俺の心配は無用だ」

　その言葉に、フェリシアはホッと胸を撫なで下ろした。

「よかった……。ベル王子に怪我があったら、どうしようかと……」

「何を言っている。それはこちらの台詞せりふだ」

　心配してくれたのだろうか。客人だからとはいえ、身を挺ていしてまで守ってくれた。肩かたを抱き寄せられた手の感覚を思い出して、フェリシアは顔を熱くし、頭を下げた。

「守ってくださって、ありがとうございました」

　ベルホルトの力強い腕の中だったからこそ、フェリシアは驚きながらも恐きよう怖ふを感じなかったのかもしれない。顔を上げると、ベルホルトの笑みが見えて、フェリシアも微笑ほほえむ。

　その時、フェリシアの両肩にぽんと手が置かれ、アロイスの声がした。

「フェリシア王女、そろそろお暇いとましましょう。訓練のお邪じや魔まになります」

「え、ええ……。ではベル王子、失礼いたします」

　アロイスに両肩を持たれて、フェリシアはベルホルトの傍そばから引き剝がされる。見上げた先のアロイスの刺とげ々とげしい視線は、ベルホルトに向かっていた。心なしかベルホルトもアロイスを睨んでいる気がするが、理由がよくわからない。

　訓練場から離はなれたところまで来ると、フェリシアは立ち止まり、アロイスを引き留めた。

「アロイス……さっきのは、わざと？」

　アロイスが人前でフェリシアのベールを外すことなど、今まで一度もなかった。ベールの下からフェリシアは睨んだが、彼は悪びれもせず頷いた。

「王子の反応を見ようと思ってな。兵士達には確かに祝福の力が発動してたが……」

　フェリシアはベールを外されたことに対し怒おころうとしたが、ベルホルトの反応はどうだったのか気になった。しかしアロイスは眉まゆを寄せて腕を組んだ。

「正直、王子に祝福の力が効いているのか、俺もよくわからない。一応王子だし、人前では堪こらえてるんじゃないか？」

（アロイスでも、わからないなんて……もしかしたら、本当に……？）

　祝福の力が及およばない人なのかもしれない。そうだといいという、フェリシアの希望もあった。

「失礼。フェリシア王女さまでいらっしゃいますか？」

　不意に背後から男の声が聞こえてきた。振ふり返り、フェリシアは仰のけ反った。恐怖もあったが、彼を見上げるにはそうするしかなかったからだ。

　長身のベルホルトよりもさらに高い位置に顔がある。顔の造作は整っているが、目元は厳しく、鋭するどい。フェリシアは思わずアロイスの背中に逃にげたくなってしまった。黒を基調とした騎士団の制服が、より彼の迫はく力りよくを増している。

　フェリシアが縮こまってこくこくと頷くと、彼は厳しそうな目を静かに伏ふせた。

「騎き士し団長のスヴェン＝クリューガーと申します」

（え……。この方が、さっきベル王子がおっしゃっていた、騎士団長……？）

　想像していたよりもずっと若く、フェリシアは驚いた。まだ年の頃ころは三十にもなっていないのではないか。この若さで騎士団長を務めているとなると、相当の実力者なのだろう。

　ベルホルト達の会話から、騎士の伝統を重んじる男のようだ。フェリシアが提案したものは気に入っていないかもしれない。フェリシアは身構え、身を硬かたくする。

　スヴェンが手を動かした。フェリシアは肩を震ふるわせたが、彼は胸に手を当てて頭を下げた。

「先ほどは我が騎士団で無礼があったようで、誠まことに申し訳ありませんでした」

　フェリシアは一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、慌てて手を振る。

「い、いえ！　私は何ともありません。ベルホルト王子が守ってくださったので」

「殿でん下か自らとは……。王女と殿下をお守りするのが我らの役目だというのに、兵士どもは何をしていたのだ」

　厳しい目をさらに鋭くさせたスヴェンに、フェリシアは心臓が小さくなる。しかしそう言った後、彼は安あん堵どしたように表情を緩ゆるめてフェリシアを見下ろしていた。

「とはいえ、ご無事で何よりでした。あの者達は一から鍛きたえ直しますので、何なに卒とぞご容よう赦しやを」

　フェリシアがもちろんと頷くと、彼はもう一度深く一礼した。スヴェンが顔を上げると、彼は難しい表情をしていた。そして重々しく口を開く。

「……恐おそれながら、フェリシア王女。此こ度たびの殿下主導の祭典には、反対している者もおります。我が騎士団に限ってないとは思いますが……殿下に賛同する王女にも、よくない感情を持つ者がいるやもしれません。くれぐれも、言動にはお気を付けください」

「それは、さっきの事故のことですか？　あれは事故ではなく、王女を狙ねらったものだと？」

　スヴェンの重々しい声を受け、アロイスが即座に鋭く言葉を返す。スヴェンはその言葉に眉一つ動かさず、軽く目を伏せて冷静に言った。

「事故であると信じたいところですが、最悪の事態を想定し、それに備えることもまた、我らの役目ですので。……ご不快に感じられましたなら謝罪いたします」

「い、いいえ、とんでもありません！　ご忠告、どうもありがとうございます」

　平和な国でひきこもっていたフェリシアには考えも及ばなかったことだ。気を付けなければとフェリシアがぎゅっと手を握にぎったところで、スヴェンがその口元に笑えみを浮かべる。

「ご安心ください。必ずや私どもがお守りいたします」

　スヴェンは再度深く一礼して挨あい拶さつすると、訓練場の方へと歩いて行った。歩ほ幅はばは大きく、彼の逞たくましい背中はあっという間に見えなくなる。

「根っからの騎士、ね。確かに、これぞって感じだな」

　アロイスが彼の背を見送ってから、イグナーツの言葉を引用して苦く笑しようした。一見威い圧あつ感かんがあり、無骨な感じはするが、真しん摯しな姿勢には好感が持てた。

　部屋に戻もどろうとアロイスがフェリシアを促うながし、歩き出したその時だった。

「何を言っている！　貴様は馬鹿か！」

　進行方向の死角から、甲かん高だかい怒鳴り声が聞こえた。

「そんなことに金と時間を割さけるか！　貴様は騎士の権けん威いを落とす気か！　さっさと殿下を説得しろ！　平和ボケした王女に耳を貸すなど、殿下も何を考えておいでなのだ……！」

　忌いま々いましげな怒ど声せいにびくつくフェリシアを庇いつつ、アロイスは怒鳴り声のする方向へ静かに向かい、様子を窺うかがってすぐに警けい戒かいを解いた。フェリシアも恐る恐る角の向こうを覗のぞき込む。

　騎士団の制服を着た、目の細い神経質そうな男の姿が見えた。どことなくキツネに似たその横顔が見えたが、男は苛いら立だった様子ですぐに立ち去った。そこには困ったように頭を搔かく瘦そう身しんの青年が残されている。どうやら怒鳴られていた相手は彼のようだ。

「やはりダメだったか」

　背後から声が聞こえ、フェリシアはまたびくっと身体からだを飛び上がらせた。驚おどろいただけで、怖こわかったわけではない。振り返ると、上着を着たベルホルトとイグナーツ、そしてルディがいた。

「ベル王子……もう訓練はよろしいのですか？」

「いい加減、政務に戻っていただかないと後が大変なので」

　ベルホルトではなく、ルディが笑ってそう答えた。ベルホルトは瘦身の青年に近寄っていく。

「フォルカー。ヘルマンに先ほどのことを話したのか」

「はい。ですがやはり、断られてしまいました。今後もしつこく交こう渉しようするつもりですが」

　青年はそう言って、柔にゆう和わに微笑む。顔だけ見れば騎士のようには見えないが、その黒い制服は、スヴェンと同じく騎士団のものだった。

　ベルホルトはフェリシア達に向き直り、瘦身の青年を紹しよう介かいした。

「今回の祭典の軍事演習の運営を任せている男だ」

「フォルカー＝キルシュと申します。お会い出来て光栄です、フェリシア王女」

　胸に手を当てると、彼は穏おだやかにフェリシアに微笑んだ。

「今回の祭典で騎士団のイメージを刷新するような企き画かくを……と殿下から仰おおせつかっていたのですが、なかなか良いアイデアが出ず、非常に困っていたところだったのです。的を変えるなんて、考えもつきませんでした。ご意見、本当にありがとうございました」

　フォルカーはそう言って、フェリシアにもう一度深々と頭を下げた。穏やかで知的なフォルカーだが、なぜかフェリシアは彼のその様子に切羽詰つまったものを感じた。

「他ほかにも何か思いつくことがあれば、俺でなくても、このフォルカーに気軽に言え」

　ベルホルトがそう言ってフォルカーを指すと、彼は柔和に微笑む。その笑みは安心出来た。

　ずっと考えていることがある。しかし口に出す前に、先ほどのスヴェンの言葉を思い出した。

　──くれぐれも、言動にはお気を付けください。

　妙みように頭に残るスヴェンのその声が、フェリシアに口を噤つぐませ、首を横に振らせた。

「……今は、何も浮うかびません。あ、あの、先ほどの方は？」

　あの怒ど鳴なり声。一瞬見えた横顔は苛立っていた。彼は間ま違ちがいなく反対派なのだろう。

「ヘルマンか。あいつは俺とは意見が合わなくてな。演習内容に反対されてばかりいる」

「だから私が直接交渉しに行ったんですが……火に油だったかなー？」

「宰さい相しようの息むす子こだからと威い張ばっているだけで、一部隊の隊長です。王女はお気になさらず」

　ルディは肩を竦すくめ、イグナーツは冷静な顔でばっさりとそう言う。

　フェリシアは困り顔で笑うフォルカーを見て、首を傾かしげて尋たずねた。

「そういえば、先ほど困っていた、と仰おつしやいましたが……何か事情がおありなのですか？」

　フェリシアがそっと尋ねると、フォルカーは驚いたように目を瞠みはってから、笑って「何でもありません」と答えた。しかしその様子を見ていたベルホルトが、からかうように笑った。

「フォルカー、話してみろ。王女が協力してくださるかもしれんぞ」

　思わず声を上げそうになった。顔も驚いていただろうが、彼らにはベールで見えない。ベルホルトに言われ、フォルカーは遠えん慮りよがちに話し始めた。

「実は……私事ですが、祭典で騎士団の評価が上がれば、恋こい人びとと結けつ婚こん出来そうなんです。私の家は、代々酒屋をしている商人なのですが、どうしても貴族の彼女と結婚したくて、彼女の父上に認められるために騎士団に入ったんです。でも、剣けんの腕うでは全然ダメで」

　フォルカーの話に、フェリシアは聞き覚えがあった。ベルホルトをちらりと見ると、彼は頷うなずいた。エミーリアの恋人は、このフォルカーという青年なのだろう。

「事務方でいくら成果を挙げても、騎士だった父君は認めてくれませんでした。でもしつこく掛かけ合っていたら、今度の祭典で成果を挙げれば結婚を認めると仰ったんです」

「そのこと……相手の方はご存じなのですか？」

　エミーリアはそんな話はしていなかった。彼女の熱くなると他が見えなくなる性格上、忘れているだけかとも思ったが、フォルカーは首を振ふった。

「いいえ。父君と私との勝負ですので。言ったら彼女は協力してくれるのでしょうが……今回ばかりは、私は自分の力で父君に認めてもらいたいので、内ない緒しよです。……と、言った傍そばから王女に助言を求めていてはいけませんよね」

　その言葉からは決意の強さが窺えた。エミーリアは「ヘラヘラして」と彼のことを怒おこっていたが、笑顔の奥にある芯しんはしっかりしているようだ。エミーリアとの結婚も、身分違いでも決して諦あきらめてはいない。

　気の強いエミーリアと、優やさしいフォルカー。二人が並んでいるところを、見てみたい。

「そういうことなら、さっそくフェリシア王女に協力を願おうか」

「……へ？」

　ベルホルトの言葉に、今度は声が出てしまった。このパターン、何だか覚えがある。ベルホルトは探さぐるようにフェリシアを見つめてくる。

「何か考えがありそうな顔をしていたからな」

「そ、そんな、ことは……」

　フェリシアは首を振るが、ベルホルトは疑いの目を向けて来た。強い視線に耐たえきれず、フェリシアはぽつりと言葉を零こぼした。

「その……この軍事演習は、騎き士し団の方達だけでされるのでしょうか？」

「まぁ、そう銘めい打うっているからな」

　ベルホルトの答えに、フェリシアは言ってもいいものかと数秒悩なやみ、意を決して口を開いた。

「騎士のみなさんが守っている方々も……参加するというのは、いけませんか……？」

　その場にいた全員が目を瞠り、ベルホルトが首を傾げた。

「それは、女おんな子どもや老人も、ということか？　彼女らに剣や弓を持たせろと？」

「いえ、そうではなくて……騎士の方々がこうして国を守られた結果、国民のみなさんが生き生きと暮らしているということを示してはいかがかと……思ったのですが……」

　ダメかもしれない。フェリシアが冷や汗あせを流していると、イグナーツが呆ぼう然ぜんとしたまま言う。

「それは確かに、殿でん下かの理想とするところですが……」

「軍事演習というより、パレードの色が強くなりますね」

　フォルカーも驚いていたが、すぐに平静を取り戻してそう言い、思案顔になる。その傍で、ルディは微笑ほほえんでベルホルトを見た。するとベルホルトは突とつ然ぜん声を上げて笑い出した。

「まったく……本当に俺達には考えもつかないことを思いつくな、お前は」

　笑いを収め、ベルホルトはフェリシアにニッと笑いかける。その目にフェリシアを馬ば鹿かにした様子はない。それどころか、フェリシアを尊敬するかのように見えた。祝福の力の影えい響きようとはまた違う瞳ひとみの輝かがやきに、フェリシアはぽかんと立ちすくむ。

「面おも白しろそうだ。演目に組み込もう。……となれば、さっそく協議しなければな。行くぞイグナーツ、ルディ。フォルカー、お前はスヴェンとヘルマンを呼んできてくれ」

　イグナーツとルディは頷いてベルホルトに続き、フォルカーもフェリシアに一礼してから走り出す。先を行っていたベルホルトが不意に立ち止まって、フェリシアを振り返った。

「ああ、そうだ。決まった場合、お前に衣い装しようの協力を頼たのむかもしれん。その時は頼んだぞ」

「は……はいっ！」

　精せい彩さいに溢あふれたベルホルトの瞳に、フェリシアも思わず大きく返事をしていた。ベルホルトはフェリシアに頷き、再び歩き出した。熱くなる胸を、フェリシアがそっと押さえたその時。

「……まーた自分で仕事増やしてやんの」

　今まで黙だまっていたアロイスにそう言われ、ようやくフェリシアはその事実に気づいた。

「ハッ！　た、確かに……。で、でも、ベル王子も喜んでくださっているようだったし……」

「まあ、役に立ってるようだし、いいんじゃないの」

　アロイスはフェリシアの頭にぽんと手を置いて笑った。いつもならからかうアロイスに素す直なおに褒ほめられて、フェリシアは照れて、思わず話題を逸そらした。

「そ、そういえば、エミーリアさんのことはフォルカーさんに黙っておいてよかったのよね？　エミーリアさんもフォルカーさんを驚かせたいようだし、ベル王子も何も言われなかったし」

「あー、そうだな」

　アロイスは気のない返事をしたと思ったら、不意に悲しそうな目をし、両手で顔を覆おおった。

「エミーリア嬢じようと大して年も違わないのに、お前ときたら……」

　最初は何を言われているのかわからずきょとんとしていたフェリシアだったが、アロイスの言っていることが恋れん愛あいを指しているのだと気付き、ベールの下で赤くなる。

「ちがっ……わ、私は、恋こいなんてしないの！　そ、そういうアロイスだって……っ！」

　精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げきをしてみたが、アロイスは笑って、もう一度フェリシアの頭に手を乗せた。

「んー？　俺はお前が知らないだけでいるよ？　生しよう涯がいをかけてる相手」

　さらりとした爆ばく弾だん発言に、フェリシアはぽかんと固まってから声を上げた。

「う、噓うそっ!?　誰だれっ!?」

「そうだなー、大人になったら教えてやろう」

　面白そうに笑って頭を撫なでてくるアロイスに、からかわれたのだと知って、フェリシアはベールの下で顔を赤くした。顔の熱さが引いてから、フェリシアはため息とともに肩かたを落とす。

（それに……恋なんて、もう、してはいけないもの）
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　十歳の夏、私は初めて恋をした。




　夏の避ひ暑しよ地である別べつ荘そうから抜ぬけ出した私は、茨いばらの生け垣がきに囲まれた屋や敷しきを見つけ、男の子と出会った。出会ったといっても、生け垣はお互いの姿も見えないほどに高く、鬱うつ蒼そうとしていたため、声しか聞こえなかった。男の子は病で、治るまで外には出られないのだと、生け垣の向こうからそう言った。

「それなら、私とここでおしゃべりしましょう！」

　それから毎日、私は生け垣の向こうの男の子に会いに行った。彼はいつでもそこにいた。

　たくさんのことを話していたある日、彼は咳せきで掠かすれた声で、それでも明るく言った。

「最近、身体からだの調子がいいんだ。もうすぐ外にも出られるって医者に言われた」

「本当!?　あなたに会えるの!?」

「ああ。治ったら、必ず『子ウサギ』に会いに行く」

　生け垣の向こうのその子は、最初私のことを子ウサギと間違えた。物音だけではわからなかったらしい。ちゃんと人間だと言ったのに、その子はずっとからかって、私のことをそう呼んだ。からかうお返しに、本当の名前は教えてあげないことにした。

「約束ね！　絶対に、会いに来てね！」

「ああ、約束だ。そして……ずっとお前と、一いつ緒しよにいる」

「ずっと……？」

「ずっとだ。俺はお前が好きだ。病を治して、必ずお前を嫁よめに迎むかえる。約束する」

　みんなから愛されて育ってきた。けれどその子の言葉だけは特別に胸に響ひびいた。顔が熱くなって、胸がドキドキして、生け垣の青葉がキラキラと輝いて……何だか世界が変わって見えた。

　──けれどその日、私は真実に気付かされた。

「それは間ま違ちがいだよ、フェリシア。お前には、祝福の魔ま法ほうがかけられている」

　そう言ったのは、誰だったか。もう覚えていない。でもこの一言のおかげで、私は一生勘かん違ちがいをせずに済んだ。彼の人生を間違った感情で変えずに済んだ。

「あの子が私を好きになってくれたのは、祝福の魔法のおかげ……？」

　どうして気付かなかったんだろう。顔も名前も知らないのに、好きになるなんてあるはずなかった。自分がそうだったから相手もそうだなんて、あるはずないのに。

「……『私』を、好きになってくれたんじゃない……」

　その夜、私は彼に別れを告げに行った。彼の気持ちを正しに行かなくてはいけない。彼を呼ぼうとしたけれど、呼ぶ名前を知らなかった。それでも彼は私に気付いて、出てきてくれた。

「ごめんなさい。あなたが私を好きなのは、きっと間違いなの。誰も、私を本当に好きになることなんて、ないの」

　口にした直後、涙なみだが溢れた。

「間違いなんかじゃない！」

　生け垣の向こうから、彼は叫さけんだ。そして初めて手を伸のばしてきた。茨の棘とげが瘦やせ細った青白い手を深く傷つけ、血が流れていた。傷ついた手にハンカチを巻くと、彼は私の手を痛いほどに握にぎり締しめた。私もその手を握り返し、その手の甲こうにキスをした。

「あなたの病が治り、あなたが何物にも脅おびやかされず、ずっと元気で幸せでいられるよう、心から願ってます」

　ずっとこの手を握っていたかった。彼の血で手が滑すべり、握り締められていた手が離はなれる。もう二度と、彼の手が私に触ふれることはない。

　走り出した私の背中に、彼の声が聞こえた。

「俺は絶対にお前を迎えに行く！　必ずだ！」

　掠れているのに力強いその声が、今も耳に残っている。
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　フェリシアが軍事演習への提案をした三日後、ベルホルトがフェリシアの部屋を訪ねてきた。

　協議の結果、軍事演習の後に、女性や子どもも参加出来る短いパレードをすることに決まった。そしてベルホルトが言った通り、フェリシアはそのパレードの衣装を頼まれた。

「人数は多い方がいいだろう。デザイン案をもらえれば、あとはこちらで手配する」

「えっ……で、でも、それでは……」

　デザインだけでは、キスによって祝福の力を分けることが出来ない。フェリシア自身の持つセンスのみが問われることになる。

（私なんかに、ちゃんと……出来るか……っ）

　祝福の力なしで、自分自身を認められたいとは常々思っている。なのに、いざ頼たよれないとなると不安でたまらない。ベルホルトが強い想おもいを持って臨のぞんでいる行事だ。失敗は出来ない。

　ベルホルトが何か問題があるのかと言いたげな視線をフェリシアに向けてくる。

「ほ……本当に、私でよろしいのですか？　ご期待に、添そえないかも……」

「馬ば鹿かを言うな。国民を喜ばせられる考えを持つお前だから任せるんだ」

　ベルホルトはフェリシアの作ったものに対する「身に着けると幸せになれる」という噂うわさに、「まじないの類たぐいは信じていない」と言った。彼は使用人達を喜ばせ、演習への意見を出したフェリシア自身の力を信じてくれていた。

　フェリシアは胸の前でぎゅっと手を握り、ベルホルトを見つめて言った。

「わ、わかりました。が、がんばり、ます……っ」

　強ごう引いんに流されるわけでもなく、フェリシアは自分からそう言っていた。

　──それが二日前のこと。

　フェリシアは手元の紙にペンを滑らせ続ける。パレードに参加するという使用人の女性達にどんな衣い装しようが着たいか希望を訊きき、それを踏ふまえて衣装を考える。

　色は華はなやかな色がいい、というのがほぼ全員の意見だった。問題は形だ。細く見えるようなラインにして欲しいという人もいれば、体形を隠かくしたいという人もいて、なかなか難しい。

　デザインを考えることに没ぼつ頭とうしていると、コツンと頭を小こ突づかれる。

「フェリ。お客さまだ」

　見上げた先のアロイスは、どこか不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。慌あわてて外していたベールを被かぶる。見知った人物に、フェリシアはホッとしつつ、やはり少しばかり緊きん張ちようし直す。

「ベル王子！　あの、デザインは、まだ──あれ？」

　彼の後ろにはイグナーツとルディの姿がない。一人で来たのだろうかと不思議に思っていると、ベルホルトはフェリシアの前にやってきた。

「様子を見に来ただけだ。──今、お前に衣装の相談を受けた使用人達と少し話していた」

「そ、そうですか…………………………その、ふ、不満とか、仰おつしやってませんでした……？」

「お前はなぜそう積極的に後ろ向きなんだ？」

　不安で椅い子すの後ろに隠れようとしたフェリシアに、ベルホルトは笑って言った。

「どんな衣装か楽しみだと、相当浮うかれていたぞ。こちらが笑ってしまうほどにな」

「ほ、本当ですかっ？」

「ああ。この城であんな顔は、滅めつ多たに見ない。だが、お前が来てからはよく目にするな。お前の影えい響きようが大きいのだろう」

　何を言われたのかわからなかった。フェリシアはきょとんとして首を傾かしげ、ベルホルトの言葉を首を振ふって否定する。

「？　いえ、私は何もしてません。第一、ほとんどひきこもっていますし」

　フェリシアの言葉を聞いて、ベルホルトは怒おこればいいのか、呆あきれたらいいのか判断がつかない、そんな不思議な顔をした。

「……謙けん遜そんではなく、本気で言っているようだな」

「こいつはこういう奴やつですよ」

　アロイスが呆れた顔でそう言うので、どういう意味かとフェリシアはベールの下で彼を睨にらむ。

「お前が来てから城の雰ふん囲い気きが変わった。昨年までは権力に目をぎらつかせた一部の者だけが楽しそうだったが、今年は使用人達も含ふくめ、城全体が純じゆん粋すいに祭典を楽しみにしている。兵士達も新しい挑ちよう戦せんに胸を膨ふくらませて、日々訓練に励はげんでいる。お前が来なければ、こうはなっていなかっただろう」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアはまたも首を振る。しかし今度は、少し曖あい昧まいに。そしてフェリシアは真っ直すぐにこちらを見ているベルホルトを見上げた。

「……少しは、自うぬ惚ぼれてもいいのでしょうか」

　誰だれかを幸せにしていると思っていいのだろうか。ベルホルトが満足げに笑った。

「言ったはずだ。あいつらは相当浮かれていたと。こう言っては大おお袈げ裟さかもしれないが、お前はあいつらに、生きる楽しみを与あたえられていると思うが」

「生きる、楽しみ……」

「ああ。それは明日を願う糧かてになる」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアの心臓の鼓こ動どうが速まる。彼女達は期待で胸を膨らませ、衣装の完成を待っていてくれるのだろうか。その日まで、楽しみに生きてくれる。もしもそうなら、これ以上に嬉うれしいことはない。

　ベールの下で微笑ほほえんだフェリシアは、ハッとあることに気付いた。

「つ、つまり、期待に応こたえられなかったら……っ！」

「だからなぜそう後ろ向きになりたがる」

　プレッシャーに押し潰つぶされそうで震ふるえだしたフェリシアを、ベルホルトがじとりと睨んだ。フェリシアがびくりとしたが庇かばうこともせず、アロイスがベルホルトに言う。

「そういう奴なんですって。ところで王子、なぜ一人でこちらへ？　何かご用でしたか？　もしや政務から脱だつ走そうしてきた……とか？」

「ア、アロイス！　失礼でしょう！」

　笑うアロイスをフェリシアは怒るが、ベルホルトは答えず、無言と無表情で明後日あさつての方向を見た。いつもは即そく座ざに明確な答えを返してくる彼には珍めずらしい反応で、フェリシアは目を瞠みはる。

　その時、ノックの音がした。アロイスはベルホルトの答えを待つこともなく、ドアを開けた。

「失礼します！　殿でん下かあああああっ！」

　まず飛び込んできたのはイグナーツの怒ど声せいだった。次に彼の本体と、ルディがフェリシアに愛あい想そ良く微笑みながら部屋に入ってくる。ベルホルトが真顔のまま二人に振り返る。

「おい。王女の前だぞイグナーツ。失礼な奴だな」

「申し訳ありません、フェリシア王女！　殿下ともども失礼しました！」

　即座に頭を下げたイグナーツから離れ、ルディはフェリシアに小声で囁ささやいた。

「ベルは疲つかれると脱走するんです。今度の祭典はベルが主導でやってますから、結構忙いそがしくて。あと意外と小動物が好きだから、癒いやされたかったんじゃないですかね？」

「可愛かわいいもの、ですか……？──あっ！」

　フェリシアは少し考えてから、足あし下もとでベルホルトを睨むリリィを抱だき上げた。

「リリィ。ベル王子にちょっと撫なでさせてあげ──んむ。ダメなのね。わかった」

　やだ、と言うように、リリィのひんやりした肉球がフェリシアの鼻に押し当てられた。それを見てルディがくすくすと楽しげに笑い、小さく「惜おしい」と呟つぶやいた。

　ベルホルトはイグナーツの小言を聞き流し、フェリシアを見て言った。

「どうせこちらへ来るつもりだったんだ、少し予定が早まっただけだろう」

「そ、そうなのですか？」

　フェリシアはベルホルトを見てから、傍そばにいたルディに尋たずねる。彼女は笑え顔がおで頷うなずいた。

「ええ。エミーリアが、ドレスの相談に来てますよ」




　天気が良いことと、フェリシアが朝からずっと部屋にひきこもっていると聞いて、ベルホルトはエミーリアとの相談の場所を庭園のテラスに決めた。アロイスもそれに賛同し、フェリシアは引きずられて庭園までやってきた。フェリシアに選せん択たく権はないらしい。

　木こ陰かげにある円形テーブルに、フェリシアとベルホルト、エミーリアが座った。アロイスとイグナーツ、ルディは傍で控ひかえている。ベルホルトは単純に、フェリシアがどんな風にエミーリアのドレスを決めるのか興味があるらしく、同席していた。

「ええと、では……どのようなドレスにしたいか、具体的なご希望はありますか？」

　フェリシアの問いかけに、エミーリアは大きく頷く。

「私は小さいし、向こうもすぐに子ども扱あつかいをしてくるので、落ち着いた感じがいいです！」

「落ち着いた感じ、ですね。色はどうしましょうか？」

「赤！　だって勝負ですもの！」

　エミーリアが答えた瞬しゆん間かん、ベルホルトがあからさまに眉まゆをひそめた。

「お前が赤などを着たら気き性しようの激しさで落ち着きなど消え去るぞ」

「あなたがその二つを両立させるのは無理難題では……」

「ベル、イグナーツ。お前らは城下でデリカシーをダースで買って来い。でもよく言った」

「ちょっと！　ひどくありません!?」

　ルディがベルホルトとイグナーツを窘たしなめつつ褒ほめた。それを聞いて、エミーリアも遠えん慮りよなく三人に嚙かみつく。その光景を見て、フェリシアは疑問を口にした。

「みなさんは……親しい間あいだ柄がらなのですか？」

　フェリシアの言葉に、ベルホルトが答えた。

「エミーリアは俺の父方のはとこ、ルディは母方の血けつ縁えんで、生まれた時から知っている。イグナーツは代々王家に仕える家の者で、もう十年以上の付き合いだ。それがどうかしたか？」

「い、いえ。みなさん、仲良しでいらっしゃるので、どういったご関係なのかと思いまして」

　不意にベルホルトは口元に笑みを浮かべ、三人を見てから目を伏ふせて言った。

「昔、俺が病で倒たおれて、伝でん染せんするからと面会謝絶になったことがあったんだが……それでも大人の目を盗ぬすんで会おうとしてきた奴らだからな。それなりに信しん頼らいを置くしかあるまい」

　ベルホルトの笑みに嬉しさが滲にじみ、フェリシアの胸もあたたかくなる。そういえば、イグナーツからベルホルトは昔病弱だったと聞いていた。危険を冒おかしてまで会おうとしてくれる彼らの存在は、ベルホルトに希望を与えたのだろう。

（仲が良い……それ以上の信頼関係にある方々なんだ……）

　城にひきこもり、友達と呼べる存在もいないフェリシアは、四人の関係が羨うらやましく思えた。

「殿下……っ」

　イグナーツは感動したような声を上げ、エミーリアもベルホルトの言葉に口元を覆おおった。ルディも微び笑しようしていたが、ふと何かを思い出し、フェリシアに手を振りながら笑い声を上げた。

「まぁ私達はそれで大目玉食くらって、そのせいでベルは療りよう養よう地に行っちゃったんですけどねー」

「ああ、そういえばそれが原因だったか。まったく、お前達の俺好きにも困ったものだな」

　ルディとベルホルトは懐なつかしそうに笑っていたが、イグナーツとエミーリアはバツが悪そうにサッと顔を背そむけた。どうやら彼らには笑い話どころか忘れたい過去のようだ。二人の様子に、フェリシアはぎこちなく話を戻もどす。

「え、えっと……落ち着きを出したいというお話でしたよね。青色はいかがでしょう？」

　フェリシアの提案に、エミーリアは目を丸くした。

「青……!?　私、あまり着たことがない色なのですが……」

「きっとお似合いになりますよ。勝負というなら……そうですね、大きなコサージュを着けてみては？　ドレス自体を上品で落ち着いた雰囲気に抑おさえればそれほど派手には──」

　言いながら、フェリシアは手元の紙にペンを走らせ、ドレスのデザインを描かいてみる。上半身のシルエットはすらりとさせて背を高く見せ、広がるスカート部分には布を重ねて段をつけ、裾すそにはレースを描く。右の胸むな元もとに大きなバラを描いたところで、誰からも反応がないことに気付いた。フェリシアが顔を上げると、全員の驚おどろいたような顔がこちらを向いていた。

　いつの間にか、興奮して饒じよう舌ぜつになっていた。フェリシアは顔がかあっと熱くなり、途と端たんに頭も舌も回らなくなってしまう。

「す、すみません！　か、かか勝手に、一人で盛り上がって、しまっ……あああのっ……！」

「そうではない。お前が真しん剣けんにエミーリアのことを考えているのだと感心していたんだ」

　ベルホルトの真ま面じ目めな顔と言葉に、フェリシアの顔がさらに熱くなる。そんなフェリシアの隣となりで、エミーリアが口元を押さえた。

「フェリシア王女……っ！」

　エミーリアは輝かがやく瞳ひとみをフェリシアのスケッチに向けていた。そしてその瞳をフェリシアにも向けてくる。輝きすぎて、熱ささえ感じてしまうほどだった。

「ありがとうございます！　どうか、これで！　これでお願いします！　すごく素す敵てきです！」

「は、はひ……っ」

　エミーリアの熱望に、フェリシアは思わず頷いてしまった。もう何度目だろう、これ。呆ぼう然ぜんとしているフェリシアの肩かたを、アロイスが呆あきれ顔で叩たたき、次にやることを思い出す。

「で、ではエミーリアさん。採寸をお願い出来ますか？　も、もちろん、別室でです」

「わかりました！」

　エミーリアはすっくと立ち上がり、アロイスに案内されて踊おどり出しそうな足取りで歩いて行った。フェリシアもスケッチを持って立ち上がる。

「で、では、私もこれで……」

「ああ。頼たのんだぞ」

　ベルホルトの信頼のこもった声に、フェリシアの胸がほわりと温かくなった。

　フェリシアは一度ベルホルトに頭を下げてその場を去ろうとしたが、もう一度三人を振ふり返った。不思議そうにフェリシアを見つめる視線から目を逸そらしつつ、フェリシアは言った。

「その……ベル王子。大変かとは思いますが、お疲れにならない程度になさってくださいね」

　ベルホルトは驚いたように目を瞠っていたが、すぐにその目を細めて笑った。

「ああ。気き遣づかい、感謝する」

　笑顔でそう言われて、何だか落ち着かなくなり、フェリシアは慌あわててもう一度頭を下げた。

「そっ、それだけですっ。で、では、失礼します！」

　ほとんど言い逃にげのようにその場を立ち去り、フェリシアはアロイスとエミーリアを追った。

　ベルホルトは感謝すると言ってくれたが、気遣う言葉は、あれでよかったのだろうか。

（もっといい言葉があったのでは……）

　気遣いの言葉さえもろくに出てこない自分に、思わずため息を吐ついてしまう。

「フェリシア王女。行きますよ。それとも置いていきましょうか」

「や、やめて！」

　前を歩くアロイスがフェリシアにとっては容よう赦しやのない言葉を投げかけてきて、フェリシアはリリィを抱だき上げ、再び歩き出した。──その時。

「フェリ！」

　ベルホルトの大声。驚いて足を止めたフェリシアの前から、風を切る音が聞こえた。

　トンッ、と短く小さな音を立てて、それはフェリシアの数歩先の地面に刺ささる。フェリシアは驚きに目を瞬またたかせ、目の前のそれを見つめる。

　その棒が何なのか、咄とつ嗟さに判断出来ないほど、フェリシアは今まで平和に生きてきた。

　羽を付けた細い棒。棒の半ばには、何かが括くくりつけられていた。

　ベルホルトが駆かけ寄って来て、その場に立ち尽つくして固まっていたフェリシアの身体からだが強い力で引き寄せられた。

「きゃ……っ！」

　突とつ然ぜんベルホルトに抱きかかえられ、建物の中へ引っ張り込まれる。フェリシアの前には剣けんを抜ぬいたイグナーツが立ち塞ふさがり、ルディが外の様子を窺うかがっていた。

「あ、あの、ベル王子……？」

　フェリシアを床ゆかに下ろし、前を向いたベルホルトも剣の柄つかに手を当てた。

　外の様子を窺っていたルディがこちらを見て頷うなずき、衛兵を呼ぶのを見ると、ベルホルトが肩を摑つかむ手から力を抜いた。同じように傍そばにいたエミーリアを抱かかえていたアロイスが、イグナーツに彼女を預け、フェリシアに駆け寄ってきた。

「フェリ、無事か!?」

「う、うん、大だい丈じよう夫ぶだけど……何があったの？」

「狙ねらわれたんだよ」

　アロイスにフェリシアをからかう様子はない。彼はフェリシアを見て、心底安あん堵どしていた。

　剣を鞘さやに納めたルディが戻って来た。その手には、小さな紙し片へんが握にぎられている。

「ベル、こんなものが矢に括りつけてあった。まさかここまでやるとはね」

「矢……？」

　混乱していた頭が冷静になり、ようやく自分は矢に射られそうになったのだと知る。今さら背筋が冷たくなり、手が震ふるえだした。

「フェリ。もう大丈夫だ」

　アロイスはフェリシアの頭を自分の胸に引き寄せ、ぽんと撫なでた。幼い頃ころからフェリシアが泣いていると、アロイスはいつもこうしてくれた。

　ルディから紙片を受け取り、そこに書いてあった文字を見て、ベルホルトは険しい顔でフェリシアの前に立ち、何も言わずにその紙をフェリシアに差し出してきた。フェリシアはベルホルトの顔を見てから、震える手でそれを受け取り、その文字に目を落とした。

『フェリシア王女の行動はすべてが無む駄だである。これ以上、この国を乱すことは許さない。祭典が始まる前に帰国しなければ、命はない』

　最後の文字を見て、フェリシアの手の震えが大きくなる。

「こ、これって……きょ、脅きよう迫はく状というものでしょうか……？」

　フェリシアが見上げると、ベルホルトは険しい目のまま頷いた。

「ああ。……俺のやり方に反対する者の仕し業わざだろう」

　ディアマントという国を平和で豊かな国にしたい、国民に生きる楽しみを与あたえたい──フェリシアはそう言ったベルホルトに賛同し、協力している。それは国中に周知されていることだろう。しかし命を狙われるほどのことをしているとは、フェリシアには思えなかった。

「私がしていることは、そんなに、この国のためにならないのでしょうか……？」

「それは絶対にない」

　ベルホルトは即そく座ざにそう答えた。フェリシアは驚いて彼を見上げる。

「言っただろう、お前はこの城の雰ふん囲い気きさえも明るいものに変えているんだ。お前がしていることは、必ずこの国の平和に繫つながる。……だが」

　表情はあまり変えなかったが、ベルホルトの手がぎゅっと握り締しめられる。

「俺と目指すものが違ちがうという連中が、いないわけではない」

　フォルカーに怒ど鳴なっていた、ヘルマンという男の言葉を思い出す。

　──そんなことに金と時間を割さけるか！　貴様は騎き士しの権けん威いを落とす気か！

「我が国は長年戦いくさを続け、強国として大陸中にその名を轟とどろかせている。次の祭典で、強国としての権威が落ちると思っている者はいる」

「それは……まだ戦をしたい人がいると……？」

　フェリシアは震えそうになる声を抑おさえながら、か細い声でそう訊きいた。

　せっかく、長く続いた苦しい時代が終わったのに？

「……そう思う人間も皆かい無むではない。平和になることで他国が侵しん攻こうしてくるのではないかと心配する声も確かにある。だがだからこそ、兵士達には戦時と変わらない鍛たん錬れんをさせ、技術を向上させている。国を守るために、だ。それを祭典でも示すつもりなのだがな……」

　ベルホルトは悔くやしがるように目を細めてそう言って、フェリシアに向き直り、頭を下げた。

「危険に晒さらしたのは、今言った者達を説得出来なかったこちらの不備だ。すまなかった」

「や、やめてください！　ベル王子──」

　頭を下げたベルホルトの肩を持とうとした時、フェリシアはアロイスにその手を引かれた。アロイスは顔を上げたベルホルトに冷れい徹てつな視線を向ける。

「では、帰国を許していただけますね？　二度も狙われたとあっては、これ以上この国にはいられません」

「アロイス!?　何を言うの！　それに、二度って……」

「訓練場でも木刀が飛んできただろ。こうなると、あれも事故とは思えない」

　絶句するフェリシアを一いち瞥べつして言ってから、アロイスはベルホルトに視線を戻もどした。

「そんな……。だって、それじゃあ、エミーリアさんのドレスや、パレードの衣い装しようが……っ」

「何言ってる。服よりも大切なのはお前の命だ」

　アロイスの言葉も表情も、頑かたくなだった。それだけ彼はフェリシアを心配してくれている。それはベルホルト達にも伝わっていた。

「帰国を許していただけますね」

　一いつ拍ぱくの後、ベルホルトは頷き、目を伏ふせて言った。

「こうなっては、俺が止める権利はないだろう」

　それを聞いたフェリシアは、彼に対して強い反発を覚える。

（どうして……？　だって、あなたが、強ごう引いんに私を連れてきたんでしょう……？）

　フェリシアが見つめているのがわかったのか、ベルホルトもこちらを見下ろしてきた。彼はフェリシアを見ると、不意にどこか挑ちよう戦せん的な視線を向けて来た。

「フェリシア王女、それでいいか」

　そのベルホルトの問いかけで、フェリシアの中に譲ゆずれない気持ちがあることに気付かされた。アロイスが心配するのも、危険なこともわかる。でも。

「よ……よくない、です……っ！」

「フェリ」

　アロイスの厳しい声がフェリシアの喉のどを詰つまらせる。いつもは飄ひよう々ひようとした笑えみを絶やさない彼が、真しん剣けんにフェリシアを見下ろしていた。

「自分が何を言ってるか、わかってるのか？　お前は命を狙われてるんだぞ」

「わかってる。だけど……」

「わかってない。お前は一国の王女だぞ。それにこの国でお前に何かあった時、王子だって困るんだ。お前を招いたのは王子なんだからな」

　隣りん国ごくに迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。いつものフェリシアならそう思い、身を引くはずだった。しかし今は、それが出来ない。これは帰国を許したベルホルトへの反発ではなく、この国に残りたいと思う自分の意志だと気付いた。

「わ、私だから……出来ることがあるかもしれないの。初めて、自分からやってみたいって思ったの。私が、ずっと培つちかってきた力で……！」

（祝福の力じゃない、私自身の力で……）

　負けたくない。そう思うのは、フェリシアにしか出来ないことがあったから。その力を認めてくれる人がいたから。

　フェリシアはアロイスを見上げ、彼の腕うでを引き留めるように摑んだ。

「アロイスだって、私がずっとひきこもってばかりではいけないと思ったから、ついてきてくれたんでしょう？　私が、本当は……ずっと外に出たいって思ってたから……っ」

　喋しやべることは苦手なはずなのに、まだここにいたいという意志が言葉を溢あふれさせる。外に出たいなんて、今まで思っていても口にしたことはなかったのに。

　フェリシアはしっかりとアロイスを見つめて言った。

「危険かもしれない。でも見届けたい。楽しみにしてくれてる人がいるんだもの。成功したら、来年も、その先にも繫がる祭典になるかもしれない。誰だれかの生きる希望になるかもしれない」

　ベール越ごしでも、きっとアロイスにはフェリシアの表情がわかっている。真剣な思いも、幼い頃から一いつ緒しよにいた彼だからこそ、わかってくれているはずだ。それでも彼にも譲れないものはあるのだろう。フェリシアの訴うつたえにも、彼は目を揺ゆらがせることはなかった。

「お前が……他国の王女が、命を賭かけてまでやることじゃない」

「そんなこと、ない。私も、生きる希望を与えられるような人間になりたい。それは王女として必要なことでしょう？　私はエーデルシュタイン王国王女としても、ベル王子に賛同したの。だから、帰らない。……一人に、されたって」

　そう言った後、アロイスの手が眼前に突とつ如じよ現れた。

「いたぁっ！」

　アロイスがフェリシアの額を指で強く弾はじいた。痛む額を押さえ、フェリシアはその場に蹲うずくまる。

「見くびるなよ。俺はお前を一生守るって誓ちかったんだよ。一人残して帰れるか、アホ」

「あ、頭が取れるかと思った……っ。アロイスの乱暴者……っ」

　額を押さえながら、フェリシアはアロイスを涙なみだ目めで睨にらむが、恐おそらくベールで見えはしないだろう。それがわかっているのか、アロイスはいつものからかう笑みを浮うかべてから言った。

「お前が初めて、自分からやりたいって言い出したことだしな」

　からかいながらも、アロイスは兄の顔をしていた。フェリシアは安あん堵どし、ベルホルトに笑みを向ける。彼にはベールでフェリシアの顔は見えないだろうが、笑みに応こたえるように頷うなずいた。

　ベルホルトはイグナーツに向き直り、良く通る声で命じた。

「イグナーツ、フェリの周囲の警備を増やし、フェリを狙ねらった者を捜さがし出せ」

「は。早さつ急きゆうに手配いたします」

　イグナーツがぴしりと背筋を伸のばして生き真ま面じ目めに返事をした後、ベルホルトはフェリシアに真正面から向き直る。

「フェリシア王女。勇気ある決断と協力、改めて感謝する」

　手を差し出されて、フェリシアもベールの下で微笑ほほえんで頷き、その手を握にぎった。ベルホルトにも、その笑みは届いているような気がした。
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　リリィを抱だいて、フェリシアは廊ろう下かで立ち止まり、深呼吸をする。もうこれで三度目だ。後ろに控ひかえていたアロイスが、呆あきれのため息を吐ついた。

「……さっさと行かないと、日が暮れるぞ」

「い、今行くったら！」

　アロイスの腕には、パレードの衣装の試作品があった。デザイン案はすでに決まっており、アロイスにも手伝ってもらって女性用が一着だけ出来た。一度ベルホルトに見てもらおうと思い、フェリシアは彼の部屋に向かっていた。

　フェリシアが矢で狙われてから四日が経たつ。あれ以降は警備も強くなり、特に変わったことは起こっておらず、フェリシアは部屋でデザインに没ぼつ頭とう出来ていた。

　ふと外から声が聞こえた。窓から見下ろすと、訓練場が見える。見つめていると、その場に似つかわしくない人達がいることに気づく。パレードに出ると言っていた女性達だ。その前には渋しぶった様子の騎士と兵士。そこにはベルホルトとイグナーツ、ルディもいた。

　アロイスがフェリシアを窓まど際ぎわから下がらせつつ、訓練場を見み遣やる。

「あんまり窓際に行くな。狙われる。……向こう、揉もめてるな。これは出直した方がいいか？」

　協議にかけて決定したものの、騎士の中にはパレードを渋る者は多いようだった。

「やっぱり私、無む茶ちやなことを言ってしまったのかしら……？」

「軍事大国としてやってきた国だからな。頭がお固い連中はいて当然さ。むしろ協議で決定したことに驚おどろいたね、俺は。普ふ通つうに考えりゃ没ぼつだろ」

　アロイスの言葉に、肩かたを落としていたフェリシアは目を丸くする。

「それって……ベルホルト王子がすごいということ？　人望がなければ出来ないことよね？」

　フェリシアがそう言うと、アロイスは「しまった」と口にし、舌打ちまでして黙だまった。不ふ機き嫌げんになったアロイスに、フェリシアは苦く笑しようする。

　再び訓練場を見下ろすと、女性達が俯うつむいているのが見えた。それを見た瞬しゆん間かん、フェリシアは歩き出していた。フェリシアの行動を察し、アロイスが腕を摑つかんで引き留めてくる。

「おい待て。あそこへ行く気か？　お前は狙われてんだぞ。あのヘルマンとかいう、王子に反対してる奴やつもいる。もしかすると、あいつが矢を放った犯人かもしれないだろ」

「でも……だって私は、あの方々にあんな顔をさせるためにこの国に来たんじゃないもの」

「だとしても、考えなしで行ったところで、邪じや魔まになるだけだ」

　アロイスの冷静な声に、フェリシアの動きが止まる。その時、腕に抱いていたリリィが「ぴゃ！」と鳴いて、アロイスの腕に乗り移った。そして彼の持っている衣い装しようをてしてしと踏ふむ。

　リリィの行動を見て、フェリシアはアロイスに言った。

「考えなら……ある」




　アロイスが周囲を警けい戒かいしながら、フェリシアは訓練場にやってきた。フェリシアに気づいた兵士達がざわついた。その中に、どことなくキツネに似た顔の男がいる。ベルホルトに反対しているヘルマンという男だ。彼の前に立っていたベルホルト達も、こちらに気づいた。

「ベル王子。パレードの衣装の試作品を見ていただこうと思い、持ってきました。それで……」

　フェリシアはベルホルトに屈かがんでもらい、その耳元に考えを囁ささやく。それを聞いたベルホルトは、一度驚いた顔をしたが、すぐに不敵に笑って頷いた。

　ベルホルトはヘルマン率いる騎き士し達に向き直って、フェリシアの衣装を指した。

「お前達がこの衣装を気に入ったなら、最後のパレードを認めろ。それでどうだ」

　その言葉に動どう揺ようしたヘルマン達は、目を瞠みはって顔を歪ゆがめる。

「な、何をおっしゃるのです。そんなもの、私達が気に入らないと言ってしまえばそれまでだ」

「きっ……気に入らないとおっしゃるのなら、もうこの服は必要ありません……っ」

　フェリシアのか細い声に視線が集中した。深呼吸し、フェリシアははっきりと言い切る。

「この場で、この服にハサミを入れてください」




　フェリシアの覚かく悟ごに、ヘルマン達は条件を吞のんだ。衣装は誰かに着てもらおうかと思ったが、ハサミを入れられるのは抵てい抗こうがあるだろうと、フェリシア自ら着ることにした。

　衣装はこの国の民族衣装を元にした。華はなやかになるようフリルを多めにし、腰こし元もとのリボンは大きく作った。動きやすいように生き地じは柔やわらかいものを選び、スカートの丈たけは下品にならないよう、膝ひざ下したにしておく。胸むな元もとには花のコサージュを付けた。

　近くの部屋を借り、着き替がえを終えて出てくると、アロイスがフェリシアの耳に囁く。

「衣装に祝福のキスはしなくていいのか？　そうすりゃ、向こうは気に入るかもしれないぞ？」

　アロイスの言葉に、フェリシアの心が揺らぐ。確かに祝福の力を借りれば、彼らは気に入ってくれるかもしれない。しかしフェリシアは首を振ふった。

「し……しな、い……っ」

　ここで祝福の力は借りたくなかった。ベルホルトはそんな力がなくとも、人を認めさせている。彼と同じようになりたいと思った。

（でも……私の力だけでは、ダメだったら……）

　ベルホルトをがっかりさせてしまうかもしれない。そう思うと、手が震ふるえた。どんどん冷えていく手を、温かい手がぎゅっと握った。アロイスかと思ったが、手の感覚が違ちがう。顔を上げると、ベルホルトが笑っていた。

「これなら、何も心配することはない。自信を持て」

　言葉と同時に、ベルホルトは強く手を握る。その手の温かさが、フェリシアに自信をくれた。フェリシアが頷いた直後、アロイスが肩を持ってベルホルトから引き剝はがした。

　訓練場に戻ってきて、フェリシアは騎士達の前に立った。ベールの奥から彼らを見上げる。ベルホルトは自信を持てと言ったが、やはりいざとなると全身が震える。

「い、いかが……でしょう……？」

　声を掛かけると、呆ぼう然ぜんとしていたヘルマン達がハッとする。フェリシアは前へ出て、ヘルマンにハサミを渡わたした。アロイスが用意した、人を傷つける恐おそれのない、小さなハサミだ。

「答えを、聞かせていただけますか？」

　フェリシアがそう言うと、ヘルマンは歯を食いしばり、怒ど鳴なった。

「ば、馬ば鹿か馬鹿しい！　こんなことで、決められるわけがない！」

　小さなハサミを足あし下もとに叩たたきつけ、ヘルマンはフェリシアに背を向けた。

「ま、待ってくださ──あうっ！」

　ヘルマンを追おうとしたが、今まで震えていた足がもつれ、フェリシアは前につんのめる。しかしヘルマンは背を向けただけで、その場を動いていなかった。フェリシアは顔を彼の背中にぶつけてしまった。傍そばにいたベルホルトに支えられ、身体からだを立て直す。

「す、すみませ……ん？」

　目を開けて前を見ると、妙みように視界が明るい。ぽかんとするフェリシアを、前方にいる騎士達全員が見つめていた。彼らの顔が徐じよ々じよに赤くなっていく。

（あ……っ！）

　ベールが前方に落ちている。フェリシアは慌あわててそれを拾って被かぶるが、やはり遅おそかった。

　フェリシアが顔を上げた瞬間、ヘルマンは跪ひざまずき、地面につきそうなほどに低く頭を下げた。

「申し訳ありません！　私は……私は噓うそをついておりました！　よくお似合いです！　このように美しい人を私は見たことがありません！」

　ヘルマンがそう言った時には、他ほかの騎士や兵士達もフェリシアの前に跪いていた。

「あなたの作られた衣装を切り刻むなど、悪あく魔まの所業！　許されることではありません！」

「必ずやパレードを成功させましょう、フェリシア王女！　あなたのために！」

「い、いえ、私のためではありません……」

　興奮した声を向けられ、フェリシアはびくびくしながら後あと退ずさる。その際、支えてくれたベルホルトの手も放し、彼から離はなれる。彼は不思議そうにフェリシアを見ていたが、不意に笑った。

「決まったようだな」

　嬉うれしそうな彼の笑え顔がおから、顔を逸そらしてしまう。

「……そう、ですね……」

　沈しずんだ声のフェリシアをベルホルトが見つめてきたが、今は彼の顔を見ることが出来ない。

　──結局、自分の力を認めてもらったわけじゃない。
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　その夜、フェリシアは部屋でエミーリアのドレスのデザインを詰つめていた。ほぼ終わっていたが、まだ完成ではない。しかし続ける気が起きず、手を止め、ぼーっとその紙面を見つめる。

（結局、私は祝福の力がないと、何も出来ない……）

　結果的に多くの騎士や兵士がパレードを認めることになった。しかし明日になれば祝福の力の効果は切れる。また問題が起こるのではないか。アロイスは祝福の力がなくても認めていたと励はげましてくれたが、本当のところはわからなくなってしまった。

（やっぱり、外に出るんじゃなかったかも……）

　こうして人の好意を信じられないのが嫌いやだったから、城にひきこもっていた。この国で少しばかり頼たよりにされて、それを忘れていた。

（やだな、こんな気分……。自分でここに残るって、決めたのに……）

　──帰りたいと思ってしまう。

　肩かたを落とすフェリシアの耳に、ノックの音と、続けてアロイスの声が聞こえた。

「フェリ。ベル王子が来てる」

「え!?　え、ええと、ど、どうぞ……っ」

　フェリシアは慌ててベールを被って、咄とつ嗟さにそう答える。アロイスが明らかに不本意という顔でドアを開け、ベルホルトをフェリシアの部屋に入れた。

「ど、どうか、されましたか……？」

「少し話がしたいのだが、いいか」

　フェリシアが頷うなずくと、ベルホルトの後ろでアロイスがさらに嫌そうな顔をし、フェリシアの後ろに控ひかえるように立った。

　フェリシアはベルホルトに長なが椅い子すを勧すすめ、自分もテーブルを挟はさんだ正面に座った。

「今日のことだが、助かった。正直、俺だけでは説得しきれなかっただろう」

　心臓がぎゅっと縮まる感じがして、フェリシアは両手を握にぎり締しめながら首を振った。

「いえ、そんな……私は、何もしていません」

「何を言う。あの衣装はお前が作ったのだろう？」

　ベルホルトの質問に、フェリシアは声に出さずに頷いた。

「兵士達の様子は確かにおかしかったが、あの場にいた者は皆みな、お前の姿に見とれていたぞ」

「皆……？」

「ああ。俺もだ」

「っ……！　いえ、そんな……」

　一いつ瞬しゆん気分が大おお幅はばに浮ふ上じようしたが、すぐに急下降する。

（ベル王子も、ベールを外したところを、見た、から……？）

　ベルホルトの反応は変わっていなかったが、もしかしたら、こう言っている今も、彼は影えい響きようされているのかもしれない。……ベルホルトだけは、祝福の力が及およばないと思いたかったのに。

「私の力じゃ、ありません……」

　あれは、祝福の力のおかげだ。フェリシア自身の力では、ああはならなかったかもしれない。

　フェリシアが力なくそう言うと、ベルホルトは眉まゆを寄せた。

「なぜそう後ろ向きなんだ、お前は。一国の王女にあるまじき自己評価の低さだな」

　嫌いやみではなく、ただただ不思議そうにベルホルトはそう言った。

「皆から褒ほめられたりはしなかったのか？」

　その言葉に一瞬固まってから、フェリシアはゆっくりと首を振った。

「いいえ。そんなことはありません。とても大事にされて、たくさん褒めてもらいました。でも……私自身を、認めてもらえる機会が、少なかったと言いますか……」

　気付いた時には、人からの賛辞を疑うようになっていた。そんな自分が、ひどく薄はく情じように思えて、嫌でたまらない。──今も。

「ならば今からでもお前自身を認められるようにすればいい」

「……難しい、です」

　褒められ、それを受け入れること。それはフェリシアにとっては難しい。今日それを身を以もつて再確かく認にんしてしまった。

　ベルホルトは不思議そうに首を傾かしげる。

「そう難しいことか？　今日のようにすればいい。すでにお前を認める者は多い。手始めに、そうだな……こういった、派手なドレスを作って着てみてはどうだ？」

　ベルホルトはエミーリアのドレスのデザイン画を指して言った。

「え……？　わ、私が、ですか……？」

「自分でも着てみたいと思っているのではないのか？」

　そんなこと、考えたこともない。しかしフェリシアの胸に、その言葉は刺ささった。

　ドレスを作っていたのは、見るのが好きだったから。少しでも誰だれかに喜んで欲しかったから。祝福の力を分けて、弱められたらいいと思ったから。自分で身に着けるという理由はなかった。──ない、はずだった。綺き麗れいなドレスを着て認められても、それは祝福の力のおかげで、フェリシアの魅み力りよくではないと思うのが嫌だったからだ。

　フェリシアは動どう揺ようしながら首を振ふる。自分でもなぜこんなに動揺しているのかわからない。

「い、いえ、私は……あまり、派手なものは……」

　──そんなの着たって、誰にも認められない。

　何か言わないと。フェリシアは声を絞しぼり出す。

「今のドレスで十分です、から……」

「……そうは聞こえないが」

　フェリシア自身、否定すればするほど、ベルホルトの言葉を肯こう定ていしている気がした。

　こんなドレスを着てみたかった。夜会にも出てみたかった。ずっとずっと、憧あこがれていた。

　何も言えなくなったフェリシアに、ベルホルトの力強い声が響ひびく。

「俺は望むものは何でも手に入れたいし、幸せを求めている。現状を幸せだと思うことは確かに大切だが、それでも俺はよりよい幸せを望む。俺がそう思うことで、俺の周りの者もより幸せに出来ると思っているからだ」

　ベルホルトの目が、真っ直すぐにフェリシアを見つめる。

「お前はどうだ」

「……私、には……ベル王子のような力も、影響力も……ありません」

　詰まりながらようやくそれだけを言った。そして直後に後こう悔かいした。

（こんなことを言ったところで、失望されるだけ……っ）

　自分がどんどん惨みじめになっていく。同じ一国の主あるじの子。それなのに、この人と自分とではあまりに違ちがう。対等になれない。

　フェリシアは俯うつむいてしまったが、ベルホルトは未いまだフェリシアに視線を向けている。彼はいつもと変わらない力強い声で言った。

「そうして諦あきらめている者に、幸せを手にする力があるかないかを語る資格はない」

　ベルホルトの言葉が胸に突つき刺さり、フェリシアは膝ひざの上に置いた手をぎゅっと握り締めた。

　何も言えなくなったフェリシアの肩に、アロイスの手が置かれた。

「失礼、王子。そろそろ休ませますので」

　顔を見なくても、その声は刺とげ々とげしくベルホルトに向けられていることがわかった。

「俺の言葉に悔くやしいと思うのなら、お前はまだ、諦められていない証しよう拠こだ」

　ベルホルトはそう言って席を立ったが、アロイスは見送りもせず、フェリシアの傍そばに居続けた。ドアが閉まる音がしてから、アロイスはフェリシアの隣となりに座った。

「フェリ……」

　アロイスが心配そうな声で呼びかける。彼らしくないその声に、少し笑ってしまった。

「……本当に、そう。ベル王子の言う通り……あの方は、すごいね」

「お前とあの人は違う」

「違うけど……ベル王子が正しい」

「人の気持ちも察せられない奴やつがか？」

　アロイスの声には怒いかりが混じっていたが、フェリシアはその言葉にゆっくりと首を振った。

「ううん。あの方は、私の気持ちをわかってた。だって……全部、図星だったんだもの。アロイスだって、本当はわかってるでしょう？」

　瞬まばたきをすると、膝の上で握った手に、ぽつりと涙なみだが落ちた。自分が情けない。

　わかっていた。祝福の力があろうと、いつまでもこのままでいられるはずはないと。ディアマントに来たのも、本当はそう思っていたからだった。

　アロイスの手がぽんとフェリシアの頭を撫なでた。

「アロイス。私……ベル王子に何も言えないことが悲しくて、悔しかった」

　アロイスは無言で頷き、フェリシアの頭を持って、自分の肩に寄せて撫でた。

「お前は幸せを呼ぶんだ。それは祝福の力だけじゃない。この国でもそれを見せてやれ」

　フェリシアが頷くと、アロイスはベールを外し、フェリシアの涙を拭ぬぐった。

「わかったら不細工な顔で泣くな、アホ王女」
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　翌日、フェリシアの部屋のドアをルディが叩たたいた。ベルホルトが呼んでいるという。アロイスは行くなと言ったが、王子の呼び出しとあっては行かないわけにもいかない。

（き、昨日のこと、怒おこっていらっしゃるのかしら……？）

　不安になっていると、前を歩いていたルディがフェリシアの様子に気付いた。

「何か不安になっていらっしゃるようですが、ベルは怒ったりしてませんよ。むしろ王女のこと、気に懸かけてました。あいつ、強ごう引いんでマイペースな筋肉馬ば鹿かだけど、一応優やさしい奴ですから」
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　ルディの明るい笑え顔がおと気き遣づかう言葉に、フェリシアはホッと安あん堵どする。その後ろでアロイスが呟つぶやいた「厄やつ介かいな……」という言葉に、ルディが小さく吹ふき出した。

　ルディが大きなドアの前で立ち止まる。ここがベルホルトの部屋のようだ。ノックの返事の後、ルディがドアを開けてフェリシアも中に入る。

　執しつ務む机に座っていたベルホルトは、傍に控えていたイグナーツに書類を渡わたして立ち上がった。

「呼び出してすまなかったな」

「い、いえ……」

　昨日の今日で、フェリシアは気まずくなって俯いていたが、ベルホルトは一直線にフェリシアの前にやってきた。フェリシアはびくりと肩かたを震ふるわせて顔を上げる。すると、彼は真しん摯しな目でフェリシアを見つめていた。フェリシアが何を言われるのかとドキドキしていると、彼はいつも通りの表情で言った。

「俺の息いき抜ぬきに付き合え」

「へ……？」

「後は頼たのんだぞ、イグナーツ。いつものところにいる」

「かしこまりました。ただし、時間厳守ですよ、いいですね？」

　釘くぎを刺すイグナーツに頷うなずき、ルディが開けたままだったドアから、ベルホルトは部屋を出る。

「え？　あの、ど、どちらへ？」

　急な展開にフェリシアが尋たずねると、ベルホルトは少年のような悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべた。

「秘密基地だ」




　足がもつれ、フェリシアは螺ら旋せん階段に手を突く。その肩はぜえぜえと大きく上下し、足はガクガクと震えていた。

「あー、この階段、女の子にはきつかったですね」

「というか、ひきこもりにはきついんだよ。フェリ、帰るか？」

　アロイスの返答にルディは苦く笑しようし、フェリシアの背中を撫でてくれた。足あし下もとで元気よくぴょんぴょんと階段を上っていたリリィが、心配そうにフェリシアを覗のぞき込む。

　息を整えていると、不意に視界が翳かげった。顔を上げると、数段先を行っていたベルホルトがフェリシアの前に立っていた。

「？　ベル王──」

　急に身体からだが宙を舞まったかと思った。フェリシアはいつもより近いベルホルトの顔をぽかんと見つめた。彼の目がこちらを向いて、平然と言った。

「この方が早い。大人しくしていろ。落としはしない」

　ベルホルトはそう言って歩き出す。そこでようやくフェリシアは自分が今どんな状態か理解した。フェリシアの身体は、ベルホルトに横よこ抱だきにされていた。

「え、あの、あの……ええ!?」

　混乱で言葉が出ず、フェリシアは身体を硬かたくする。

「王子！　俺がやりますので！」

　アロイスが後ろからそう言ったが、ベルホルトは歩みを止めずにずんずんと螺旋階段を上っていく。人一人抱かかえているのに、フェリシアが歩く速度の五倍ぐらい速い。

　ベルホルトの平然とした顔を見上げて、フェリシアは胸むな元もとでぎゅっと手を握にぎり締しめる。フェリシアの心臓も、通常の五倍ぐらいの速度で脈打っていた。

（な、何？　何でこんなに恥はずかしいの……!?）

　ベールの下の顔は信じられないぐらい熱い。ベルホルトが視線に気づいたのか、フェリシアを見下ろしてくる。フェリシアはびくっと肩を震わせ、慌あわてて顔を逸そらし、目をぎゅっと閉じた。

（ひいいい……！　早く着いてえええ……！）

　目を閉じてそう願っていると、不意にベルホルトの足が止まり、ガチャンという音が聞こえてきた。目を開けると、扉にかかっていた南なん京きん錠じようをルディが外し、重そうな扉を押し開けた。到とう着ちやくしたらしいとわかり、フェリシアはベルホルトを見上げる。

「あ、あの！　も、もう大だい丈じよう夫ぶですありがとうございました！」

　早口でそう言うと、ベルホルトはようやくフェリシアを下ろしてくれた。ようやく地に足が着いて、フェリシアは安堵し、そして扉の向こうの景色に気づく。

　扉の向こうに広がっていたのは、緑の鮮あざやかな庭園だった。足下には、まるで本物の地面のように芝しば生ふがある。中央には、雪を散らしたようなシロツメクサが咲さき誇ほこっていた。

「これ、は……空中庭園というやつですか……!?」

「空中というか、屋上だが。ここは城の地図にも描かかれていない場所だ。隠かくれられるような死角もない。狙ねらわれる心配はないから安心しろ。……フェリ？」

　ベルホルトの言葉は聞いているが、フェリシアは目の前に広がる庭園を見て、ベールの下で目を輝かがやかせていた。風はあるが、それが花々を踊おどらせているようで見ていて楽しい。

　ベルホルトが先を行き、フェリシアも目を輝かせながら後に続く。ルディとアロイスは見張りとして、扉の前で立ち止まっていた。

　フェリシアはリリィと一いつ緒しよに花か壇だんを見回っていたが、ふと、庭園には定番の花がないことに気づき、ベルホルトの傍に戻もどってくると何気なく尋ねた。

「バラはないのですね。あ、でも、ここでは手入れしにくるのも大変ですものね……」

「それもあるが……俺は茨いばらが嫌きらいでな。あえて植えていない。バラの花は嫌いではないが」

　茨と聞いて、フェリシアの脳のう裏りには生け垣がきの向こうから伸のばされた、傷だらけの手が蘇よみがえる。

「……私もです。バラのお花は好きですが、茨は……あまりいい思い出がないので、苦手です」

「怪け我がでもしたか？」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアはゆっくり首を振ふった。

「いいえ。私のせいで、茨の生け垣で怪我をした子がいたんです。その子とは必ず会う約束をしていたのに、その約束を、私が破ってしまって……」

　きっと、傷つけたのは手だけではない。

「茨の生け垣……約束……」

　ベルホルトがその言葉を繰くり返したのを聞いて、フェリシアは顔を上げようとした。が、その直前、リリィが庭園の中央に群生しているシロツメクサに頭から突つっ込んだのを見て、慌ててその小さな身体を抱え上げる。

「こ、こら、リリィ！　めっ！」

　叱しかりはしたが、リリィはまだ風でゆらゆらと揺ゆれるシロツメクサに前足を伸ばしている。

「ベル王子は、シロツメクサがお好きなんですか？」

　フェリシアが振り返って尋ねると、ベルホルトはハッとした顔で瞬まばたきした後、頷いた。

「あ……ああ。俺が一番好きな花だな。いや、これは花というより、草か？」

　反応の遅おくれたベルホルトが少し気にはなったが、真ま面じ目めな顔で首を傾かしげる彼がおかしく、フェリシアは笑いを堪こらえながら言った。

「幸せの象しよう徴ちようですね。私も大好きで、お世話になる方のハンカチにも刺し繡しゆうしました。ここはベル王子の憩いこいの場なのですね」

「ああ。俺は疲つかれると、よくここに来る。城も城下もよく見えるし、何より邪じや魔まが来ない」

（あの階段を疲れた状態で上るの、この方……？）

　肩で息をして、足をガクガクさせているフェリシアとはあまりにも体力の差があった。そしてフェリシアはふと気付く。

「私を、労ねぎらってくださっているのですか……？」

「祭典の準備で疲れているのではないかと思ってな。だが余計に疲れさせたようだな。すまん」

「いいえ！　空中庭園って、絵本で読んで、ずっと憧あこがれていたんです！　素す敵てきな場所に連れて来てくださって、ありがとうございます！」

　声を上ずらせながらフェリシアがそう言うと、ベルホルトは意外そうに目を丸くした。彼のその顔を見て、途と端たんにフェリシアの顔が熱くなり、慌てて話題を戻す。

「え、ええと……そ、その、疲れていないと言えば噓うそになりますが……」

　胸の前で絡からませていた手を握り、フェリシアは一度息を吸って落ち着く。こんなに高い場所なのに、土と草と、花の甘い匂においがする。

「私……こんなにやりがいを感じたのは、初めてなんです。私の作るもので誰だれかが喜んでくれるというのも、今までは人ひと伝づてに聞いているだけでした。でもここへ来て、目の前で笑ってくれる人がいて……今まで聞いていたことが噓じゃなかったんだって、実感しているんです」

　自分に出来ることは本当に些さ細さいなことだが、それでも、祝福の力だけではない、フェリシア自身が誰かの役に立ち、誰かを幸せにしているという実感が持てた。

　言葉にすると改めてそう感じ、胸の奥がじんわりと温かくなって、フェリシアは微笑ほほえんだ。その笑えみがベールからうっすらと見えたのだろう。ベルホルトは突とつ然ぜん尋ねてきた。

「今、笑っているか？」

「え？　えっと……は、はい」

「その顔を見てみたい」

　ベルホルトのその言葉に、フェリシアは咄とつ嗟さにベールの裾すそを摘つまんでいた。その反応を見て、ベルホルトは言った。

「お前は伝統や目が光に弱いだけではない、別の理由があってベールを被かぶっているのだな？」

　真っ直すぐな視線を向けられ、噓をつけなかった。否定も出来ずに、俯うつむいて黙だまりこむ。

「フェリ。俺は人に幸せを与あたえられるような存在になりたいんだ」

　突然の宣言に、フェリシアはぽかんとしてから、戸と惑まどいつつ頷うなずく。

「え？　えっと、は、はい……」

　フェリシアをディアマントに連れてくる時にも、彼はそう言っていた。

「それはお前に対しても例外ではないぞ」

　そう言った後、彼の力強い目元が優やさしく和やわらいだ。

「お前の悩なやみを共に背負うぐらい、どうということはない。それだけは覚えておけ」

　つらくなったらいつでも打ち明けていいと、そう言ってくれているのだろうか。ベルホルトの力強い瞳ひとみを見つめると、そんな気がした。

「……はい」

　自分でも驚おどろくほど素す直なおにフェリシアは頷いていた。

　話題が途と切ぎれる。しかし不思議と、フェリシアは気まずい気持ちにならなかった。他ほかの人が相手だったら、きっと汗あせが噴ふき出し、パニック一歩手前になるところだ。

　穏おだやかな心持ちで足あし下もとでシロツメクサにじゃれているリリィを微笑みながら見つめていると、ベルホルトが不意に話しかけてきた。

「……フェリ。ここだけの話をしてもいいか」

「は、はい……何でしょう？」

　前向きになった途端、役に立っていないとか、そんな話だったらどうしようと不安になりかけたフェリシアに、ベルホルトはよく通る声で話し始めた。

「今年の祭典を俺主導でやっている理由だが……」

　そこで一度言葉を切り、ベルホルトは目を伏ふせて言った。

「俺は、一度死にかけたことがある。正確には……死のうとしたことがある」

　ベルホルトの言葉に、フェリシアの脳が追いつかない。死にかけた、死のうとした、と頭の中で繰り返し、一いつ拍ぱくの後に驚いた。

「は……え？　ええ!?　ベ、ベル王子が、ですか……？」

　あらゆる意味で強そうな彼から出た言葉とは思えず、フェリシアは戸惑いを隠せなかった。ベルホルトは目を開けて、頷いた。

「ああ。この間少し話しただろう。病で療りよう養よう地に行ったと。身体からだが言うことを聞かず、苦しいだけの日々は、なかなかこたえるものがあった。面会謝絶で誰にも会えなかったしな。あのつらい日々を、俺は忘れない。忘れてはいない」

　病が身体を、孤こ独どくが心を蝕むしばんでいく。それがどれほどつらいことか、フェリシアには想像することしか出来ない。

「だが、生きようと思える強い理由が出来たから、死の淵ふちから這はい上がれたのだと、ずっと思っているし、信じている」

　ひたと深緑の瞳がフェリシアを捉とらえるように見つめる。何かを探さぐるような視線を向けられ、フェリシアは首を傾げた。

「生きようと思える理由……」

　ベルホルトが死のうと思った理由も、それを越こえ、生きようと思わせた理由も気になったが、無む闇やみに踏ふみ込んではいけない場所のような気がした。しかしきっとそれがあるから、ベルホルトはここまで力強く前を向いているのだろうと、フェリシアは彼の瞳を見ながら思った。

　ベルホルトが視線を城下へと向けた。

「俺は今度の祭典を、人が生きる楽しみの一つにしたい。些細なことだろうが、来年もう一度見たい、参加したいと思えるようにしたい。明日を望む糧かてにしたい」

　そう言ってベルホルトはフェリシアを見つめる。

「平和な国では当たり前のことかもしれん。だが、戦いくさが終わったばかりのこの国では、それが珍めずらしいことで、必要なことなんだ」

　死にかけた、死のうとした彼だからこそ、生きるつらさも、その大切さも知っている。

　フェリシアは平和な国で平和に育った。つらいこともあるが、それでも生きていけるのは、楽しみがあるからだということは、よく知っている。

「平和な国でも、それは必要で、大切なことだと思います。私も何かを作って、誰かに喜んでもらうことで、ここまで生きて来られた気がしていますから」

「そう思えるお前だから、みなお前を頼たよりにするのかもな」

　フェリシアの言葉を受けて、ベルホルトは穏やかに笑った。安あん堵どするような笑みでもあった。

「では、俺がやっていることは、あながち間ま違ちがいではないということか」

「それは、もちろん。私はそう思います」

「そうか。それを聞けて安心した」

　いつも自信満々なベルホルトとは思えない言葉に、フェリシアはベールの下で目を瞠みはる。彼は王子でも超ちよう人じんでもなく、一人の人間なのだ。そして彼は、当然人の子だ。

「あの、ベル王子。今度の祭典は、国王陛下にお見せすることも目的なのですか？」

　ベルホルトの父、この国の国王は、病で伏せっている。フェリシアもまだ面会出来ていない。

「そうだ。……父の病は、今すぐ命に別状はないが、今後はどうなるかわからんからな。元気づけるためにも……後は心配ないと思わせるためにも、成功させなければならん」

　ベルホルトの力強い目に、寂さびしさや悲しみの感情がこもる。フェリシアはベルホルトの目を見上げ、ベール越ごしでも真っ直ぐに彼の目を見つめた。

「ベル王子がこんなにがんばっていらっしゃるんです。きっと成功します。お父さまも元気になられますよ」

「ああ……そうだな。成功させよう」

　フェリシアの言葉に、ベルホルトも穏やかに笑って頷いた。

（私がやっていることは、本当に小さいことだけど……私のすることが、この人の安心の一つになればいいのに……）

　帰りたいなんて思っている場合じゃない。ベルホルトに自分を認めて欲しい。

　──ならば今からでもお前自身を認められるようにすればいい。

　昨夜ベルホルトが言った言葉を思い出し、フェリシアは一人小さく頷く。

　今からでも自分が出来ることは何だろうと、緑の葉の上でふわふわと揺ゆれるシロツメクサの花を見つめ、考える。

「あ！」

　突然声を上げたフェリシアに、ベルホルトが目を丸くして見下ろしてきた。

「ベル王子！　私、もう一つ思いついたことがあるのですが……」

　思いついた途と端たん、フェリシアは、ベルホルトに向かってその思いつきを話し始めていた。

　成功すれば、この国のためにも、騎き士しのフォルカーのためにも、ベルホルトのためにもなるはずだ。話し終えると、ベルホルトもその気になって、頷いてくれた。

　もう日があまりない。詳くわしく話し出そうとした二人に、ルディの声がかかる。

「ベルー！　そろそろ帰らないとイグナーツにまたどやされるぞー」

「フェリ。お前もだ。まだやること山積みだろ」

　フェリシアとベルホルトは顔を見合わせる。結構な時間、二人で話し合っていたらしい。

「後は俺の部屋で話そう。騎士団には俺からも話を通しておく。恐おそらく採用されるだろう」

「はい！　ありがとうございます！」

　ベルホルトと戻もどろうとすると、ルディとアロイスが揃そろって顔を歪ゆがめた。

「……あ。新しい仕事が増えた気がする」

「奇き遇ぐうだな、俺もだよ」

　従者二人はやる気に満ちた顔で戻ってきた主あるじ達に向かって、ため息を吐ついた。
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　すでに祭典を明後日あさつてに控ひかえた城内は、日が暮れてからも煌こう々こうと明かりがついて、落ち着かない様子だ。フェリシアもそのうちの一人だった。

「出来たぁ……！　あとはエミーリアさんに試着してもらうだけ！」

　フェリシアの前にあるのは、目の覚めるような青いドレス。何段も重ねたスカート部分はふわりと広がり、ところどころに雪を散らすようにパールを縫ぬい付けた。上半身はすらりとしたラインを強調し、胸むな元もとには大きな青いバラのコサージュを付けた。

　出来上がったドレスを見て、フェリシアはホッと息を吐はいた。

「おー、ギリギリだけど出来たな」

「ひっ!?　ア、アロイス！　びっくりさせないで……」

「さっきからいただろ。お前が勝手に自分の世界に入ってただけで」

　集中していたフェリシアは、緊きん張ちよう感かんのないアロイスの声にさえも驚おどろいてしまった。

　その時、ドアがノックされた。フェリシアが外していたベールを着けてから、応こたえると、ルディが入ってきて頭を下げた。

「失礼します。フェリシア王女。急ぎお知らせすることが──わ！　何コレすご！」

　顔を上げて目に入ってきた青いドレスを見て、ルディは目を瞠った。

「あとはエミーリアさんに試着をしてもらうだけなのですが……」

　ドレスに見とれていたルディが、フェリシアの声でこちらに向き直る。

「あ、実は急ぎのお知らせっていうのが、そのことなんです。こっちに来る道で土ど砂しや崩くずれが起きて、エミーリアは当日まで来られなくなってしまいまして……」

「ええ!?　ですがそれでは試着がっ、細かいチェックが！　ああ、私が手間取ったからー！」

「落ち着け」

　パニックになりそうなフェリシアの頭を、アロイスがベシッと強めに叩たたいてきた。

「当日っていっても、夜会までは時間がある。それまでに最終チェックをすればいいし、今んとこドレスに不備はない。大おお幅はば修正するようなことにはならないだろ」

　アロイスに冷静にそう言われ、フェリシアも落ち着いた。作業のほとんどを見て、手伝ってくれていたアロイスがそう言うなら、少しは安心だ。そう思ったところで、ふと視線に気付く。ルディの赤い瞳ひとみが、フェリシアをじっと見つめていた。そして彼女はパチンと指を弾はじいた。

「フェリシア王女が試着してみては？　たぶん体形もそう変わりませんよ？」

「え!?　いえ、そんなこと出来ません！　これはエミーリアさんのドレスなんですから！」

「ですが、動きやすさなどを見ておいた方がいいのでは？　エミーリアはああいう性格ですから、試着には拘こだわりません。友人の私が保証しますよ」

「まあ、試着なしで着て、ダンス中に破れたりする方が問題だろうしな」

「ひぃっ！　そ、それは絶対ダメ……！」

　悲鳴交じりの声でフェリシアがそう言った後、ルディがアロイスをドアの方へと押しやった。

「よーし決まりですね！　はいお兄さまは出て！　ここはルディお姉さまにお任せあれ」

「お、お姉さま……っ!?　こんなにお綺き麗れいでカッコイイお姉さま、いいんでしょうか……!?」

　胸の前で手を組んで見上げるフェリシアに、ルディは明るく笑う。

「こんなのでよろしければ。……でも私はどっちかというと、あなたとは友達になりたいんだけどな。ダメ？」

　そう言って、ルディは笑え顔がおで手を差し出す。

　友達。城にひきこもっていた頃ころは、出来ないと思っていた。そんな風に思ってもらえると思うと嬉うれしくて、涙なみだが溢あふれそうになる。

「ぜ、ぜひ、お願い、します……っ！　ひゃっ!?」

「わーいやった！　じゃあ私もフェリって呼ぶねー！」

　ルディに抱だき締しめられ、フェリシアはどぎまぎした。男性と違って、リリィも何もしない。それどころか仲間に入れろとばかりに鳴いている。

「はいはい、外にいるから、勝手にやってくれ」

　そんな二人と一いつ匹ぴきを見て、アロイスは苦笑いを浮うかべ、部屋を出て行った。

　ルディに手伝ってもらいながらドレスを着ると、予想以上にぴったりでフェリシアも驚いた。

「おー！　着ると意外と大人っぽいね！　お前のご主人さま、綺麗だねえ、リリィ」

　いつの間にかルディに抱かれているリリィも、満足そうに「ぴゃー！」と大きく鳴いた。

「ぴったりだね。動いても平気？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶそうです。よかった」

　ホッと胸を撫なで下ろすと、ルディはフェリシアのベールを見つめる。

「このベールを外したら、もっと可愛かわいいと思うけどね」

「……すみません、それは……」

「謝ることないよ。友達はそのままの姿で楽なのが一番だから。でもさ──」

　ドレスの裾すそを直して立ち上がり、ルディはフェリシアの前で大人っぽい笑みを浮かべる。

「フェリのこと好きになった人は、そうはいかない。フェリのこと、全部知りたくなるよ」

「そっ、そんな人は、いません。……出来るはず、ないです」

「じゃあ、フェリが誰だれかを好きになったらどうするの？」

「わ、私は……誰も好きになりませんから……」

　ルディはその言葉に目を瞬またたかせたが、すぐに優やさしく微笑ほほえみ、フェリシアの頰ほおをベール越ごしに撫でた。普ふ段だんの快活な笑顔ではなく、柔やわらかな笑みに、フェリシアは思わず見とれた。

「その言葉さえ覆くつがえすような相手が、いつか出来るかもしれないよ？」

　ルディの赤い瞳は、優しくも強くそう言っていた。

（この決意を……覆す……？）

　考えられない。だって、その人の好意を信じられないかもしれないのに。しかしその言葉を、どうしてか完全に否定出来ない自分がいた。いつか、もしかしたら──そんな期待をしてしまいそうになる。今まで期待などしたことはなかったのに。







　部屋の前でドアに背を預けていたアロイスが、こちらに気づいて顔を上げた。

「どうした、閉め出されたか」

　ベルホルトはアロイスの前に立ち、真顔でそう言った。これにはアロイスも顔を歪めた。

「違いますよ。着き替がえ中です。入りたいなら別に止めませんよ」

「この俺を変態に仕立て上げようとする者など、お前ぐらいだろうな」

　どうぞとばかりにドアから退くアロイスに、ベルホルトは口元だけを笑ませる。アロイスも微笑むが、目は剣けん吞のんなままベルホルトに向けていた。

「何のご用件です？　フェリは疲つかれてるんですが」

「フェリに少し話がある。……が、ちょうどいい。お前にも一つ、訊ききたいことがある」

　アロイスは目を眇すがめたが、ベルホルトは真正面からアロイスの目を見み据すえて言った。

「フェリは人の好意の言葉を信じられないようだが……今俺の好意を伝えたとして、あいつはそれを素す直なおに受け取ると思うか？」

　アロイスの整った顔が不ふ機き嫌げんに歪ゆがむが、ベルホルトはあくまで真しん剣けんに尋たずねていた。彼がベルホルトの言葉に真しん摯しに向き合うかどうかは賭かけだったが、彼は噓うそをついた様子もなく答える。

「お察しの通り、残念ながら無理ですよ。あいつは俺と両親以外からの好意の言葉を、本気と受け取れませんから」

「……やはり、そうか」

　アロイスの言葉を聞いて、ベルホルトはゆっくりと目を伏ふせ……口元を吊つり上げた。

「何、笑って……っ」

　予想外の反応に、さすがのアロイスも驚きよう愕がくの声を上げた。

「やはり、そうだったか」

　瞼まぶたの裏には、七年前のあの日、茨いばらの向こうから一方的に別れを告げた女の子の影かげがあった。

　──ごめんなさい。あなたが私を好きなのは、きっと間ま違ちがいなの。誰も、私を本当に好きになることなんて、ないの。

　だが、今はもう影ではない。

　ベルホルトは瞼を開き、その目をアロイスに向けて力強く言葉を口にする。

「俺は昔、あいつに振ふられているようだ。……同じ轍てつは踏ふみたくないのでな」

　絶句するアロイスにそう言って、ベルホルトはフェリシアの部屋のドアをノックした。







　ノックの音に、フェリシアは顔を上げてどうぞと答える。てっきりアロイスだと思ったが、部屋に入ってきたのはベルホルトだった。フェリシアは驚いて咄とつ嗟さにルディの後ろに隠かくれる。

「ベ、ベル王子!?　ど、どうしてこちらへ？──あれ？　アロイス、どうしたの？」

　ベルホルトの後ろでどこか呆ぼう然ぜんとしているアロイスに呼びかけると、彼はハッとしてフェリシアを見て、首を振った。

「いや……何でもない」

「いいところに来たなベル。見て見て、可愛いよ～」

　ルディに肩かたを持たれ、フェリシアは部屋に入ってきたベルホルトの前に立つことになる。

「これは……エミーリアのドレスか？」

「あ、あのっ、これには事情がありまして……！　あ、それよりベル王子、何かご用でしたか？」

「ああ……少し二人で話したいことがある」

　ベルホルトがそう言うと、今まで黙だまっていたアロイスが、フェリシアを下がらせた。その行動にベルホルトが目を細める。

「話をするだけだ。何を警けい戒かいしている。第一、俺が何を言ったところで、無む駄だなのだろう？」

「それはそうですけどね。俺はフェリの従者ですから」

（な、何の話？　この二人、仲良くは出来ないのかしら……？）

　頭上でよくわからない会話をされ、フェリシアはびくびくしながら二人を見つめる。その時、ルディに大人しく抱かれていたリリィが「ぴゃ！」と声を上げてフェリシアの傍そばに駆かけ寄った。

　フェリシアの傍に座ったリリィを見て、アロイスはため息を吐いて背を向けた。

「……リリィは置いていきますよ。動く気もなさそうなので」

「じゃ、私達は外にいるから。着替えたくなったら呼んでね、フェリ」

　ルディも笑顔でそう言って、アロイスとともに部屋を出て行った。

「……フェリ」

「は、はい!?　な、何でしょう……？」

　何を話されるのかとドキドキしながら、フェリシアはベルホルトと向き合った。すると彼は、じっとフェリシアの姿を見つめてきた。その視線に、フェリシアは慌あわてて事情を説明する。

「あの、これはですね、エミーリアさんが、当日まで来られないとのことでしたので、体形の似ている私が不備がないかチェックしているだけで、決して着てみたかったわけでは……！　ええ本当に！　こんな私が着るようなドレスではなくてですね──ぴゃっ!?」

　何も言わずにじっとフェリシアを見つめていたベルホルトが、突とつ然ぜんフェリシアに手を伸のばしてきた。肩を震ふるわせるフェリシアに、ベルホルトは少しだけ笑って言った。

「ベールを取る気はない。少しだけこのままでいろ」

　ベルホルトの手が、ベールの上から頰を撫なでる。フェリシアの顔がかあっと熱くなった。

「あ、あの、ベル王子……？」

　フェリシアが戸と惑まどっていると、リリィが足あし下もとで「びゃー！」と威い嚇かくの声を上げた。ベルホルトは笑ってフェリシアの頰から手を離はなす。そして彼は、胸に手を当てて、頭を下げた。

「ベル王子？　あの──」

「いよいよ明後日あさつてが祭典だ。ここまで協力してくれたこと、ディアマント王国王子として、心から感謝している。始まる前に、一言言っておこうと思ってな。……それから」

　ベルホルトは顔を上げてフェリシアを見つめ、手を差し出した。

「俺と踊おどってみないか。今、ここで。夜会では踊る予定はないんだろう？」

　いっぺんに言われて、フェリシアの頭がついていかない。

「な、なぜ、私などと……？」

　混乱する頭で、やっとそれだけを口にする。

「理由はお前が考えろ。俺を信じたいと思ったなら、答えを教えよう。──だが一つ、答えを言うなら……」

　ベルホルトは再び、フェリシアの頰をベール越しに撫でた。
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「精せい魂こん込めて作ったそのドレスを着ているお前と踊らないのは、勿もつ体たいない気がしてな」

　ベルホルトの真っ直すぐな視線と言葉が、フェリシアに届く。胸がドキドキと脈打っている。認めて欲しかったベルホルトに、感謝され、褒ほめられている。それをじわじわと実感していく。

（な、な、何これ……無む性しように、恥はずかしい……!?　いえ、恥ずかしいんじゃ、なくて──）

「フェリ」

　ベルホルトは名前を呼び、手を差し出す。夜会の外から何度も見て、憧あこがれた光景だった。

（私、嬉うれしいんだ）

　その感情がフェリシアの右手を持ち上げた。真っ直ぐにこちらを見てくれる瞳ひとみが嬉しい。素直な言葉を向けてくれるこの人が、求めてくれることが嬉しい。

　ベールの向こう、深緑の目を見つめてしまう。そして──フェリシアは手を止めた。

（……ダメ……）

　深緑の瞳に、ベールを着けたフェリシアが映っている。もっと間近で見つめたら、フェリシアの瞳を見てしまうかもしれない。そうなったら、彼も祝福の力で、もう素直な言葉を言ってくれなくなるかもしれない。

　彼の指先の体温が感じられそうなほど近づけた右手を、フェリシアは引っ込めた。再び手を差し出してしまわないよう、左手で押さえつけるように握にぎり締める。

　ベルホルトは手を差し出したまま、俯うつむいたフェリシアに言った。

「俺では不服か？」

「違いますっ！」

　自分でも驚おどろくほどの声を上げていた。口を押さえ、フェリシアは震える声で言った。

「そうでは、なくて……。あなたが……あなたのかけてくださる言葉を、その気持ちを、間違いとは、思いたくなくて……！」

　家族以外に初めて出会った、祝福の力が及およばないかもしれない人。本当の言葉を、向けられる好意を、疑わなくていいかもしれない人。そんな人を失いたくなかった。

「間違い……か。わかってはいたが、やはり俺の言葉を素直に受け入れてはくれないな」

　ベルホルトの声に、わずかに悲しみの色が混じる。見上げると、彼は顔を背そむけていた。

「……昔もそう言って、お前は俺の許もとから去っていった」

「むか、し……？」

　過去にベルホルトと会ったことなんてないはずだ。

　ベルホルトはフェリシアに視線を戻もどすと、手首を握って引き寄せた。もう彼の顔に笑えみはない。身体からだがぶつかりそうになると、ベルホルトの手がフェリシアの肩を持って支えてくれた。

「俺の言葉は間違いなどではない」

「ベル王子……？」

　握られた手首に力が込められ、彼の手を見つめる。いつでも自信溢あふれる彼の手が、この時ばかりは縋すがるようにフェリシアの手を握っていた。フェリシアは驚いてベルホルトを見上げる。

「俺の気持ちを、お前が間ま違ちがいなどと断じるな！」

　怒ど鳴なられても怖こわくはなかった。普ふ段だんの大人びた彼とは思えない、子どものような、真っ直ぐな言葉だったから。フェリシアの言葉が彼の何かを深く傷つけていた。

「間違いだと思うなら、直じかに俺の目を見ろ……！」

　フェリシアが謝罪の言葉を口にする前に、ベルホルトがそう言い、直後、視界が一いつ瞬しゆんだけ晴れる。ベルホルトがベールを摑つかんで捲まくり上げようとしていた。

　彼の深緑の瞳が明めい瞭りようにフェリシアの瞳に映る。間違いなく、彼はフェリシアの言葉に傷ついていた。

　一瞬見えた深緑の瞳が、すぐにベールに遮さえぎられた。ベールを摑むベルホルトの手に、リリィが飛びかかっていた。

「リリィ！　ダメ！」

　嚙かみつこうとするリリィを引き離し、フェリシアはベルホルトから後あと退ずさる。

「ごめんなさい……っ！」

　フェリシアがベルホルトから離れると、ノックもなくドアが開かれる。ベルホルトの怒鳴り声とフェリシアのリリィを止める声が聞こえたのだろう。アロイスとルディが部屋に入ってきた。アロイスはベルホルトを見ると同時に睨にらみつけた。

「フェリに何を……！」

「やめてアロイス！　ベル王子は何も悪くないの！」

　アロイスも驚くほどの大声で叫さけび、フェリシアはベルホルトに向き直って頭を下げた。

「私が、いけないことを言ったの……。ごめんなさい……っ」

　フェリシアはベルホルトの顔を見上げることが出来ず、そのまま部屋を出ようとした。

「フェリ、待て！　一人じゃ……」

　アロイスが腕うでを摑んだが、リリィがその手に歯を立てた。本気で嚙んではいないが、放せとその目が睨んでいる。アロイスが力を弱めると、リリィも放した。

「遠くには行かないから……少し、リリィと二人にして」

　リリィを抱だき締しめて、フェリシアは部屋を出た。




　当てもなく廊ろう下かを歩いていたフェリシアの足が止まる。

　何も考えられなくなって、逃にげてしまった。この国へ来て少しは変わったと思ったのに、これでは何も変わっていない。

　その場に座り込むと腕からリリィが下りて、フェリシアはぎゅっと両手を握り合わせた。

　──俺の気持ちを、お前が間違いなどと断じるな！

　ベルホルトは怒おこっていた。しかし何より、その言葉には深い悲しみが滲にじんでいた。強いあの人の、きっと一番柔やわらかくて傷つきやすい部分に触ふれてしまった。

「そう、よね。普ふ通つうなら、人の気持ちを間違いだなんて、決めつけちゃいけない」

　握り締めていた両手を開き、フェリシアはその手を見下ろした。……普通なら。フェリシアが普通だったなら、ベルホルトの手を取れただろうか。

「私だって……疑いたくない。あの人の言葉を本当のものだと思いたい」

　こんな風に人を疑いたくなかったから、ずっと城にひきこもって、一生を終えるはずだったのに。どうして忘れていたのだろう。

（ベル王子が、私を、私だからと連れ出してくれたから……）

　ベールが外れても、真っ直ぐにフェリシアを見てくれるベルホルトの視線が嬉しかった。

　ベルホルトはフェリシアの目を見ても態度を変えなかった。そんな彼に『フェリシア自身』を認めてもらったことが嬉しかった。彼の言葉を本当だと信じたかった。

（ベル王子を信じたいと思ってるのに……信じられなくて、傷つけてしまった……っ）

　それも、フェリシアが決めることではない、彼自身の気持ちを否定するという形で。

　リリィの「ぴゃ」という鳴き声に顔を上げる。リリィは心配そうにフェリシアを見上げている。柔らかいその身体を抱き上げ、フェリシアはリリィの身体に顔を埋うずめた。

「リリィ、私……ベル王子に、嫌きらわれたくない。あの人と、もっと話がしたい。話をして……あの人を、信じてみたいの」

　フェリシアの言葉を聞いて、リリィは身体をフェリシアにすり寄せる。ベルホルトに嚙みついたことを反省しているらしいリリィを、フェリシアは微笑ほほえんで撫でた。

「リリィは悪くないよ。いつだって、あなたは弱い私を守ろうとしてくれてるんだものね。私がベル王子みたいに強くなれば、あなたも安心なのにね」

　リリィは不満そうに「びゃっ！」と甲かん高だかく鳴く。それは嫌いやだと言いたげだ。

　すべてを話せば納なつ得とくしてもらえるだろうか。いや、それでは祝福の力のせいにしているのと一いつ緒しよだ。フェリシア自身がどう在りたいか、ベルホルトと向かい合って話さなければいけない。

「私は、逃げてはいけなかった。戻らなきゃ」

　立ち上がり、フェリシアはエミーリアのドレスを試着したままだと気付いて顔を蒼あおくした。

「い、いけない……！　早く戻って着き替がえないと……！」

　フェリシアは慌あわててドレスに汚よごれがないかチェックする。幸い酷ひどい汚れはない。安あん堵どして裾すそを持ち上げ、戻ろうとした時だった。先を歩いていたリリィが立ち止まり、あらぬ方向を見た。

　リリィが見つめる先には、女性が一人、壁かべにもたれかかって蹲うずくまっていた。肩かたが大きく揺ゆれ、明らかに呼吸が不規則だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　フェリシアが駆かけ寄ると、女性は苦しそうに胸を押さえながら頷うなずいた。

「は、はい……大丈夫、いつもの、ことなんです……っ。薬も、今、飲んだので……」

「でもあの、誰だれか呼んで……」

「いえ、あの……少し、肩を貸していただけませんか。そこの部屋までで構いませんので……」

　胸を押さえ、必死に訴うつたえる女性に、フェリシアは頷いた。

「わ、わかりました。リリィ、誰か呼んで来てくれる？」

　フェリシアがそう言うと、リリィは少しその場で迷うような様子を見せた。フェリシアを一人にしてはいけないと思ったのだろう。しかし女性が大きく咳せき込んだのを見て、フェリシアは歩きながらリリィに言った。

「リリィ、早く！　お願い！」

　強くそう言うと、リリィはやはり迷いながらも、タッと駆け出した。女性の腕を肩に回し、フェリシアは立ち上がる。体力のないフェリシアには、病人の手助けは大仕事だった。

　フェリシアはすぐ近くの部屋のドアを開けた。鍵かぎはかかっておらず、誰もいない。とりあえずそこにあった長なが椅い子すに女性を寝ねかせる。横になった女性は少し表情が和やわらいだ。そしてフェリシアをようやく認にん識しきしたのか、目を瞠みはった。

「そのベール……もしや、フェリシア王女さま？　私……なんてこと……っ！」

「いえ、お気になさらず。あの、まだ起きては──」

　女性は謝った直後、長椅子から起き上がる。そしてフェリシアの口元に、いつの間にか手にしていたハンカチを押しつけた。

　ハンカチから漂ただよう強きよう烈れつな甘い匂におい。一気に恐きよう怖ふが襲おそってきた。逃げようとしたが、もう遅おそい。

「手て荒あらな真ま似ねはしたくありませんので、少々眠ねむっていてくださいね」

　はっきりした女の声と共に、視界がぐらりと揺れた。次の瞬しゆん間かんには、フェリシアの意識は暗く遠のいていた。
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「どういうことだよ、これは……！」

　フェリシアが部屋を出た後、アロイスが怒ど気きのこもった声とともにベルホルトを睨んだ。

「フェリが何をしたっていうんだ！　あいつは人を傷つけるような奴やつじゃない！」

　アロイスは今にもベルホルトに摑つかみかかりそうになりながら言った。

「お前に話すことはない」

「はあ!?　あんな顔させておいて……！」

「そこまで！」

　摑みかかろうとするアロイスと、それに応戦するつもりだったベルホルトの間に、ルディが入って二人を制した。

「何の役にも立たない言い合いしてる間に、さっさと迎むかえに行くべきなんじゃないの？」

　ルディがそう言い、彼らはフェリシアが歩いて行った方に足を向けた。一人にしろとは言っていたが、狙ねらわれている身だ。リリィがいるとはいえ、完全に一人には出来ない。

　しばらく歩いていると、リリィが駆け込んできてアロイスに飛びついた。

「どうした、リリィ？」

　リリィはアロイスをじっと見上げた。視線があった瞬間、アロイスは部屋を飛び出して行った。アロイスの焦あせった表情を見て、ベルホルトとルディも後に続く。

「フェリ！」

　リリィが止まった場所でフェリシアを呼んだが、返事はない。

「何、どうしたんだよ？　ここにフェリがいるの？」

　ルディが首を傾かしげて辺りを見回すも、誰もいない。アロイスは再びじっとリリィの目を見つめた。アロイスとリリィの間に、言葉ではない伝達手段があるかのように。案の定、アロイスは状じよう況きようを理解していた。

「……ここで病人の女の手助けをしてたらしい」

「え、何でそんなことわかるんだ？　リリィが教えてくれてる……のか？」

　ルディは驚きよう愕がくの表情でリリィを見つめる。

　ある位置に立ったところで、ベルホルトは鼻をつく匂いに気付いた。

「……睡すい眠みん剤ざいの匂いが残っている」

　ベルホルトの言葉に、アロイスとルディにも緊きん張ちようが走る。

「ルディ、周囲を捜さがさせろ。イグナーツも呼べ。まだ遠くへは行っていないはずだ」

　ルディが頷いて走り去ると、彼女とは反対の方向へ、アロイスが早足で歩き出す。

「アロイス、どこへ行く」

「俺には独自の捜し方があるんでね。もちろん、見つかったら知らせますよ。行くぞリリィ」

　男おとこ嫌ぎらいのはずのリリィがアロイスに文句も言わずについていく。アロイスの姿が見えなくなった直後、ベルホルトは握にぎった拳こぶしを壁に叩たたきつけた。
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　フェリシアはベッドの上で目を覚ました。ぼんやりした頭で部屋の中を見回す。ベッドと簡易なテーブルセット程度しかない。窓を見ると、すでに日が高く、遠くの景色がよく見えていた。いつもの部屋よりも上の階にいるようだ。しかし景色も部屋にも、見覚えがない。

「ここ、どこ……？　まさか私、寝ぼけて誰かの部屋で寝てしまったの!?　いやああああごめんなさい！　もう徹てつ夜やも夜よ更ふかしもしませ……ん？」

　一人でパニックになって部屋の主あるじに謝ったが、目が冴さえてようやくここに来る直前のことを思い出した。倒たおれている女性を助けたと思ったら、薬を嗅かがされて気を失ったのだ。

　窓の外を見ても、城ではないように思えた。

（私……もしかして、攫さらわれた……？）

　どうもその感覚が湧わかないのは、縛しばられていないからだった。ベッドから下りようとすると、ドアの向こうから足音がした。ベールを着けていないことに気付いて頭に手を遣やったが、あるはずのベールがない。慌てて辺りを見回すと、ベッドの下に落ちていた。それを被かぶった直後、部屋の前で足音が止まった。

「お目覚めですか、フェリシア王女」

　ドアが開き、黒く大きな影かげが部屋に足を踏ふみ入れる。「ひっ」と声を零こぼしてしまったが、後の悲鳴は口を塞ふさいで飲み込む。しかしその影には見覚えがあった。身に着けているのは黒い騎き士し団の制服だ。

「あ、あなたは確か……騎士団長の、スヴェン＝クリューガーさん……？」

　騎士である彼の姿を見て、フェリシアは助けに来てくれたのだと安堵した。が、彼の目が冷たくフェリシアに向けられているのを見て、身体からだを強こわ張ばらせる。

「ほう。覚えておいででしたか」

「あの、ど、どうして、あなたがここへ？」

「あなたには祭典の間、ここにいてもらいます」

　温度の感じられない無機質な声と無表情でスヴェンは言った。その声で、彼がフェリシアを敵視していることを確信してしまう。

「な、なぜですか……？　私は、何かいけないことをしてしまったのでしょうか……？」

「忠告はしたはずですよ」

　訓練場での忠告と、そして脅きよう迫はく状のことだろう。

「脅迫状……あれは、あなたが？　どうして？」

「あなたが帰国しないせいで、私もこんなことをしなければならなくなったのです」

　無機質だった声に、わずかながらも感情が滲にじんだ気がした。苛いら立だちか、悔くやしさか、フェリシアにはそこまで判断出来ないまま、スヴェンの声から感情が失うせる。

「祭典が終わるまで、あなたにはここにいてもらいます。そしてその後、何かしら理由を付けて、穏おん便びんに帰っていただく。よろしいですね？　それがあなたのためでもあります」

　その言葉が本当かどうか、この状況では判断出来ない。

「し、しかし……それでは、祭典は……！」

「まだそんなことを気にする余よ裕ゆうがおありなのですね。まぁ恐らく、中止になるでしょう。あなたがここにいることは誰も知りませんから」

　フェリシアはベルホルトが直々に呼んだ客人であり協力者だ。それに加え、フェリシアは小国とはいえ友好関係にある隣りん国ごくの王女。その王女がいなくなったとなれば、祭典どころではなくなるだろう。──それでは今までやってきたことの全すべてが水の泡あわになる。

「祭典の中止が、目的なんですか？　でもこんなことをしたところで、あなたに何の得が？」

　ずっとフェリシアを無機質な目で見つめていたスヴェンが、視線を逸そらした。

「……我がクリューガー家は戦いくさでここまでの地位を築き上げてきました。しかし最近のベルホルト殿でん下かの動向は、今まで国の為ために戦ってきた我ら騎士の歴史をないがしろにするものです」

「ないがしろ……？　そんなこと、ベル王子は……！」

「現に殿下の政策に反対する者はまだいるのですよ。……クリューガー家も、その一つです」

　スヴェンが言い終わってから、フェリシアは囚とらわれているはずなのに、自分があまり恐怖していないことに気付いた。

（何かしら……この方の、違い和わ感かん……）

　普ふ段だんのフェリシアなら、こんな状況に陥おちいったら、恐怖で何も言えなくなってもおかしくない。それでも冷静に物事を判断出来る。手は震ふるえているが、フェリシアは口を開いた。

「で、ですが……祭典では、軍事演習があります。そこで騎士団の強さを他国に知らしめることは出来るはず。なのになぜ、その邪じや魔まをするのですか？　祭典が成功すれば、騎士としての地位が落ちることはないはず……です……」

　スヴェンの威い圧あつ感かんで自信がなくなり、声が小さくなる。フェリシアが口を閉とざすと、初めてスヴェンの口角が上がった。

「平和ボケした国で、ちやほやされている王女さまには、わからんでしょうね」

　口元だけは笑っているが、その目には仄ほの暗ぐらい光しかない。

「何をしても、報むくわれないこの空むなしさは」

「っ……！」

　背筋が凍こおり、身体が動かない。スヴェンの目には、フェリシア個人への敵意が見てとれた。

「わ、私に、恨うらみがあるのなら──」

　口元の笑えみを消し、スヴェンは再び無機質な表情に戻もどる。

「あなたは気に食わない存在ですが、恨むほどではありませんよ。俺の恨みの矛ほこ先さきはあなたではありません」

「ベル王子……なのですか？」

　フェリシアがそう言うと、スヴェンの無機質な目に怒いかりが宿る。

「……殿下は、騎士の権けん威いをおとしめている。戦わない騎士団になど、何の意味もない……！」

　吐はき捨てるように言い、スヴェンはそれをきっかけに、胸の底に溜たまったものを吐き出すように、言葉を続けた。

「俺はクリューガー家の期待を背負い、その期待に応こたえ続けてきた。殴なぐられ蹴けられても、家と国のために、強くあろうと努力してきた。この国の誇ほこり高い騎士として認められるために、団長という地位まで上り詰つめた。……だというのに、騎士として活かつ躍やくする機会など、今やほとんどない！」

　大きな手がぎゅっと握り締しめられ、フェリシアは身を縮める。

「騎士の権威を知らしめるための祭典も、ただの浮うかれた祭りと成り下がった。殿下もなぜ俺ではなくフォルカーに運営を任せた!?　そのせいで、軍事演習でさえも見み世せ物ものだ！」

「で、ですがそれは、国民のみなさんに、騎士団の功績を知って欲しいからです！　あなた方がいるから、平和な国が出来たのだと……」

「たかが庶しよ民みんに認められて、騎士の権威が上がるものか！　王族や貴族に認められなければ、騎士に意味などない！」

「そんな、こと……」

　フェリシアは彼の言葉を否定しようとしたが、彼にはずっと、それが全てだったのだと思い、口を噤つぐんだ。

「……この俺が、一族や貴族からどれだけ馬ば鹿かにされたか、わかるか……っ！」

　俯うつむいたスヴェンの表情と声に、怒りと苦痛が滲み出て、溢あふれた。ずっと無機質だった目は、激情を押し殺していたからだった。

「……俺が築いてきたものを、殿下は奪うばっていった。周囲は俺が何をしても見もしなくなった。全てを壊こわす以外、訴うつたえる方法はないだろう？　他ほかにあるならどうすればいい、教えてくれ」

　スヴェンのその言葉は、心からの問いかけに聞こえた。フェリシアからの答えなど望めないとわかっていても、目の前の者に縋すがるしかないような、苦痛の声だった。

「何をしても、俺を認める者はもういない。もう何も、報われはしない……っ」

　スヴェンの目に宿る寂さびしさに、フェリシアは覚えがあった。

「……あなたはずっと、家のために尽つくしてきたのですね」

　自然と、そんな言葉がフェリシアの口から零れた。スヴェンが顔を上げ、大きく見開いた目でフェリシアを見つめてくる。

　知っている。彼の中にあるのは、自分を見てもらえない寂しさだ。

「一族に馬鹿にされて、王子の考えと家の考えは正反対で……だから、何をして良いか、わからなくなってしまったんですね」

　ただただ、自分を認めて欲しかっただけなのに。そのためだけに、彼は生きてきたのに。

　フェリシアにはフェリシア自身を見てくれる、両親とアロイスがいた。しかしスヴェンは家族からも見放されてしまった。両親とアロイスに見捨てられたらと考えて、フェリシアは身体の芯しんが冷たくなっていくのを感じる。──そんな気持ちを、彼はずっと抱かかえている。

「……あなたの気持ちが、私には、少し、わかります」

　フェリシアがそう言った瞬しゆん間かん、スヴェンはフェリシアへ怒りの感情を露あらわにした。

「わかるはずがない！　生まれながらに恵めぐまれているお前に、何がわかる！」

　スヴェンの大声と気き迫はくに、フェリシアは肩かたを竦すくめる。恐おそろしくて、震える両手を組んで堪こらえる。手だけではなく、身体も、声も震えた。それでもフェリシアは言葉を続ける。

「わ、わかりますっ。だって……何をしても、私は他人に、私自身を見てもらえないことが多かったから……っ」

　何かをして褒ほめられても、愛されても、それは祝福の力のおかげだった。それを知った時、誰だれの好意も信じられなくなった。

「……でも、ディアマントへ来て、そんなことないのかもしれないって思い始めたんです」

　目を瞑つぶると、ベルホルトの姿が浮かぶ。ベルホルトは自分の目で見たものしか信じていない。他のものには惑まどわされない、自分だけの指針で自分の歩む道を決めている。

　自分の力で自分の道を切り開こうとするベルホルトに、それを教えてもらった。

「私を評価してくれた人のように、私自身を見てくれた人のように、あなたの前にも、きっとあなたを見てくれる方がいらっしゃるはずです」

　目を開き、フェリシアはスヴェンを見上げた。ベール越ごしでも届くように、ベルホルトのように、強く見つめる。

「……目を瞑っていたのは、私だったのかもしれないんです」

　フェリシアは組んでいた両手を離はなし、スヴェンにゆっくりと右手を差し出した。

「誰も認めないというのなら、私があなたを認めます。あなたはきっと、この国のために必要な人です。だから、あなたのことを教えてください」

　差し出した手は震えている。自分でも頼たよりない手だと思った。しかしフェリシアの手を見つめる彼の瞳ひとみは揺ゆれ、その手は小さく動いた。それを隠かくすように、スヴェンは両手を握にぎり締める。

「黙だまれ……！　お前に、俺のことがわかるはずがない！」

　そう叫さけぶと、スヴェンはフェリシアに背を向けた。怒りをぶつけるような足音を立てて部屋を出て、控ひかえていた部下にフェリシアを拘こう束そくしておくように命じた。

　命令を遂すい行こうするため、男二人とフェリシアを攫さらった女が部屋に入ってきて、フェリシアの腕うでを摑つかんだ。彼らを見て、フェリシアはスヴェンの背中に向かって叫んだ。

「スヴェンさん！　なら、この方々はどうなのですか！　私を攫う危険を冒おかしてまで、あなたについてきているこの方々も、あなたを認めてはいないのですか!?」

　フェリシアを拘束する部下の手が、一瞬動きを止めた。

「……口もきけないよう、縛しばっておけ」

　スヴェンは絞しぼり出すような声でそう部下に命じ、部屋から出て行った。男達がフェリシアを押さえつける。

「や、やめてください……！」

　男に押さえつけられた状態のフェリシアに、女が言った。

「……手て荒あらな真ま似ねはいたしません。ですが、暴れられると傷を付けてしまいかねませんので、大人しくしていてください」

「は、放して！　やだ……っ」

　なけなしの力で暴れるも、屈くつ強きような男達に敵かなうはずもない。腕を後ろに回されてもフェリシアは抵てい抗こうしていた。逃のがれようとするのに必死で、ベールに手がかかったことに気が付かなかった。気付いたのは、びり、と布の破ける音がしたからだった。

「あ……っ」

　急に視界が開けたかと思うと、そこにいた者達の視線がフェリシアの顔に集中する。ベールを剝はぎ取ろうとした男の手から、破れたベールがぱさりと床ゆかに落ちる。

「ダメ！」

　フェリシアは叫びながらぎゅっと目を閉じて顔を俯うつむかせた。見えたのは一瞬。もしかしたら、彼らはフェリシアの目を見ていないかもしれない。しかしふと気付く。

（この人達の目を見れば、助かるかも──）

　それが助かる道かもしれない。目を開けようとして、思い留とどまった。

（でも、それではこの人達は、スヴェンさんを裏切ることになってしまうかもしれない）

　彼らはスヴェンの部下だ。彼らまでスヴェンを見放してしまうことになるかもしれない。

「う、うう……っ」

　目を閉じた暗くら闇やみの中、傍そばで男の呻うめくような声が聞こえて、フェリシアは目を開けそうになったが、目を頑かたくなに閉じたまま、周囲を音だけで探さぐる。

　フェリシアを拘束していた手が離れ、どさりと何かが倒たおれる音が至近距きよ離りでした。ほぼ間ま違ちがいなく、フェリシアを縛ろうとしていた男が倒れた音だった。フェリシアが薄うす目めを開けて窺うかがうと、やはり倒れた男の足が見えた。

　フェリシアは恐る恐る顔を上げた。傍かたわらにいた男は、尻しり餅もちをついてフェリシアを見上げていた。呆ぼう然ぜんとフェリシアを見る部下達の顔が、どんどん紅潮していく。

（あ、ダメ、噓うそ……っ！）

　フェリシアが顔を上げるタイミングを間違ったことに気付いた時には、もう遅おそかった。部下達はフェリシアを見つめ、そして叫んだ。

「美しいっ！」

「この神こう々ごうしいまでの美しさ、まるで地に下りてきた天使！」

「こんな天使に、なんて乱暴な真似を……！　ああっ、お許し下さい、フェリシア王女！」

　一いつ斉せいに膝ひざを突ついて頭こうべを垂れた部下達の行動は、さすがは騎き士しというべきか、一糸乱れぬものだった。フェリシアは感心したが、そんなことを考えている場合ではないと我に返る。

（あああああやっぱりいいいいい！　こ、これでは……っ）

　彼らの大声と膝を突く音が聞こえたのだろう。スヴェンが戻もどってくる足音がした。フェリシアはベールをもう一度被かぶり直そうとしたが、破られて上う手まく目元を隠せなくなっていた。辺りを見回し、慌あわててシーツを被る。その直後、スヴェンがドアを開けて入ってきた。

「何をしている！」

　縛られもせず、シーツにくるまっているフェリシアに、スヴェンが怒いかりとわずかな戸と惑まどいを部下にぶつける。

「どういうことだこれは！　おい！　早く王女を縛り上げろ！」

「申し訳ありません、スヴェンさま！　私には出来ません！」

「いくらスヴェンさまの命令とはいえ、こんな天使を縛り上げるなんて……！」

「この天使を縛りたければ俺を縛ってからにしてください！」

「何を言っている!?　正気か貴様ら!?」

　フェリシアを守るように立った三人の部下達に、スヴェンの目がスッと冷えた。それを見た部下達の身体からだが凍こおり付いたのを、フェリシアは間近で見てしまった。

「……わかった」

　スヴェンは声を発した直後、目にもとまらぬ速さで剣の鞘さやを繰くり出し、一人の男を殴なぐり倒した。部下はその一いち撃げきで床に倒れて動かなくなる。もう一人の男も、スヴェンに殴られ、蹴けられて床に倒れる。躊ちゆう躇ちよのないスヴェンの行動に、フェリシアは血の気が引いた。

「や、やめてください！　この方々は、あなたの──」

　残った女がフェリシアを押しのけ、下がらせる。

「フェリシア王女！　どうかお下がりください！　この方は並の騎士ではありま──」

　言葉の途と中ちゆうで、フェリシアを庇かばった女もスヴェンに横よこ面つらを殴られ、気を失った。

「これはどういうことだ！　こいつらは──」

　フェリシアに怒ど鳴なりつけようとしたスヴェンの言葉が途と絶だえた。シーツの下から見える位置にある手は、きつく握り締しめられ、震ふるえていた。その手を見て思わずフェリシアが顔を上げそうになった時、彼の静かな声がした。

「……お前の言った通り、俺のために危険を冒すような、信しん頼らいの置ける部下だった。それを易やす々やすと寝ね返がえらせるなど、何をした」

「私、は……」

　何もしていないと言えるだろうか。

（でも、信頼していた人を、裏切らせてしまった）

　何も答えられずにいるフェリシアに、スヴェンの冷たい声がした。

「そうか……お前がやったのか」

　スヴェンの手がこちらに伸のびてきた。フェリシアが目を瞑ると、彼はフェリシアが被っていたシーツを剝ぎ取った。ばさりとシーツが投げ捨てられる。

「顔を上げろ」

　その声にびくりと肩かたを震わせ、フェリシアは俯いたまま首を振ふったが、顎あごを摑まれて無む理り矢や理り顔を上げさせられた。

　薄うすく笑ったスヴェンの顔が見えた。空くう虚きよに見えたその笑えみが、フェリシアと目が合った瞬しゆん間かんに消える。そしてスヴェンの冷え切っていた瞳ひとみに、熱が宿る。

「そうか……瞬またたく間に人望を集められるあなたがいれば、俺はまた這はい上がれる。……あなたがいればいいんだ」

　慇いん懃ぎんに戻ったその口調には、温度があった。熱に浮うかされたようにも聞こえる声に、フェリシアは声を張り上げた。

「わっ、私は！　誰だれのものにもなりません……っ！」

　スヴェンが摑もうとしてきた手を、フェリシアはベッドから転がるように下りて避よける。必死で起き上がり、フェリシアは走って壁かべ際ぎわまで逃にげる。スヴェンはその場に立ったまま、フェリシアを振り返った。

「俺の気持ちが、わかるのでしょう？」

「……ええ。わかります」

「なら、逃げないでください」

　大きな体たい軀くの彼が、今ばかりは頼たよりない子どものように見えた。

「……俺にはもう、俺のことを認めてくれる人はあなたしかいない」

「あなたの気持ちは、わかります。でも、私自身を見てくれないとは、こういうことなのです」

　フェリシアの言っていることがわからないと言いたげに、スヴェンが目を細める。その目を直接見つめて、フェリシアは続けた。

「あなたは私の素す顔がおを見て、態度を変えました。それは本当に、私が美しかったからですか？」

　スヴェンは不可解そうな顔をしながら、それでも頷うなずいた。

「ええ、もちろんです。俺はあなたを利用したいだけではありません」

「そうじゃ、ないの……っ」

　──やっぱり、祝福の力は確かなものだった。ベルホルトも、本当は祝福の力の影えい響きようを受けているのかもしれない。

　フェリシアは小さく頭を振ってから、ドアへと走り、部屋から飛び出した。

「この屋や敷しきは元要よう塞さいです。階下には侵しん入にゆう者用の罠わなを張り巡めぐらせています。行ってはなりません」

　背後から冷静なスヴェンの声と、焦あせってもいない足音が追ってきた。




　息を切らしながら、フェリシアは階段を駆かけ上がる。元要塞だというなら、罠は本当だろう。上階に逃げることしか出来なかった。

　階段を上った先のドアを開けると、強い風がフェリシアに吹ふき付けてきた。屋上だ。偵てい察さつ用と転落防止のためか、フェリシアの胸むな元もと辺りまで欄らん干かん状の壁がぐるりと囲んでいる。他ほかに通路はないかと探したが、どこにも下りられそうな場所はない。壁を乗り越こえられなくはないが、そこから下に足場らしい足場もない。落ちたらほぼ確実に死ぬ高さだ。

「どうしよう……どうしたらいいの……!?」

　フェリシアが壁に寄りかかり、その場で項うな垂だれていると、風の音に交じって誰かの声がした。それは屋敷の外から聞こえた。

「──リ！　フェリ！　そこにいるのか！」

　良く通るその声に、フェリシアは壁から身を乗り出す。馬に乗った数人の兵士達と、イグナーツとルディの姿もある。その先頭には、こちらを見上げるベルホルトの姿があった。

「ベル王子……!?　どうしてここが……」

「フェリ！　そこにいるんだな!?」

　離はなれた場所からアロイスも駆けてきてフェリシアを見つけてくれた。リリィの姿もある。

「アロイス！　リリィ！」

「待ってろ、今助ける！」

　アロイスがそう言い、引き連れていた兵士達と屋敷に入ろうとしたが、フェリシアはスヴェンが言っていたことを思い出して声を張り上げた。

「ダメです！　屋敷の中には罠があります！　入って来てはダメ！　そこにいてください！」

　フェリシアの言葉に、イグナーツとルディ、兵士達が足を止めた。フェリシアはホッとしたが、自分の視界が明めい瞭りようなことに気付く。イグナーツ達はフェリシアの目を、遠目でも見てしまった。だからフェリシアの言葉に抗あらがえず、足を止めていた。

　しかしそれでも、フェリシアの言葉を聞かない者がいた。

「アロイス！　リリィ！　ダメだってば！」

　アロイスとリリィはフェリシアが叫さけんだ時には、すでに屋内へ飛び込んでいた。

　周囲の制止を振り切って、ベルホルトも馬を駆った。

「殿でん下か！　どちらへ!?　屋敷には入らないでくださいよ!?」

「ベル！　フェリがここにいろって言ってるだろ！」

「知ったことか」

　イグナーツとルディも、ベルホルトが動いた後、躊躇してから彼を追いかけた。

（やっぱり、ベル王子には祝福の力が効いてないの……？　どうして？）

　ここから身を乗り出した時、ベルホルトは確かにこちらを見た。イグナーツやルディ、他の兵士達もフェリシアを見て、「そこにいて」という言葉通り、動きを止めていた。

「見つかってしまったんですね。どうやって探さぐり当てたのやら」

　スヴェンの声がして、フェリシアは振り返る。見つかったことに焦りもしていない。彼の目には諦あきらめと、自じ暴ぼう自じ棄きの色があった。

「スヴェンさん。もうやめましょう。これ以上はあなたの立場が悪くなるだけです」

「あなたが俺のものになってくれるというのなら」

「わ、私などがいなくとも、あなたは認められる人だったんです。だから……っ」

「もう遅おそいですよ。だが、あなたが俺の傍そばにいてくだされば──」

　そう言いながら、スヴェンがフェリシアの腕うでを摑つかんだ、その時だった。

「興味深い話だな。俺にも聞かせてもらおう」

「え……？」

　スヴェンの背後から聞こえたその声に、フェリシアだけでなく、スヴェンも驚きよう愕がくした。スヴェンが振り返ると、その人物の姿が見えた。

　欄干状の壁の向こうから現れたベルホルトが、スヴェンに向かって剣けんを振り下ろしていた。突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに、スヴェンも驚きつつ辛かろうじて回かい避ひする。

　剣は避けたが、振り上げたベルホルトの足が体勢を崩くずしたスヴェンの鳩尾みぞおちに入った。スヴェンは呻うめき声を上げながら背後に倒たおれる。

　ベルホルトはフェリシアの腰こしを引き寄せて担かつぎ上げ、スヴェンから距きよ離りを取った。フェリシアを地面に下ろし、ベルホルトは顔を覗のぞき込んだ。

「無事か、フェリ」

「は、はい……っ」

　ベルホルトの深緑の瞳を見た瞬間、安あん堵どのあまり目に涙なみだが浮かび、身体からだから力が抜ぬけそうになる。ベルホルトが肩を抱だいて支え、フェリシアも彼の服をぎゅっと摑んだ。力強い鼓こ動どうが、フェリシアを安心させる。

「遅くなってすまん」

「いいえ！　来てくださった、だけで……。でも、どこから……？」

「お前が屋敷の中には罠があるというのでな。壁を登ってきた。流石さすがに少々骨が折れたぞ」

「こ、ここの壁を？　い、命いのち綱づなもなしで、ですか……？」

　フェリシアは状じよう況きようも忘れて、思わずそう尋たずねていた。ベルホルトは平然と頷いたが、そこは先ほどフェリシアも下りられないかと足場を探した場所だ。足場らしい足場はなかったはずだ。第一、人が登ってくるには危険な高さだ。普ふ通つうは登ろうとは思わないだろう。だからこそスヴェンも驚おどろき、奇き襲しゆうという形が成功したのだろう。

「殿下……っ！」

　腹を押さえて立ち上がったスヴェンを見て、ベルホルトはフェリシアを背後にして向き合う。

「さすがは騎き士し団長だな。この程度では倒れんか」

　フェリシアを庇かばい、ベルホルトは再び剣を構える。その横顔は笑っていたが、余よ裕ゆうのある表情ではない。相手にするのは、騎士団長という騎士団の中でも最も強い男だった。

　剣を抜いたスヴェンは、ベルホルトではなくフェリシアを見つめていた。

「その方を奪うばうことは許しません」

「王女を嫁よめにでもする気か？」

「俺にはもう、その方しかいないんだ！」

　スヴェンは叫びながら剣先をベルホルトに向けた。それを見て、フェリシアは咄とつ嗟さに声を上げる。

「ち、違ちがいます、スヴェンさん！　あなたがそう思うのは──」

　フェリシアはそこまで言って、ベルホルトの言葉を思い出して口を閉とざす。

　──俺の気持ちを、お前が間違いなどと断じるな！

　たとえ祝福の力によるものでも、フェリシアが人の気持ちを間違いとは決めつけられない。

　しかし、フェリシアがスヴェンのものになり、祝福の力でスヴェンがやり直すというのは、彼が本当に望むところではない気がした。

「フェリ、下がっていろ」

「い、嫌いやです……ダメです。これでは、スヴェンさんは報むくわれないままです」

　フェリシアの言葉を聞いたスヴェンの剣先がわずかに揺ゆれ、彼の顔に笑えみが浮うかぶ。

「では……俺の許もとに来てくださると……？」

　ベルホルトの腕を震ふるえる手で摑みながら、フェリシアは首を振ふった。

「……いいえ、それは出来ません。それでは、何も変わりません。あなただって、わかっているはずです。それでは誰だれにも認められないと」

　フェリシアの言葉に、スヴェンの目が戸と惑まどいで揺れた。

「フェリ！」

　ドアが勢いよく開き、アロイスが駆かけ込んできた。仕し掛かけられた罠わなをかいくぐってきたのか、息を荒あらくする彼の身体には小さな傷がいくつかあった。

「アロイス！　怪け我がを……！」

　フェリとベルホルトの姿を確かく認にんすると、アロイスは腰こし元もとの剣を抜いた。

「その剣を捨てろ。さもないと殺す」

　冷たく、低い声が響ひびく。いつもフェリシアをからかう飄ひよう々ひようとしたアロイスとは思えない声に、フェリシアさえも背筋が凍こおる。

　アロイスは冷たくも激しい怒いかりを湛たたえた目をスヴェンに向けたが、彼は剣を構えたまま動こうとしない。恐おそらく、彼の中でも葛かつ藤とうがあるのだろう。しかし怒りの沸ふつ点てんを超こえているアロイスには関係なかった。

「──リリィ」

　アロイスが静かにリリィを呼んだが、アロイスの足あし下もとにリリィの小さな姿はない。

　次の瞬しゆん間かん、アロイスの背後、ドアの向こうから獣けものの唸うなり声がした。リリィの「ぴゃ」という可愛かわいらしい鳴き声ではない。暗がりから普ふ段だんのリリィほどの大きな前足が現れ、濃こい蜂はち蜜みつ色と黒の縞しま模も様ようの大きな獣が現れた。鋭するどい牙きばを剝むきだしにして、雷らい鳴めいのような咆ほう哮こうを上げる。

　空気をビリビリと震わせるほどの咆哮に、獰どう猛もうそうな顔立ち。しかしフェリシアはまったく恐きよう怖ふを感じなかった。可愛いとすら思ってしまう。

「リ、リィ……？」

「リリィ？　あれは間違いなく虎とら……しかも成せい獣じゆうだぞ」

　ベルホルトが怪け訝げんそうに言った言葉に、フェリシアは首を振った。

「いいえ、リリィです」

　リリィはフェリシアが幼い頃ころから一いつ緒しよだった家族だ。その虎がリリィだと、すぐにわかった。ただただ、いきなり大きくなったことに驚くばかりだった。

「リリィ……どうして、そんなに大きくなってるの……？」

　アロイスがリリィの太い首を撫なでた。

「こいつはただの動物じゃない。俺が作った、お前を守るための使い魔まだよ」

「え……使い、魔？　魔法使いの？」

　アロイスが魔法使いの血筋だということは知っていたが、リリィが使い魔だということはフェリシアも初耳だった。

「そうだ。リリィはお前を守るためにずっと傍につけておいたんだ。でもお前は誘ゆう拐かいされた。リリィもお前から離はなれたことを後こう悔かいしてる。……名めい誉よ挽ばん回かい、しないとな」

　その言葉に応こたえるように、リリィは唸り声を上げながら、鋭い爪つめのある足をスヴェンへと歩ませる。巨きよ体たいに似合わず、足音はしない。その顔は狩かりをする顔つきになっていた。スヴェンもさすがに顔を引きつらせ、後あと退ずさる。

「リリィ、ダメ！　待って！」

　フェリシアの声に、リリィは足を止めた。

「行け、リリィ。フェリを傷つける奴やつを許すな」

　冷たい声でそう言ったアロイスは本気だった。

「待て」

　再びスヴェンの許へ向かおうとしたリリィを、ベルホルトの声が制する。牙を見せて唸るリリィにも怯ひるまず、ベルホルトは背後のフェリシアを視線で指した。

「お前の主人は今、一人の人間を救おうとしている」

　ベルホルトがそう言ったのを聞き、アロイスが目を眇すがめた。

「救う……？　自分を攫さらった人間をかよ」

「フェリがどういう人間かは、お前達が一番知っているのではないか？」

「っ……！」

　ベルホルトのその言葉に、アロイスは声を詰つまらせ、リリィも動きを止めた。

　自分がどういう人間かなんて、フェリシアにはわからない。ただ、スヴェンの寂さびしい気持ちがわかってしまったから、無視は出来なかった。

「スヴェンさん」

　フェリシアはもう一度スヴェンを見上げ、彼の視線をアロイスとリリィから自分へと戻もどした。

「どうかもう一度、考えてください。あなたを認める方は、たくさんいらっしゃるはずです。身分なんて関係なく、あなたは必要とされてきたはずです」

　スヴェンの手から力が抜ぬけ、剣けんを下ろした。即そく座ざにリリィがその剣を咥くわえて奪い去った。それでもスヴェンはリリィを見向きもせず、だらりと手を下げて俯うつむいている。

　フェリシアはスヴェンに歩み寄ろうとしたが、ベルホルトに止められた。しかしもうスヴェンに武器はない。フェリシアがじっと見つめると、ベルホルトは制した手を下ろし、背中を支えながら一緒に来てくれた。背中に触ふれる手が、心強い。

　フェリシアはスヴェンの前に立ち、そっとその大きな手に触れた。弾はじかれたように顔を上げたスヴェンが、フェリシアを食い入るように見つめる。

「スヴェンさん。私は、あなたに報われて欲しいんです。でもそれは、私の力ではなく、あなた自身の力で報われて欲しいんです。ずっと努力してきたあなたが、私の力でやり直して、本当に幸せになれるとは思えないんです」

　手に触れながら、フェリシアは少しでも祝福の力が及およばないよう、目を伏ふせて言った。

「一族の方々が考える幸せではなく、あなたの考えるあなたの幸せを、考えてください」

　触れた手がわずかな力で握にぎられ、フェリシアは目を開ける。スヴェンはその場に跪ひざまずいていた。

　大きく無骨な手が、フェリシアの細い手を縋すがるように握り、彼は絞しぼり出すような声で言った。

「……っどうか、今だけは……この手を握ることを、お許しください……っ」

　スヴェンがそう言った後、フェリシアはその言葉の答えとして、彼の手を握り返した。スヴェンは顔を上げてフェリシアを焼き付けるように見つめ、手を離して頭を下げた。

「……謝って済むとは思っておりません。処しよ罰ばつは、いかようにも」

　スヴェンはフェリシアではなく、その後ろにいたベルホルトにそう言っていた。

　その場に座り込んだスヴェンを見て、アロイスがフェリシアの許に駆け寄ってきた。

「何ともないか、フェリ！」

「うん、だいじょう……ぶ？　アロイス？」

　フェリシアはアロイスの腕うでに引き寄せられ、きつく抱だき締しめられた。その手が冷たく、震えている気がするのは、気のせいだろうか。

「……心配させんな、このアホ王女」

「ごめんなさい。来てくれてありがとう、アロイス」

　フェリシアも彼の背中に腕を回して抱き締める。こんな風にアロイスに抱き締められるのは久しぶりで、いつもアロイスの後を追いかけていた幼い頃を思い出した。

「そのぐらいで許すと思ってんのか。大好きお兄さまぐらい言っ──ぐっふ！」

　いつもの調子でからかいだしたアロイスの呻うめく声がして、彼の腕の力が弱まる。

「こっの、リリィ……お前、主人に向かって……っ」

　視線を落とすと、リリィがアロイスの脇わき腹ばらに頭ず突つきしていた。威い力りよくは相当なものだったのか、アロイスはその場に蹲うずくまったが、リリィは主人である彼を押しのけてフェリシアに大きな鼻先を擦こすりつけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、リリィ。心配させちゃって、ごめんね。でも、どうしてここがわかったの？」

「リリィはお前と離れても、お前を追えるようにしてあるんだよ」

　リリィに頭突きされた脇腹を押さえながら、アロイスが答える。

「じゃあ、リリィが見つけてくれたのね。ありがとう。本当に賢かしこいね」

　フェリシアが顎あごの下を撫でると、リリィはゴロゴロと気持ちよさそうな音を出す。かなり低音で、顔も怖こわくなっているが、その表情は確かにリリィのものだった。

　深く頭こうべを垂れたままのスヴェンの前に、ベルホルトが立って言った。

「スヴェン。お前を拘こう束そくする」

　拘束などしなくても、スヴェンはもう誰だれにも危害を与あたえないだろう。フェリシアがベルホルトを止めるように彼の腕に触れた。しかしベルホルトはスヴェンに視線を向けたまま言った。

「どんな事情があろうと、こいつは一国の王女を攫った罪人だ。罰ばつは受けねばならん」

　フェリシアとスヴェン、恐らく両方に言っているのだろう。スヴェンは立ち上がって大人しく腕を出し、フェリシアを見た。

「その通りです、フェリシア王女。あなたに認めていただくのは、この罪を償つぐなってからです」

　どこかすっきりした顔でそう言ったスヴェンの両手に、ベルホルトが手て錠じようを嵌はめた。

「スヴェン。詳くわしい話は後で聞くが、これはお前一人の企たくらみか？」

　ベルホルトの問いかけに、スヴェンは数秒、口を閉とざした。しかし一度フェリシアを見ると、迷いを吹ふっ切るように首を振ふってはっきりと答えた。

「……いえ。父をはじめ、クリューガー家の者は皆みな知っております」

　フェリシアは彼の境きよう遇ぐうを聞いている。スヴェンは家族に、一族に認められたいという願望があった。今までそのために尽つくし、そして今回フェリシアを誘拐した。ベルホルトの問いに答えることは、その家族をも罪に問う行こう為いだ。それがどれだけ勇気の必要な行為か、フェリシアには想像もつかない。しかし彼は自分自身と家族の間ま違ちがいを告白し、変わろうとしていた。

「恐おそらく父も、殿でん下かに反対する者の一部から命じられたことでしょう。私がしくじったことで、祭典中は大人しくなると思いますが、中にはまだ──」

　スヴェンの言葉の途と中ちゆうで、ヒュ、と風を切るような小さな音が聞こえた。その音が聞こえた瞬しゆん間かん、ベルホルトがスヴェンの肩かたを思い切り押した。

　手錠の嵌められたスヴェンは体勢を崩くずし、フェリシアの方へと勢いよく倒たおれ込んできた。

「フェリ！」

　倒れ込んできたスヴェンの大きな身体からだを防ぐように、アロイスがフェリシアを抱き締めたが、そのまま三人で倒れ込んでしまう。

　フェリシアは腰こしを少しばかり打ったが、頭と背中は咄とつ嗟さにリリィが身体を滑すべり込ませてくれたおかげで痛みはない。

「あ、ありがとう、リリィ。……アロイスも」

　リリィはゴロゴロと喉のどを鳴らして応こたえる。しかし目の前では、アロイスが倒れ込んできたスヴェンの下した敷じきになり、フェリシアを庇かばってくれていた。

「お、おい、早く退どけ……！　重い！　何で、俺がこんな目に……！」

「申し訳ありません！　ですが、殿下が突とつ然ぜん……」

　スヴェンがアロイスの背中から立ち上がり、ベルホルトを振り返るのと同時に、フェリシアも彼を見た。彼の左手の先から血がぽたりと落ちたのを見て、フェリシアは顔を蒼あおざめさせた。

「ベル王子！」

　ベルホルトの数歩前には、矢が一本落ちていた。その矢がベルホルトの左ひだり腕うでを掠かすめ、血を流させたようだ。

　ベルホルトの様子を見た瞬間、アロイスは即座にフェリシアを庇うように抱き締めて叫さけんだ。

「リリィ、犯人を捕とらえろ！」

「西の塔とうだ！　今影かげが動いた！」

　ベルホルトの声と指さした方向に、リリィは大きく咆哮しながら、屋上から飛び降りていた。フェリシアは一いつ瞬しゆんひやりとしたが、リリィはただの虎とらではない。

　フェリシアはアロイスの腕から抜け出し、ベルホルトの許もとへ駆かけ寄った。

「ベル王子！　お怪け我がは!?」

「掠り傷だ」

　矢はベルホルトの左上じよう腕わんに掠り、服が切れて赤い血が滲にじんでいた。

　ベルホルトの前にスヴェンが両りよう膝ひざを突ついて頭を垂れた。

「申し訳ありません、殿下！　今のは、恐らく……っ」

「しくじったお前を口くち封ふうじするつもりだったのだろうな」

　傷口を見たまま、ベルホルトは答えた。スヴェンは大きく目を瞠みはり、そして叫んだ。

「わかっていらっしゃったのなら、なぜ、私まで庇われたのです！」

「お前は、フェリが認めると言った者だからだ」

「何を……私は罪人ですよ!?」

「やったことは罪だ。だがお前は、騎き士しの魂たましいまで、捨てたわけ、では……っ」

　いつもは力強いベルホルトの声に震ふるえが交じり、彼の身体はぐらりと傾かたむき、膝を突いた。屈くつ強きような彼には似合わない光景にフェリシアは目を瞠ったが、誰より一番驚おどろいていたのはベルホルト自身だった。目を見開いて血が流れている左手を見下ろしていた。

「ベル王子！　どうされたんです!?」

「いや……心配ない。この程度の傷、俺なら、何とも、な……っ」

　言葉とは裏腹に、ベルホルトの呼吸が荒あらくなり、額からは汗あせが噴ふき出していた。顔を歪ゆがめ、ついに彼はその場に倒れた。
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「ベル王子！」

　フェリシアは倒れたベルホルトに縋すがり付く。ベルホルトの様子を見て、アロイスは落ちている矢に駆け寄った。

　覗のぞき込んだベルホルトの顔色は真っ青になっていて、フェリシアからも血の気が引く。

「くそ、何だ、身体が、動かん……っ」

　呻くベルホルトの身体がガクガクと震えだす。

「ベル王子!?　しっかりしてください！　傷が痛むのですか？」

「フェリ。傷口には絶対に触ふれるな」

　腕に触れようとしたフェリの手を、アロイスがきつく摑つかんで止めた。

「矢に毒が塗ぬられていた。しかも相当強い毒だ」

「う、そ……」

　アロイスはベルホルトの前に座り、自分のベルトを外した。これ以上毒が回らないよう、ベルホルトの傷口の上をベルトできつく縛しばる。苦しげに顔を歪めて目を閉じるベルホルトに、フェリシアは縋り付く。

「噓うそ……っ！　嫌いやです、ベル王子！　目を開けて！」

「フェリ。俺は下の奴やつらを呼んでくる。お前はここで王子を呼び続けろ。いいな？」

　アロイスはフェリシアの顔を上げさせて目を見てそう言った。フェリシアが頷うなずくと、安心させるように笑った。

「大丈夫だ、すぐ戻もどってくる。──スヴェン、お前は俺と一いつ緒しよに来て、この屋や敷しきの罠わなを解除しろ」

　階下には罠が仕し掛かけられている。しかしここへフェリシアを連れて来たスヴェンなら、罠を解除出来るはずだ。スヴェンは冷静に頷き、一度フェリシアを見て言った。

「……殿下を、頼たのみます」

　手錠はつけられたままだが、スヴェンは大人しくアロイスについて行った。

「ベル王子……っ！」

　フェリシアが再度ベルホルトに呼びかけると、彼は目を開けてフェリシアに笑った。

「矢が掠ったぐらい、何でもないと……侮あなどっていたな。イグナーツに、説教、されそうだ。ルディあたりには、笑われる、な……」

　ベルホルトの冗じよう談だんめかした声から、どんどん力がなくなっていく。

「ダメ、ダメですよベル王子！　しっかりしてください！」

　フェリシアはベルホルトの手を握にぎったが、彼の手は握り返してくれない。それがひどく不安を煽あおった。いつもはしっかりと前を見み据すえている目に、瞼まぶたが落ちる。

「やだ、やだやだやだっ！　いつもみたいにこっちを見て！」

　フェリシアが叫ぶと、ベルホルトは笑って、薄うすく目を開ける。

「いつもは、自分で隠かくしているくせに……っ」

「もう隠しませんから！　だから……っ」

　涙なみだが滲む。ぼやけた視界が邪じや魔まで一度強く目を閉じると、次々に涙が溢あふれる。目を閉じようとしたベルホルトが、頰ほおに落ちてきたフェリシアの涙で目を開けた。夏の若葉のような力強い深緑の瞳ひとみが、フェリシアだけを映す。

「嫌です……私は、まだ、あなたの瞳に映っていたい。これからも。……ずっと」

　フェリシアを見つめながら、ベルホルトはゆっくり唇くちびるを開いた。

「フェリ。──俺に、キスをしろ」

「は……？」

　何を言われたのか一瞬わからなかった。フェリシアの顔を見て、ベルホルトは苦しげにしながらもおかしそうに笑った。

「それで、生き返る……気がする」

　からかったのか、それとも安心させようとしたのだろうか。そう思うと、フェリシアの涙がさらに溢れ出る。まだこの人の目を見ていたいのに。

「っこんな時に、ふざけないで、くださっ……」

「ふざけてなど、いない。昔、な……俺は、お前に、手にキスをされて……病が、治った……」

「え……？」

　昔。病。手にキス──聞き覚えのある単語に呆ぼう然ぜんとしていると、ベルホルトの震えた手がフェリシアの頰に触れた。もはやその手は自由に動かせないのだろうが、それでもベルホルトはフェリシアの首に手を回し、自分の方へと引き寄せた。

　フェリシアの唇が、ベルホルトの唇に触れる。毒のせいか、ベルホルトの唇は震えていた。それが別れの言葉のように思えて、フェリシアの目から涙が零こぼれる。

　フェリシアの頭を引き寄せたベルホルトの手から力が抜ぬけ、フェリシアの頰と首を撫なでながら落ちる。震えていた唇が、小さく息を吐はき、そして止まった。

　フェリシアは唇を離はなし、彼の顔を見下ろした。顔色が悪いまま、彼は目を閉じている。

「ベル王子！　ダメです、起きて！」

　胸に縋り付いて叫さけぶが、彼からの反応はない。──息さえしていない。

（やだ……このままお別れなんて、絶対に嫌……っ！）

　ベルホルトの手を強く握り、フェリシアは心の中で祈いのった。

（私が祝福されているというのなら、どうか、この人を助けて！　死なないで！）

　叫び出したいほどの気持ちを込めて、フェリシアはもう一度彼に口付けた。

　唇を離して彼の顔を見ると、また新しい涙が零れる。

「お願いです。もう一度……私を見てください、ベル王子……！　ベル王子！」

　握り締しめた手を頰に寄せ、フェリシアはベルホルトを呼び続ける。

　力になりたいと思った。もう一度ちゃんと話したいと思った。その瞳に私を映して欲しいと思った。そして──昔の病と言った。あなたは、あの初はつ恋こいの男の子かもしれないのに。

（まだ、あなたのことを私は何も知らないのに……あなたを、全部知りたいのに……っ！）

　こんなところで終わっていい人のはずがない。終わって欲しくない。

「目を、開けてください……っ」

　フェリシアがそう言った時、ベルホルトの胸が小さく上下した気がした。

「……っは」

　息を吐くだけの、弱々しい笑い声が近くで聞こえた。急いで涙を拭ふいて目を凝こらすと、ベルホルトの胸は確かに上下し、口元が動いた。

「ベル、王子……？」

　フェリシアがそっと呼びかけると、彼の瞼が開いた。その瞳がフェリシアを捉とらえ、わずかに開いた口元が、笑えみの形を作る。

「……フェリ」

　ベルホルトの唇が動いて、フェリシアの名前を呼んだ。
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「……はい……はいっ！」

　せっかくもう一度その目に自分を映してくれたのに、また涙が邪魔をする。震ふるえる声の返事が聞こえていたか不安で、握った手を頰に寄せた。

　ベルホルトははっきりと目を開け、フェリシアを見て笑った。

「ははっ……ダメ元だったんだが、まさか本当に治るとはな。お前は一体、何なんだ？」

　自力で起き上がり、ベルホルトはフェリシアに笑いかける。本当に、もう一度目を開けてくれた。こっちを見てくれた。

「っ……！」

　言葉なんて何も浮うかんで来なくて、フェリシアはベルホルトの首に抱だきつく。抱きつかれるとは彼も思っていなかったのか、彼の身体からだが少しばかり仰のけ反った。しかしすぐに体勢を戻し、フェリシアの背中を抱き締め返してくれた。力強いけれど優やさしいその腕うでに、また涙が零れる。

　ベルホルトがここにいてくれる。その事実がたまらなく嬉うれしくて、幸せだった。

（よかった、本当に………………あれ？）

　フェリシアはしばらくそのままで泣いていたが、ふととんでもない体勢であることに気付き、ベルホルトの肩かたに手を置いて離れようとした。が、ベルホルトはしっかりとフェリシアの身体を抱き締めて放さない。

「あ、あの……す、すみませ……っ！」

　フェリシアは真っ赤になって謝ったが、ベルホルトは目が合って嬉しそうに笑う。少年のような、悪戯いたずらっぽい笑み。

「やはりお前は、生きる希望を与あたえてくれる存在だ」

　目の前で彼は笑い、その瞳にフェリシアを映していた。深緑の中のフェリシアは、泣きながら笑っている。しかし不意に、目の焦しよう点てんが合わなくなる。

「ベル王子……？」

　彼の大きな手がフェリシアの頰に触ふれ、引き寄せられる。

（あ……）

　ベルホルトの意図に気付いた瞬しゆん間かん、フェリシアの頭ががしりと摑つかまれ、背後に引っ張られた。仰あお向むけに倒たおれそうになったが、背中に誰だれかの腕があった。

「おいこら……クソ王子、何してやがる……っ！」

　仰向けに倒れたフェリシアの視線の先には、肩で息をし、怒いかりの目をしたアロイスがいた。その口調には、もはやベルホルトが王子である遠えん慮りよなど一いつ切さいない。立ち上がったベルホルトから拗すねたような小さな舌打ちが聞こえた。

　アロイスが真っ赤になったフェリシアを立たせてベルホルトから引き離す。

「どういうことだよ、これは。あれは確かに猛もう毒どくだったぞ。一体、何で……」

　アロイスがフェリシアとベルホルトに尋たずねようとしたとき、大勢の足音が聞こえて来た。アロイスに遅おくれて、イグナーツ達が到とう着ちやくしたようだ。

（ど、どうしよう……アロイスはきっとベル王子が毒矢を受けたと言って、イグナーツさん達を連れて来たのだろうし、何て言えば……！）

　フェリシアが慌あわてていると、ドアが勢いよく開き、イグナーツとルディを先頭に、兵士達が屋上に雪な崩だれ込んできた。

「殿でん下か！　毒矢にやられたと、聞きました、が……」

　イグナーツはいつも通りの姿で立っているベルホルトの全身を上から下までしっかり見て、徐じよ々じよに声を小さくしていった。ベルホルトも平然とした顔でその視線を受け止める。

「そう見えるか？」

「「全然」」

　イグナーツとルディは真顔で即そく答とうし、同時に報告してきたアロイスを見た。

「俺も、どういうことかわからな──」

　そこまで言って、アロイスは限界まで目を見開き、フェリシアを見下ろしてきた。

「フェリ……お前まさか、王子に……っ！」

　アロイスはフェリシアがベルホルトに何をしたのか察したようだった。フェリシアは真っ赤になって口元を覆おおい、顔を逸そらして小声で言う。

「だ、だって……ベル王子が、しろって……っ」

　固まるアロイスと真っ赤になるフェリシアを、イグナーツ達は怪け訝げんそうに見つめている。

　ベルホルトはそんなフェリシアとアロイスを一いち瞥べつしてから、視線をイグナーツ達に戻もどした。

「少々大おお袈げ裟さに倒れてしまったようだ。もう何ともない」

「本当ですか？」

「俺を誰だと思っている」

　ベルホルトは胸を張り、言い放つ。その言葉の持つ説得力は、壁かべを登ってここまで来たような、彼の超ちよう人じん的な身体能力が裏付けたのか、イグナーツとルディはひとまず納なつ得とくしたようだ。

　その様子を見ながら、アロイスがため息を吐ついて、フェリシアに小声で言った。

「……王子はもう大だい丈じよう夫ぶだろうな」

「本当に？　どうして……？」

　アロイスは珍めずらしく不ふ機き嫌げんさを剝むき出しにしてフェリシアを見下ろしてきた。

「お前、王子に死ぬなって祈っただろ？」

「う、うん……それは、もちろん……」

　さらに大きなため息を吐き、ひどく億おつ劫くうそうに、アロイスは答えた。

「恐おそらく、お前がそう祈ったことで、祝福の力が発動して、王子の体内の毒を消したんだろ」

「それって、私がキスしたものに、少しだけ分けられる力と、同じもの……？」

「ああ。願いの大きさが段だん違ちがいだったみたいだけどな。お前が魔ま法ほうで治したようなもんだよ」

　にわかには信じられなかったが、あの状態のベルホルトが一いつ瞬しゆんで治るなど、奇き跡せきか魔法としか思えない。しかしそれをベルホルトに言って、信じてもらえるだろうか。彼は以前、まじないの類たぐいは信じないと言っていた気がする。

　どう説明しようかと考えていると、ルディが呆あきれた顔をベルホルトに向けて言った。

「まぁ、お前が大丈夫って言うんなら、大丈夫なんだろ。──ところで」

　ルディはそう言ってベルホルトの胸を拳こぶしで軽く叩たたいてから、フェリシアを見た。その動きに倣ならうように、イグナーツや他ほかの兵士達もこちらを見つめてきた。いきなりこちらに視線が集中し、フェリシアはどっと汗あせが噴ふき出す。

（な、何？　私、何かしてしまった……!?　あ、そうか私、攫さらわれてここに来たんだった！　そうよね、こんな忙いそがしい時に攫われるなんて、迷めい惑わくよね！　お、怒おこられる……!?）

　ぎゅっと両手を握にぎり締めてびくびくしていると、アロイスが「あ」と何かに気付いた声を発した。その次の瞬間だった。

　イグナーツの口が動き、彼はよろりと身体を傾かたむけた。生き真ま面じ目めな彼の眼鏡めがねがずれる。

「や、やはり、地上で見たものは本当だった……女め神がみが、女神が降臨していらっしゃる……！」

　紅潮した顔で、イグナーツはフェリシアに向かって興奮した言葉を発した。他の兵士達も、顔を赤く染めてフェリシアを見つめていた。

　一瞬頭が真っ白になり、フェリシアは固まる。が、すぐに我に返って自分の顔にバチンと両手を叩きつけた。そこに顔を覆うベールはない。

（きゃあああああ！　忘れてたああああああ！）

　心の中で絶ぜつ叫きようし、フェリシアは顔を覆ったまま俯うつむく。ベールが取れたままだったことをすっかり忘れていた。すでに兵士達からは褒ほめ殺しの言葉が飛び交かっており、それがじわじわとフェリシアの体力を奪うばっていく。

　俯いていると、こちらに走ってくる軽かろやかな足音が聞こえた。

「私の友達、超ちよう絶ぜつかっわいいいいいいっ！」

「きゃっ！　ル、ルディさん……っ!?　むぐっ！」

　ルディが叫さけびながら、フェリシアの頭を抱き締しめた。

「えー！　何でこんなに可愛かわいいのにベール被かぶってんの!?　あーこれは反則だ、可愛いー！」

　ルディはそう言いながら、フェリシアをぎゅうぎゅうと抱き締めてくる。重ねた服でわからなかったが、意外に大きな胸に顔を圧あつ迫ぱくされる。

「ルディ！　貴様、高貴で神聖なフェリシア王女に何をしている！　離はなれろ！」

　イグナーツの怒ど鳴なり声に、ルディはベッと舌を出して断った。そんなルディの両肩に、ベルホルトとアロイスの手がかかった。

「「放せ」」

　両肩を男二人に摑まれるも、ルディは冷静な目で二人を見て小声で言う。

「なーに我が物顔で言ってんだか。別にまだお前らのもんじゃないだろー？　だいたい、フェリが顔見せんの嫌いやがってるだろ。だから私がこうしてんだよ。気付けよ」

「「ぐっ……！」」

「ルディさん……！」

　彼女の気き遣づかいに感動するフェリシアに、ベルホルトとアロイスが同時に押し黙だまった。二人がこんなに悔くやしそうな顔をするのは珍しい。だがそれが何な故ぜかはわからない。

　ルディのハンカチを頭に被かぶせてもらったその時、屋や敷しきの外から獣けものの大きな咆ほう哮こうがした。その場にいた者達がざわつく中、フェリシアは一度ルディの腕うでから離れ、壁に身を乗り出す。フェリシアが落ちないように肩を持ちながら、アロイスも地上を見下ろした。

「よし、ちゃんと捕とらえたみたいだな」

　見下ろすと、倒れた男の頭の上に座って、「ぴゃー！」と甲かん高だかい声で鳴く小さなリリィの姿が見えた。恐らく、スヴェンを毒矢で殺そうとした者だろう。リリィはしっかり役目を果たし、フェリシアが褒めてくれるのを待っていた。早く下りて行ってあげなくては。

　フェリシアはベルホルトを振ふり返る。目が合うと、彼もフェリシアに笑いかけた。自然と嬉うれしくなって、フェリシアも彼に微笑ほほえむ。

「よし。皆みなの者、急ぎ城へ帰るぞ。もう祭典まで時間がない」

　ベルホルトのよく通る声に、兵士達が規律正しく返事をする。しかし彼の言葉を聞いて、フェリシアだけは呆ぼう然ぜんとしていた。

「……祭、典……？」

　フェリシアはぽつりと単語を呟つぶやく。もう日は傾いている。祭典はすでに明日となっていた。フェリシアは自分の身体からだを見下ろす。

　エミーリアの青いドレスは、このままでは着られないほどに破れ、汚よごれてしまっていた。







　ドレスを汚してしまったことに落ち込んだフェリシアが、ルディに促うながされてとぼとぼと屋敷の中へ戻って行く。アロイスはその背中を慰なぐさめたくなるのを堪こらえ、ベルホルトを呼び止めた。

「王子。少しよろしいですか？」

　ベルホルトはアロイスの表情を見て立ち止まり、イグナーツとルディに声を掛かける。

「すぐに行く。フェリを頼たのんだ。……今にもくずおれそうだからな」

　ベルホルトの言う通り、フェリシアは小さな身体をフラフラさせて歩いている。見かねたルディが腕を組むと、少しだけその顔が嬉しそうに笑った。女友達……というより、友達自体いなかったフェリシアに、ルディの存在は特別のようだ。別の特別にならなければいいが。

「俺も、あんたに訊ききたいことがある」

　こちらに身体を向けたベルホルトに、アロイスは横おう柄へいに言い放った。ベルホルトは今さら気にもせず、アロイスの言葉を待っていた。

「……何であんたは、フェリの来るなって言葉を聞かずに、ここまで助けに来た？」

　ベルホルトはアロイスに向かって、不可解そうに顔を歪ゆがめる。わかっているだろう、という顔だ。だがアロイスは確かめなければならなかった。

「そういうお前も、聞かなかっただろう？」

「俺は効かないよ。あいつの言葉なんて何の拘こう束そく力もない。でも、何であんたまで……」

　ベルホルトが口を開く。答えはわかっていた。

「惚ほれた女を助けに来た。それだけのことだ」

　ベルホルトは「それだけなら戻るぞ」と、イグナーツ達の後を追った。

　アロイスはすぐには追わなかった。ベルホルトの心からの答えに、アロイスは一人笑う。

（これが……昔あいつらの仲を壊こわした罰ばつだなんて、思わないけど……）

　ベルホルトはアロイスに「昔フェリシアに振られている」と言った。フェリシアとベルホルトは、恐らく七年前に出会って、恋こいに落ちている。しかしその恋はある言葉で終わり、その言葉でフェリシアのその後の人生も変わってしまった。アロイスはその経けい緯いをよく知っている。

　──アロイス！　私、大好きな人が出来たの！

　それが何を意味するのか、アロイスにはすぐにわかった。同じ感情を、彼はすでにフェリシアに抱いだいていたからだ。だから、言ってしまった。

　──それは間ま違ちがいだよ、フェリシア。お前には、祝福の魔法がかけられている。

　それが幼き日に、アロイスがフェリシアに向かって放った言葉だった。

　間違いだと思わせたかった。恋なんかじゃないと。そうすれば、自分を兄ではなく、特別な存在として見てくれるのではないかと思ったから。少年だったアロイスは、そんな馬ば鹿かなことしか考えられなかった。その頃ころすでに、フェリシアを深く愛していたから。

　しかしアロイスのその言葉で、フェリシアは人の好意を信じられなくなってしまった。だからアロイスは王位継けい承しよう権けんを捨て、フェリシアの従者としての道を選んだ。一生フェリシアの傍そばにいられるように。せめて自分だけはフェリシアに寂さびしい思いをさせないように。

「……それは間違いだよ、フェリシア」

　アロイスがもう一度そう言って、彼女はまたその言葉で、再び芽め吹ぶき始めた恋を諦あきらめてくれるだろうか。

　──惚れた女を助けに来た。

　ベルホルトの答えを思い出し、アロイスは片手で顔を覆おおう。

「……はっきり言いやがって。効かないってことは、俺と同じってことなんだよ」

　アロイスだけが知っている、祝福の力が効かない唯ゆい一いつの条件。それは血筋などではない。

　フェリシアへの想おもいが強ければ強いほど、祝福の力は効かなくなる。ありのままのフェリシアが見えるようになる。彼女自身を愛せるようになる──これがアロイスが身を以もつて知っている唯一の条件だった。

「……絶対、教えてやらねえけど」

　これを教えた時、アロイスはフェリシアの『唯一信しん頼らい出来る兄』ではなくなってしまうから。

　今はまだ、もう少し、その存在が彼女には必要だから。







　屋敷を出ると、スヴェンに毒矢を放った男と、スヴェンとその部下三人がすでに拘束されていた。毒矢を放った男は気を失っていたが、目を覚ますと妙みようにリリィに怯おびえた。リリィが威い嚇かくすると、金で雇やとわれただけで、雇い主の名前は知らないこと、ここでスヴェンがしくじった場合彼を殺すことが任務であることを白状した。リリィがもう一度牙きばを見せて「びゃっ！」と威嚇してみてもそれ以上は知らないと泣きながら言った。

「どうやら、本当に金で雇われただけのようだな。まぁ、口くち封ふうじをしに来るぐらいだ。そう簡単にしっぽは見せんだろうな」

「クリューガー家とやりとりのあった者の名前を挙げさせましょう」

　イグナーツがそう言って、スヴェンはあっさり頷うなずいた。

　スヴェン達の処しよ遇ぐうはここで決めるわけにはいかない。それに祭典は明日だ。急いで城に帰らなくてはならない。ベルホルト達も馬に跨またがった。数人の兵士達がここに残り、彼らを見張って城からの応おう援えんを待つことになった。

「では殿でん下か。この者達はこちらで後ほど護送いたします」

「ああ、頼んだ」

　ほとんど乗ったことのない馬に乗ることに苦労していたフェリシアは、ベルホルトと兵士達のやりとりを聞いて、慌あわてて馬から下りようとした。

「え!?　あっ、ち、ちょっと待ってくだ──きゃあっ！」

「あーあ、せっかく乗ったのに。ったく、ろくに馬にも乗ったことのないひきこもりめ」

　馬から下りようとして体勢を崩しかけたフェリシアを支え、アロイスは自分が先に下りてフェリシアを下ろしてくれた。

　フェリシアは馬から下りると、スヴェンの許もとへ走った。駆かけ寄って来たフェリシアを見て、スヴェンは心底驚おどろいた顔をした。そんな彼に、フェリシアは笑いかける。

「スヴェンさん。また、必ず会いましょう。あなたが求めるあなたの姿で」

　フェリシアがそう言ったところで、風が吹ふき、頭に被かぶっていたルディのハンカチがふわりと舞まった。フェリシアの目を再び見た兵士達は、顔を紅潮させる。小さく叫さけんだ者までいる。

　風で飛んだハンカチは、フェリシアのはるか頭上に舞い上がって飛んで行く。フェリシアが慌てていると、スヴェンが手て錠じようの嵌はめられた両手を伸のばし、その指先にハンカチを引っかけた。

　フェリシアの頭に、スヴェンがそっとハンカチを被せる。思わずハンカチの下から彼を見上げると、彼は他ほかの兵士達とは違い、穏おだやかに微び笑しようした。

「はい。今度こそ誇ほこり高い騎き士しとなって、あなたの許に現れることをお約束いたします」

　その言葉に、フェリシアも微笑ほほえんで頷いた。

　アロイスに手伝ってもらい、彼と同じ馬に乗ると、一行は城への道のりを走りだした。

　屋や敷しきが見えなくなってから、後ろに乗ったアロイスが、疲つかれた声をフェリシアに向けて来た。

「お前、やっぱ無む闇やみにベール外すな……」

「い、言われなくてもわかってる！　褒ほめ殺しは慣れないもの……」

　フェリシアはそう言い返したが、アロイスは「そうじゃない……」と疲れ切った声で言った。
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　祭典当日の早朝、フェリシアは青いドレスの前で立ちすくんでいた。

　スヴェンに誘ゆう拐かいされて帰ってきてから、緊きん張ちようの糸が切れたのか、フェリシアは気を失うように眠ねむってしまった。そして起きたのが、ついさっき。

　エミーリアに仕立てたそのドレスは、洗われて汚よごれは落ちていたが、破れていた。何とかしたいが、どうしたらいいのか、考えが浮うかんで来ない。破れた箇か所しよを繕つくろっては不格好だし、第一そんな失礼なことは出来ない。彼女はこれから、人生を左右するプロポーズに挑いどむのだから。

（もう着てるっていう、最大の失礼をしてしまっているんだけど……）

　ドアがノックされ、アロイスと共にベルホルトが入ってきた。ベルホルトはすでに礼服に着き替がえ、髪かみも整えていた。

「フェリ、開会式がもうすぐ始まるが、疲れているのであれば無理にとは……フェリ？」

　ぼーっとベルホルトを見るフェリシアに、彼は首を傾かしげた。

「えっ!?　あ、えっと……」

　ベルホルトに見とれていたフェリシアはハッと我に返ってベールの下で赤くなった。

　しかし今の状じよう況きようを思い出し、青いドレスを見つめる。

「エミーリアさんのドレスを、汚してしまいました……何とか、しないと」

「お前のせいではない」

　こんな事態は予想出来なかったとはいえ、最初から試着などしてはいけなかったのだ。これはエミーリアのドレスだったのだから。後こう悔かいしても遅おそいが、悔くやまずにはいられない。

「……あの時、怒ど鳴なるような真ま似ねをして、悪かった」

　フェリシアは一いつ瞬しゆん何を言われたかわからなかった。そういえば、彼と言い合いになって、フェリシアは一人になったのだった。フェリシアは慌てて首を振ふって否定する。

「い、いえ！　ベル王子は何も悪くありません。私が勝手に出て行ったのですから」

　フェリシアがそう言った後、ベルホルトは思い出したように言った。

「ああ、怒鳴ったことは謝る。……が、俺はあの言葉を訂てい正せいする気はない」

　──俺の気持ちを、お前が間違いなどと断じるな！

　彼の心からの怒声。いや、懇こん願がんだったのかもしれない。その証しよう拠こに、今もベルホルトは彼にしては珍めずらしい、弱々しい苦く笑しようを浮かべてフェリシアを見下ろしている。

「だから、もう俺の気持ちを間違いとは言わないでくれ。それだけはこたえる」

　こたえる、という言葉にフェリシアも目を瞠みはる。それほど彼を傷つけてしまったのだろうか。

（そういえば私……あの男の子にも、同じようなことを言った……）

　彼の恋こい心ごころを間違いだからと言って、もう会えないと別れを告げた。

　そしてベルホルトは、「昔お前にキスをされて病が治った」と言っていた。それは恐おそらく、あの茨いばらの向こうの男の子のことだ。だって、他に記き憶おくがない。

（もしもベル王子があの男の子だったら……私は二度も、同じ言葉で傷つけたのかもしれない）

　フェリシアがあの時の男の子のことを尋たずねようとした時、ドアの向こうから強いノックの音が聞こえた。アロイスが部屋へその人物を招き入れる。

　やってきたのはこの青いドレスを着るはずだった、エミーリアだった。

「失礼します！　フェリシア王女！　事情は聞きました！　お怪け我がはありませんでしたか!?」

　エミーリアは一直線にフェリシアの前までやってきた。

「はい……私は、何ともありません。ですが……」

　フェリシアはドレスを見つめると、エミーリアもようやくドレスに目を向けた。

「これは……」

「申し訳ありません……っ！　あなたが最初に袖そでを通すべきものを勝手に着てしまった上に、汚してしまいました」

　ドレスを見つめるエミーリアの横顔は、確かに落らく胆たんしていた。しかし彼女はすぐにそれを隠かくしてフェリシアに明るく笑いかけた。

「いいえ！　フェリシア王女にお怪我がなくて何よりです。それに、ルディに聞きました。私の試着の時間が取れなかったから、ほんの少しチェックをするだけのつもりだったのだと。ドレスはまだいくらでもありますし、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　明るく前向きなエミーリアの声に、無理をした様子はない。彼女は気が強くて、前向きだ。フェリシアとは正反対の性格だ。しかし彼女が諦あきらめたものを、フェリシアは見み逃のがさなかった。

「……大丈夫じゃ、ありません」

　フェリシアは首を振って、絞しぼり出すように声を発した。エミーリアの手を取り、フェリシアは彼女の手を見つめながら言った。

「この日のために、エミーリアさんはずっと、お父さまを説得してきたのでしょう？　それを無む駄だになんて、したくありません。あなたががんばった分、報むくわれなきゃ……嫌いやです」

　私情かもしれない。でも、彼女に幸せになってほしい。

「だから私にも、エミーリアさんを幸せにするお手伝いをさせてください」

「フェリシア王女……。ですが……」

　フェリシアもわかっている。ドレスはボロボロで、もう時間もない。考えながら青いドレスを見つめる。その向こうに、広げていたままだった白い布が目に入った。

（もしかしたら……！）

　フェリシアはエミーリアに視線を戻もどした。

「土ど砂しや崩くずれをしていた道は、もう直ったのでしょうか？」

　突とつ然ぜんのフェリシアの問いかけに、エミーリアは少々面めん食くらい、少し考えてから頷うなずいた。

「では、エミーリアさんのお屋敷と、この城までは往復で何時間ぐらいですか」

「馬を飛ばせば、四時間ほどですが……」

　エミーリアの答えに、フェリシアは決意を固めるように手を握にぎった。エミーリアの手を握っていることはすっかり頭から抜ぬけ落ちていた。

（夜会には、まだ十分間に合う……！）

「あの、フェリシア王女？」

　エミーリアが握られた手を上げて、戸と惑まどい気味にフェリシアを覗のぞき込んでくる。そこでようやく、フェリシアは彼女の手を握ったままだったことを思い出し、慌あわてて放した。

「す、すみません！　か、考え事をしてしまって……！」

「何か考えがあるのか」

　成り行きを見守っていたベルホルトが、フェリシアに声を掛かけてくる。フェリシアは顔を上げ、しっかりと頷いた。

「はい。きっと、成功させます」

　フェリシアがそう言うと、ベルホルトは笑えみを浮かべた。

「エミーリア、フェリシア王女を信じろ」

　フェリシアが放した手を、今度はエミーリアが握り、彼女は笑った。

「殿でん下かがそう仰おつしやるのでしたら、信じるしかありませんね」

（信じられている……）

　プレッシャーや不安はあるが、それでもフェリシアの手は震ふるえていない。ベルホルトの言葉が、フェリシアの心を支えていた。

　フェリシアはエミーリアを見て、明めい瞭りような声で告げた。

「これから、ドレスを作り直します。今よりも、もっと今日のあなたに相応ふさわしいものに。そこで一つ、お訊ききしたいこととお願いがあるのですが──」

「っておい。ちょっと待て。今から作るって、祭典はどうする気だ」

　フェリシアの言葉を遮さえぎり、今まで黙だまっていたアロイスが口を挟はさむ。

「……出られない。エミーリアさんのドレスを作るから」

「お前は主しゆ賓ひんの一人だって、わかってるか？　王子がいいって言っても、エーデルシュタインとしては困るんだ。お前は国の代表なんだよ」

「……だけど、出られないの」

　ベール越ごしだが、フェリシアはアロイスの目を真っ直すぐに見つめる。彼に祝福の力は効かない。ただ、彼に納なつ得とくしてもらうしかない。

「……お前、頑がん固こな時は絶対折れないよな」

　フェリシアを見下ろして、アロイスはため息を吐つき、フェリシアの化け粧しよう台に向かう。こちらに背を向けたまま、アロイスは鏡越しにエミーリアを見た。

「エミーリア嬢じよう、少々協力をお願いしても？」

「え？　ええ、もちろん。私に出来ることでした……ら？」

　エミーリアが頷いた直後、戻って来たアロイスが彼女の頭にベールをかける。アロイスは二、三歩下がってフェリシアとエミーリアを見比べて笑った。ベルホルトも感心している。

「ほう。そうすると双ふた子ごのようだな」

　きょとんとするフェリシアの隣となりで、エミーリアのベールが上下する。

「なるほど。わかりました。何かおかしいところがあったらお願いします」

「いえいえ。むしろフェリシア王女より毅き然ぜんとしていて王女らしいので心配いりません」

　二人の会話がいまいちわからず、フェリシアは首を傾かしげた。

「アロイス、エミーリアさんに何を……？」

「『フェリシア王女』になってもらうんだよ。お前はここでひきこもってな。得意だろ？」

　いつものからかう顔と口調でアロイスが笑う。それがとても頼たのもしく見えた。

「アロイス……！　ありがとう！」

「はいはい。甘いお兄ちゃんだよ、ホント」

　自分で呆あきれた顔をして、アロイスは肩かたを竦すくめた。

「エミーリアさん、大変なことをお任せして、すみません……」

　フェリシアがエミーリアに向き直ってそう言うと、彼女はくすりと楽しそうに笑った。

「いいえ。王女さまになれるなんて、そうそうありませんもの。ちょっと楽しみです。ですからどうぞ、お任せを。それで、フェリシア王女のお願いというのは？」

「あ、そうでした！　ドレスを一着、持ってきて欲しいのです」

　フェリシアがエミーリアに考えを話すと、彼女は驚おどろきながらも明るい笑みを浮うかべた。

「それでしたら、すぐに持って来させます。では、後ほど」

　二人の少女は微笑ほほえんで頷き合い、アロイスがエミーリアを呼んだ。

「ではエミーリア王女、こちらへどうぞ。王子もさっさと出てってくださいね」

　アロイスはベルホルトに笑顔でそう言い、エミーリアと部屋を出た。アロイスはふと足を止め、部屋を出る前にフェリシアを振ふり返って、安心させる笑みを向けてきた。

「がんばれよ、ひきこもり」

　いつものからかう口調で言い、フェリシアが頷くのを見てから、アロイスはドアを閉めた。

　アロイス達が出て行った後、フェリシアはあることを思い出し、ベルホルトを見上げた。

「あの、ベル王子。陛下の……お父さまのお加減は……？」

　この祭典を病気の父に見せることも、ベルホルトの目的だった。ここまでの彼の成果を、彼の父は見ることが出来るのだろうか。しかしフェリシアの問いに、彼は首を振った。

「生あい憎にく、今日は熱が高いらしい。あまり無理をさせるなと医者に言われた。だが、無事成功すれば、皆みなから嫌でも話を聞くことになる。それで十分だ」

　ベルホルトはフェリシアにそう言って笑った。その笑顔に無理をしている様子も、残念がる様子もない。祭典の成功という事実こそが、ベルホルトの父への見み舞まいなのだろう。

（でも、ベル王子だって、本当は見てほしいはず。お父さまも、きっと……）

　二人の願いを叶かなえるため、フェリシアが出来ること──その答えに至った時、フェリシアに迷いはなかった。棚たなから四つ葉のクローバーを刺し繡しゆうしたハンカチを取り出す。

（どうか……陛下の病状がよくなりますように）

　心からそう願い、フェリシアはハンカチに軽くキスをする。そしてベルホルトの前に戻って来て、ハンカチを彼に差し出した。

「ベル王子、あの、これを……陛下に渡わたしていただけませんか」

　フェリシアが恐おそる恐るそう言うと、ベルホルトはその手からハンカチを受け取った。

「ああ、わかった。必ず届ける。──俺にはないのか？」

　ベルホルトはしっかり頷いてそう言うと、少しからかうような笑みを浮かべた。

「え!?　あ、す、すみませ……！」

「冗じよう談だんだ。……俺はもう、お前からはもらいすぎているぐらいだ」

　慌てていたフェリシアは首を傾げると、ベルホルトはフェリシアの手を取った。

「フェリ。お前を見ていると、出来ないことなどないと思えてくる」

　軽く握られた手に、フェリシアはドキドキしながら戸惑いとともに口を開く。

「え、えーっと、それは……ベル王子の方では？」

　フェリシアがそう言うと、ベルホルトは少しばかり目を瞠みはり、そして笑った。

「そうだといいが。……エミーリアのドレスも、俺は必ず出来ると信じている。だから、お前もお前を信じろ。これは俺からのまじないだ」

（まじないの類たぐいは信じていないと言っていたのに……？）

　フェリシアが首を傾げていると、ベルホルトはフェリシアの手の甲こうにキスをした。

「っ……!?　な、ベ、ベル王子……!?」

　手の甲にあたった柔やわらかな感かん触しよくに、フェリシアは真っ赤になって硬こう直ちよくする。ベール越しでもわかってしまったのか、ベルホルトは顔を上げて笑い、部屋を出て行った。

　部屋に残されたフェリシアは、手の甲を見つめて、赤い顔で微笑んだ。

「おまじない……」

　あの人に、信じられている。だからきっと、大だい丈じよう夫ぶ。

　フェリシアは大きく息を吸うと、一番大きなハサミを手に取り、青いドレスに向き直った。

　じゃきん、と布を切る音が大きく響ひびく。







　フェリシアは大きく息を吐はいて、目の前のドレスを見つめた。

「出来た……！」

　フェリシアは作業に没ぼつ頭とうしていたため、背後に近づく足音にすら気づいていなかった。

「おい、フェリ」

「っきゃああああああ!?　ベ、ベル王子……っ!?」

　だから耳元で名前を呼ばれ、肩を叩たたかれた時、飛び上がって驚き、床ゆかに座り込んでしまった。

　ベルホルトはドレスの方に目を向け、目を瞠ってから、首を傾げる。

「これは出来たのか？……どうなっているんだ？」

「それは……あとのお楽しみです」

　フェリシアがそう言って笑うと、ベルホルトも笑った。

「では、楽しみは取っておくことにして、だ。着き替がえてきてくれ、『フェリシア王女』として。もう一つ、お前の成果を見せたい」

　部屋を出るベルホルトの言葉に首を傾げつつも、フェリシアは淡あわいピンクのドレスに着替え、髪も整えられた。部屋を出るとベルホルトと、アロイス、エミーリアもいた。

「エミーリアさん！　ありがとうございました！」

「ふふっ、お姫ひめさま気分を味わえて、楽しかったです」

「お前よりよっぽど王女さまだったぞ。見習え」

　アロイスの言葉にフェリシアが言い返せないでいると、エミーリアが遠えん慮りよがちに尋ねてきた。

「フェリシア王女。その……ドレスはどうなりました？」

「完成しましたよ。あとでお渡ししますね。今はベル王子に呼ばれていまして……」

「ええ、存じております。次の演目は私もそばで見たかったので、ちょうどいいんです」

　そう言って、エミーリアは少々急ぎ足でその場を立ち去った。




　フェリシアはベルホルト達に案内され、王宮の庭全体がよく見えるバルコニーに案内された。すると外から軍楽隊による管楽器と打楽器の音が聞こえてきた。

「あ、軍事演習……！」

「ああ、お前が発案したものをすべて取り入れている。……来るぞ」

　その全容が見えてくるにつれて、王宮に集まった見物客や招待客から、感かん嘆たんの声が上がり、拍はく手しゆの音が押し寄せてきた。フェリシアもバルコニーから思わず身を乗り出しそうになった。

　地を踏ふみしめる規則正しい靴くつ音おとが響いてくる。それに伴ともない、真っ白な軍服に身を包んだ騎き士し団が王城に向かってきた。

　スヴェンと初めて会った時、彼の着ている軍服がさらに威い圧あつ感かんを増大させている気がしたのだ。そしてベルホルトに屋上の庭園に連れて行ってもらい、彼の理想を聞いた時、ふと目に入ったシロツメクサ。そこからヒントを得て、軍服を新調してはどうかと提案した。

　白を基調とした軍服は、新緑と青い空によく映はえていた。彼らの一糸乱れぬ隊列は、見ている者の目にも頼もしく映っているのだろう。

　彼らの一挙一動に、周りから拍手が起こる。エミーリアはこの軍事演習を傍そばで見るために急いでいたのだ。正確には、この軍事演習を今まで取り仕切っていたフォルカーを見るために。

「すごいですね、ベル王子！」

　フェリシアもバルコニーから手が痛くなるほど大きな拍手を送った。

　隊列が城じよう壁へきの中に入ると、バルコニーの眼下の広い庭園に、長い棒に括くくりつけられた弓矢の的が掲かかげられる。

　弓を構えた集団が一列に並び、合図を待っていた。しかし誰だれも合図をしない。フェリシアがきょとんとしていると、ベルホルトがバルコニーの前に立った。

（もしかして、合図は……）

　騎士団の様子をしっかりと見回した後、若き王子は、右手を空に掲げると同時に叫さけんだ。

「放て！」

　凜り々りしい声が響いた後、王城に近い側から順に、弓矢が放たれる。一定のリズムで放たれた矢は、的を割り、まるで花火のように色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきを王城に舞まい散らせ、歓かん声せいと拍手が王城に弾はじけるように響き渡った。

　歓声と拍手が覚めやらぬ中、どこからか明るい音楽が聞こえて来た。それは王城に近づいてくると、華はなやかな人々だとわかる。紙吹雪が舞う中で、民族衣い装しようを元にしたドレスを着た女性と子ども達が、騎士団の間を歌い、踊おどっていく。彼女達は歌って踊りながら、騎士達を称たたえるように花びらを舞い散らせていた。

　フェリシアが拍手をしすぎて手を真っ赤にしていると、その様子を見たベルホルトが笑いながら尋たずねてきた。

「フェリ、楽しんでいるか？」

「は、はいっ！　楽しいです、とても！」

「なら、成功だな。エーデルシュタインと比べるとどうだ？」

「えっ……。うちはもっと、面おも白しろおかしいかもしれません……」

　エーデルシュタインの軍事パレードは芸術色が強い。思い返すと、ほとんど祭りの出し物だ。

「ではまた、エーデルシュタインに視察に行かなくてはな」

（ベル王子が、来てくださる……？）

　自分の国に。自分の城に。初対面の時とはまた違ちがう気持ちになる。何せ、初対面では怪け我がをさせ、申し訳なさでいっぱいだった。

（あっ、でも私、ひきこもってたからエーデルシュタインのこともあんまり知らない……っ！）

　まだ決まったわけでもないことで気を揉もんでいるフェリシアの隣となりで、ベルホルトは演習を見つめながらぽつりと感想を零こぼした。

「しかしここから見ると、シロツメクサが列になって並んでいるようだな」

「殿でん下か、騎士を指して草はないでしょう……」

　イグナーツのその苦い言葉に焦あせったのはフェリシアだ。インスピレーションを受けたのはシロツメクサだった。ベールの下で冷や汗あせを流し、フェリシアが焦りながら言う。

「で、ですが、その、ほら！　シ、シロツメクサは幸せの象しよう徴ちようですよっ！」

「そうですね！　これからのディアマントの行き先が幸福で満たされそうで、素す晴ばらしい表現だと思います、フェリシア王女！」

　フェリシアの言葉に、イグナーツは言ってることをコロッと変えた。その態度に、ベルホルトがイグナーツをじろりと睨にらむ。

「お前、俺と態度が違いすぎるだろう」
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「殿下が言うと雑草に聞こえ、フェリシア王女が仰おつしやると神聖な花に聞こえるのです」

「腹は立つがそんなお前が面白いから許してやる」

　さも当然のように言うイグナーツに、フェリシアは苦笑いするしかない。ベルホルトは真顔だが面白そうにイグナーツを見ていた。そして吹ふき出し、笑いながらフェリシアを見つめる。

「お前は色んな奴やつを変えてしまうな。こんなイグナーツは見たことがないぞ」

「可か憐れんなフェリシア王女と違い、殿下は私を怒おこらせるばかりですからね！」

「そうそう、フェリは可愛かわいいからすべてが許されるんだよ」

　イグナーツとルディはフェリシアの祝福の力の影えい響きようでこうして褒ほめてくれているのだろうが、他ほかの人ほどいたたまれなくなったりはしない。確かに恥はずかしくはあるのだが。

（ああ、そっか。たぶん……）

　彼らのそばにはベルホルトがいて、祝福の力の影響を受けているイグナーツとルディにも戸と惑まどったりせず、「そんなお前が面白い」と素す直なおにその変化を受け止めているからだろう。

　祝福の力の影響を受けていても、フェリシアへの本物の好意からなのかもしれないと思える。

　笑い合っていると、ふと、足あし下もとのリリィが地上ではなく上空を見ていることに気づく。フェリシアもその方向を見て、目を瞠みはった。

　フェリシア達がいるバルコニーの斜ななめ上の部屋──国王の部屋のバルコニーに、男がいた。

　黒に近い茶の髪かみに、ベルホルトと似た顔立ち。そして地上を見下ろすのは、力強い深緑の瞳ひとみ。

「父上……」

　フェリシアの隣で、ベルホルトの驚おどろきの声がした。驚くフェリシア達の視線に気づき、男──現ディアマント国王はフェリシアを見つめ、胸に手を当てて一礼した。その胸むな元もとには、フェリシアの刺し繡しゆうした四つ葉のクローバーのハンカチが差し込まれていた。

　国王に気づいた国民や兵士、騎士の声せい援えんに手を振ふってから、彼は部屋へと戻もどった。

「驚いたな。今日は絶対安静だと、医者も言っていたのだが」

　ベルホルトが心底驚いた顔でそう言った。

　祝福のキスのもたらす幸せはほんの些さ細さいなものだ。しかし一時でも、国王がその目で、ベルホルト主導の祭典を見ることが叶かなえられたのかもしれない。

（この力が、役に立ったの……？）

　そう思っていると、アロイスがフェリシアの頭をぽんと撫なで、微笑ほほえみながら頷うなずいた。アロイスの反応を見て、フェリシアも微笑んだ。

「みなさん」

　バルコニーには、もう素す顔がおを見た者しかいない。警備の兵士と、観客から見えないように、フェリシアは移動し、ベールを捲まくった。ちゃんと目を見て言いたい。

　素顔を晒さらしたことに、アロイスが一番に驚いていた。ベルホルトも目を瞠り、ルディは嬉うれしそうに、イグナーツは今にも拝み出しそうな顔をした。

「私、ディアマントへ来てよかったです。連れてきてくださって、ありがとうございました」

　フェリシアが微笑んで頭を下げる。捲ったベールが再びフェリシアの顔にかかると、軍事演習の終しゆう了りようを告げる管楽器の音色が響ひびいた。
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　目の前を通る着き飾かざった女性達を、フェリシアは色の薄うすいベールの下から目で追っていた。

（ああ、キラキラした空間に、綺き麗れいなドレス……こんなに近くで見られる日が来るなんて嬉しい……んだけど……！）

　太陽は沈しずみ、すでに外は暗くなっている。会場には煌きらびやかに明かりが灯ともされ、ゆったりとした音楽が流れていた。もうすぐこの会場は舞ぶ踏とう会場になる。会場が広く見み渡わたせる席に、フェリシアは座っていた。その膝ひざにはリリィが丸くなってしっぽを振っていた。ちなみに今日は彼女もおめかしして、レース付きのリボンを首につけている。

　入り口の正面には、ディアマントの紋もん章しよう──王おう冠かんを戴いただいた双そう頭とうの黒い鷹たかが描えがかれた巨きよ大だいなタペストリーが下げられている。壁かべには幾き何か学がく模様のステンドグラス、天てん井じようにはフレスコ画。豪ごう奢しやで重じゆう厚こう感かんのある会場は、人で溢あふれていると少々息苦しい感じがした。

　身を縮めてしまいそうになるのを、後ろに控ひかえているアロイスに注意され、背筋を伸のばして座り続ける。下を向いても怒られる。

（うう、知らない人ばっかりで、怖こわい……！　早く部屋に戻りたいひきこもりたい！）

　しかし自国のエーデルシュタインでさえ外に出て来ないと噂うわさのフェリシアには、先ほどから国こく賓ひんや貴族が挨あい拶さつにやってくる。長々と挨拶されると、フェリシアの気力と体力は削けずられた。

　少し人が途と切ぎれたところで、こちらにやってくる白い影かげがあった。

「フォルカーさん」

　多少面識があり、優やさしい彼の笑え顔がおに、フェリシアは思わず駆かけ寄りそうになる。それほど、彼には安心感があった。そんな優しい印象の彼に、白い軍服はよく似合っていた。

「フェリシア王女！　あなたの助言のおかげで、大成功でした！」

　フォルカーはフェリシアの前にやってきて、穏おだやかに、しかし少々興奮気味にそう言った。その嬉しそうな表情に、フェリシアも嬉しくなる。

「いえ、私は、少しお手伝いしただけで……」

「とんでもない！　騎き士し達を始め、観客や来賓の方々にも大変好評でしたよ。本当に、ありがとうございました」

　フォルカーは地に頭がついてしまうのではと思うほど、深々と頭を下げた。

「それは……本当に良かったです」

　フェリシアが微笑むと、フォルカーは顔を上げて、その人の好よい顔でたははと笑った。

「ですが、私はこれからなんですよね。父君に認めていただかないと」

　フォルカーは会場を振り返る。この広い会場のどこかに、エミーリアの父親がいるのだろう。

　その時、入り口の辺りがざわめいた。フェリシアは入り口近くでルディが手を振ってくれたことを確かく認にんし、フォルカーを見て、入り口を手で指し示した。

「ええ、そうです。本番はこれから、ですよ」

　カツン、カツンとゆっくりとヒールの音がこちらに向かって来る。フェリシアとフォルカーの前の人々が避よけ、彼女の姿がフォルカーの目にも映った。彼女をエスコートしてきたのは、ベルホルトだった。人々が驚いて避けるのは彼の存在もあったかもしれない。

　エミーリアの着ているドレスは、青と白で構成されていた。肩かたから胸元にかけては青いバラのコサージュがいくつも咲さいている。スカート部分は斜めに流れるような青と、ふわりとした白地のドレスのツートンカラーが目を引いた。

　しかし何より、フォルカーの目を放さないのは、ドレスを着ているその人だった。エミーリアはベルホルトの腕うでから手を離はなし、恋こい人びとの前までやってきた。

「……フォルカー？」

　目を丸くして数十秒は固まっていたフォルカーが、彼女に呼ばれてようやく口を開いた。

「驚いた。まるで別人みたいだ。ドレスで人はここまでお淑しとやかになれるんだね」

「喧けん嘩か売ってるのね？　そうなのよね？」

　ドレス姿でも構わず拳こぶしをぐっと握にぎるエミーリアにフェリシアは焦ったが、フォルカーは心底安あん堵どした笑みを浮うかべた。

「ああ、確かにその凶きよう暴ぼうさはエミーリアだ」

「っいいわ、買ってあげる！　あなたが驚くのはこれだけじゃないんだから！」

「相変わらずだな、あいつら……」

　ベルホルトが思わず呟つぶやいたところを見ると、これが彼らの日常茶さ飯はん事じらしい。

　エミーリアが怒いかりのままに青いバラを鷲わし摑づかみにし、それを引きちぎるように引っ張った。

「ちょっ……エミーリア！」

　エミーリアの行動にフォルカーも驚き、彼女を止めようとしたが、遅おそかった。エミーリアのドレスから、青い部分がすべて取り去られ、フォルカーと周りの人間達が口を閉とざした。

　そこには真っ白なドレスを身に纏まとったエミーリアの姿があった。

　真っ白なドレスは、エミーリアが前々から用意していたウェディングドレスだった。彼女の家から持ってきてもらい、フェリシアが繕つくろった青のドレスをその上から被かぶせて、ツートンカラーのドレスに仕立てた。……祝福のキスは、していない。

　エミーリアは純白のドレス姿でフォルカーの前に立ち、彼を見つめて言い放った。

「お父さまに認められなくたって、私はあなたと生きていく以外考えられないわ！　これがその証しよう拠こよ！　私と結けつ婚こんしなさい、フォルカー！」

　フォルカーは目を丸くしてまた固まってから、不意にその場に蹲うずくまった。そして肩を震ふるわせる。

「な、何笑ってるのよ！　人が真しん剣けんに……」

（わ、笑ってるのかしら……？）

　エミーリアは恥はずかしさと怒りで真っ赤になりながら、フェリシアは不安で震えながら、蹲って肩を震わせているフォルカーの反応を待っていた。

　フォルカーは一つ息を吐はくと、ゆっくりと話しはじめる。

「だって、だってさぁ……君のこと、ずっと手の届かない、お嬢じよう様さまだと思ってたんだよ？　それが君から申し込んでくるなんてさぁ……」

　立ち上がったフォルカーの顔には、満面の笑みと、そして目元には涙なみだが滲にじんでいた。

「幸せで、笑っちゃうでしょ」

「フォルカー……！」

　エミーリアの目にじわじわと涙が溜たまり、しっかりと立っていた彼女もフォルカーの胸の中に倒たおれ込む。フォルカーをぎゅっと抱だき締しめて、彼女も泣き出した。フォルカーがエミーリアを抱き締め返すと、様子を見守っていた会場から拍はく手しゆが湧わき起こった。

　エミーリアを胸に抱き締めたまま、フォルカーは幸せそうに笑い、フェリシアにもその笑みを向けて来た。

「フェリシア王女は、エミーリアの魅み力りよくをよくわかっていらっしゃる」

　フォルカーがそう言った時、人の間から、一人の男性がこちらへやってきた。年は中年だが、がっしりとした身体からだつきの騎士然とした貴族の男性だった。

「トイフェル卿きよう……」

　フォルカーがその名を呼んだ瞬しゆん間かん、エミーリアはバッと顔を上げて涙を拭ぬぐい、自分の父親を振ふり返った。

「お父さま、見ていたでしょう!?　私はフォルカーと結婚するわ！」

　エミーリアの父親、トイフェルは一つ大きなため息を吐ついた。

「お前がこんなことをしなくても、認めるつもりだったさ。彼とはそういう約束をしていたからな。……フォルカー」

　フェリシアもフォルカーから聞いていた、彼とトイフェルとの約束の内容を思い出す。「祭典で成果を挙げれば結婚を認める」──そういう内容だったはずだ。

　トイフェルは口元に笑みをたたえて、フォルカーに言った。

「跡あとを継つぐのには十分な才覚だ。それに、このじゃじゃ馬を制せい御ぎよ出来るのは君だけだろう」

「お任せください！　でも彼女は放牧が一番だと思います。制御したら余計に暴れ回りますよ」

「あんた今どういう場面かわかってる……っ？」

　悪気があるのかないのか、あるいはそこが可愛かわいいと思っているのか、フォルカーは満面の笑みでエミーリアを怒おこらせた。

「え、えっと、エミーリアさん。フォルカーさん。おめでとうございます」

　フェリシアが遠えん慮りよがちに声を掛かけると、二人は微笑ほほえんでフェリシアに礼を言った。

「ありがとうございます。フェリシア王女は、人を幸せにする天才ですね」

　フォルカーがそう言うと、フェリシアは慌あわてた。しかし、フォルカーもエミーリアもフェリシアの素す顔がおはしらない。祝福の力で、そう言ってくれているわけではない。

「お二人にこれからも幸せが訪おとずれますよう、ずっと願っております」

　そう言って、フェリシアはベールの下から二人に微笑みかけた。




　舞踏会場で幸せそうに踊おどるエミーリアとフォルカーを見つめていると、腰こし掛かけていた長なが椅い子すの後ろに誰だれかが立った。フェリシアが踊らない代わりにと、貴族達の相手をしているアロイスが戻もどって来たのかと思ったが、違ちがった。

「うまくいったな」

　よく通るその声が、フェリシアを振り返らせる。そこにはやはりベルホルトが立っていた。後ろにはイグナーツとルディがその影のように控ひかえている。

「はい。祭典は大成功ですね、ベル王子」

「お前のおかげでな」

　笑みを浮かべ、ベルホルトはフェリシアに視線を落とした。その視線になぜか顔を熱くしながらも、フェリシアもベールの中で微笑んだ。

「で、お前は今、楽しんでいるか？」

　話題を変えられ、フェリシアは一いつ瞬しゆんぴたりと動きを止めた。

「え……ええ。とても。こんなに間近で舞ぶ踏とう会を見たのは久しぶりですし……」

「噓うそをつけ」

　そろそろ本当に人に酔よってきたのだが、席まで用意してもらっておいて、そんなことは言えない。フェリシアがそう考えていると、ベルホルトが前を向いたまま小声で囁ささやいた。

「俺は抜ぬけ出したい」

　フェリシアは驚おどろいて、ベルホルトの後ろにいるイグナーツとルディを見たが、彼らは目を伏ふせて微び動どうだにしない。ベルホルトはそんなイグナーツを親指で指しながら、フェリシアに囁く。

「一いつ緒しよにイグナーツに説教される覚かく悟ごはあるか？　こいつの説教は長くて眠ねむくなるが」

「聞こえないふりにも限界がありますよ、殿でん下か」

　冷静を装よそおっていたイグナーツの口元がひくりと動いたが、彼はベルホルトを止めようとはしなかった。ルディもフェリシアにウインクして、小声で囁いた。

「アロイスの足止めは私に任せて、ちょっとだけベルに付き合ってやって」

　抜け出してもいいのだろうか。いや、いいはずはない。しかしベルホルトの悪戯いたずらをしようとしている子どものような笑えみを見ると、何だかわくわくしてくる。

　フェリシアは笑みを堪こらえながら、頷うなずいた。すると、フェリシアの膝ひざの上でリリィがベルホルトを睨にらみ、「びゃっ！」と鳴いた。ベルホルトはその鳴き声に苦笑しつつ答える。

「心配するな。お前も連れて行くつもりだ」

　ベルホルトの言葉に、リリィは「よろしい」と言わんばかりに目を閉じた。

「許可も下りたな。ではリリィ、お前の主あるじを連れ出すのに少々協力してくれ」

　ベルホルトはそう言うと、イグナーツと共にその場からあっさり立ち去った。ルディは会場で女性達に騒さわがれるアロイスの許もとへと歩いていく。フェリシアが戸と惑まどっていると、リリィが膝の上からぴょんと飛び降り、人の間をするすると抜けていく。

「あっ、待ってリリィ！　勝手に……！」

　フェリシアがリリィを追うと、リリィは少しだけ先で待って、フェリシアが捕つかまえようとするとまたテチテチ足音を立てて逃にげていく。そうしているうちに、いつの間にか外へ出ていた。ようやくリリィを抱き上げた瞬間。

「……お前、優ゆう秀しゆうすぎないか？」

　目の前からベルホルトの感心しきった声がして、フェリシアは驚きの声を上げそうになるのを必死で飲み込んだ。リリィは逃げるふりをして、フェリシアをベルホルトとイグナーツのところまで連れてきてくれたようだ。

　抱き上げたリリィは「ぴゃ」と鳴いて誇ほこらしげにしっぽを揺ゆらしていた。
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　舞踏会場を抜け出した後、ベルホルトに付いてやってきたのは、屋上の庭園への入り口だった。しかし庭園に向かうには、あの螺ら旋せん階段を上らなくてはならない。この間でさえ半分も上れなかったのだ。ヒールで上れるはずもない。不安げなフェリシアを、ベルホルトが覗のぞき込む。

「上る心配なら、必要ないぞ」

「？　何か仕し掛かけでも──きゃあああっ!?」

　ベルホルトが急にフェリシアの傍そばに座り込んだかと思うと、フェリシアの身体からだが突とつ然ぜん仰あお向むけに傾かたむいた。思わず目を閉じたが、痛みはない。足が地についておらず、身体は宙に浮ういていて、左耳には誰かの胸の鼓こ動どうが聞こえた。ベルホルトがフェリシアの身体を抱かかえ上げたのだとわかった瞬間、二度目とはいえフェリシアは顔を真っ赤にした。

「ベ、ベベベベベル王子……!?　だ、ダメです重いです下ろして！」

「内臓が詰つまっているのか心配になるほど軽いから、安心しろ」

「ちゃ、ちゃんと詰まってます！　い、いえ、そうではなくて……！」

「フェリシア王女が軽いのもあるでしょうが、主に殿下の怪かい力りきが過ぎるだけですよ」

　イグナーツが冷静にそう言って扉とびらを開けた。その扉に入ろうとした時、フェリシアの身体の上にリリィがぴょんと乗ってきて、ベルホルトに向かって「びゃ！」と威い嚇かくし、彼も苦く笑しようする。

　イグナーツが先に階段を上り始める。彼が先導して階段を照らしてくれるようだ。

　フェリシアは下ろしてもらうタイミングを完全に逃のがしていた。……いや、自分の意志で言わなかったのかもしれない。

（楽だからじゃ、なくて……）

　ちらりとベルホルトを見上げると、彼は何も持っていないかのような平然とした顔をしていた。しかしふとフェリシアの視線に気付いて笑った。その笑みを間近で見たフェリシアは真っ赤になり、ベールがあることも忘れてリリィのふわふわのお腹なかに顔を埋うずめて隠かくした。

（は、早く着いてくれないと、し、心臓が……爆ばく発はつする……っ）

　しかしフェリシアが予想していたよりも早く、ベルホルトは立ち止まった。この間上った時はもっと時間がかかった気がしたが、それはフェリシアの足が遅おそかっただけだろう。

　イグナーツが屋上へ出る扉の前で立ち止まり、扉を開けた。

「では、私はここでお待ちしております。……フェリシア王女」

　一度咳せき払ばらいをしてから、イグナーツはフェリシアに丁てい寧ねいに頭を下げた。

「どうかこれからも、ベルホルト殿下をよろしくお願いいたします。こんな人ですが、大切な人を想おもう気持ちだけは、人一倍強い方ですから。……こんな人ですが」

「念を押すな」

　二人のやりとりにフェリシアは小さく笑いながら、イグナーツの言葉に頷いた。

　ベルホルトはフェリシアを連れ、庭園へ出る。満月のおかげで辺りははっきり見える。銀色の月光に照らされた花々は、幻げん想そう的に風に揺れていた。

「わあ……っ！　夜も綺き麗れいですね。今日は月が明るいですし……」

　月明かりに照らされた庭園を見回していたフェリシアは、ベルホルトからの反応がないことに気付いた。振ふり返ると、ベルホルトは真しん剣けんな顔でリリィの前で膝を突ついていた。

「リリィ。お前がフェリを大切に思っていることはわかっている。だが今だけ、二人にしてはもらえないか？　どうしても、二人だけで話したいことがあるんだ」

　リリィはしばらくじっとベルホルトを見つめる。ベルホルトもリリィの視線から目を逸そらさない。微動だにしない一人と一いつ匹ぴきにフェリシアが声を掛けようとした時、「びゃ！」と一声、威嚇するようにリリィが鳴いて、ベルホルトの足を勢いよくしっぽで叩たたいて背を向けた。

「感謝する」

　ベルホルトはリリィの後ろ姿にそう言ったが、リリィは扉の前で丸くなって目を閉じた。見える位置にいるとはいえ、ベルホルトの真しん摯しな願いを聞き入れたリリィは動く気配がない。

（あ、あれ？　もしかしてこれ……ベル王子と、二人きり……!?）

　意識をすると途と端たんに汗あせが噴ふき出してきた。

「フェリ」

「っ!?　ひゃいっ！」

　名前を呼ばれただけでびくっと飛び上がるフェリシアに、ベルホルトは不ふ機き嫌げんな顔になる。

「そんなにびくびくされると俺も傷つくぞ」

「す、すみませんっ。あの、びくびくしているわけでは、なくて……いえしてるかも……？」

　フェリシアがパニックになりかけながら言うと、ベルホルトは堪えきれずに吹ふき出しておかしそうに笑った。フェリシアの顔がボッと熱くなる。

「冗じよう談だんだ。俺はそんなに柔やわではない」

「……でも、ベル王子も、傷つくことはあるでしょう？」

　フェリシアが彼の言葉を間ま違ちがいだと言った時、彼は隠しようもないほど傷ついていた。ぎゅっと手を握にぎり締しめ、フェリシアはベルホルトに頭を下げた。

「あの時、あなたの気持ちを間違いなんて言ってしまって、すみませんでした。私が決めることじゃ、ありませんでした……っ」

　そのままでベルホルトの言葉を待っていると、彼は静かに言った。

「……それはどっちの『あの時』だ？」

　フェリシアが目を瞠みはって顔を上げる。その途端、ベルホルトはフェリシアに手を差し出していた。意図がわからず戸惑うフェリシアに、ベルホルトは微笑した。

「ここならまだ音楽も聞こえるだろう」

　そしてフェリシアの反応も待たず、フェリシアの左手を取り、腰こしに手を回した。

「え!?　あ、あの私、踊おどったことはほとんどなくて、あの、だから──っぴゃあああっ!?」

　戸惑いと恥はずかしさで、フェリシアはその場に棒立ちになって慌あわてていたが、ベルホルトがニッと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべたかと思うと、フェリシアの腰を持って一度持ち上げた。危なげもなくフェリシアを下ろすと、彼は楽しそうに笑って言った。

「ここには俺とお前しかいない。踊り方など、俺とお前が決めればいい」

　ぽかんとするフェリシアに、ベルホルトはもう一度手を差し出す。びっくりしたせいか何も考えられず、気付いた時には、笑って彼の手に自分の手を重ねていた。

　ベルホルトは先ほどよりも優やさしくフェリシアの身体を抱だき寄せ、ゆったりと身体を揺らした。

　至近距きよ離りで緊きん張ちようを思い出し、俯うつむくフェリシアに、ベルホルトは静かに話を始めた。

「フェリ。俺は七年前、病が悪化し、城から療りよう養ようのために別べつ荘そうへ移った。……茨いばらの生け垣がきに囲まれた屋や敷しきで、外に出ることは許されなかった」

　──茨の生け垣に囲まれた屋敷。病で外に出られない男の子。

「病などには負けないと思っていたが、誰だれにも会えず、日に日に身体が動かなくなり、体中に痛みが広がっていった。毎日が苦痛だった。そんな俺の許もとに、お前がやってきたんだ」

　ベルホルトはニッと笑うと、その名を呼んだ。

「なぁ、子ウサギ？」

　フェリシアのことをそう呼ぶのは、世界でたった一人だけ。

「じゃあ、やっぱり……やっぱりあなたが、あの時の……っ」

　あの時、フェリシアの腕うでを摑つかんだ手は、こんなに逞たくましくなっている。視界がじわりじわりと滲にじんでいく。フェリシアは震ふるえる声で、ベルホルトに叫さけんだ。

「さ……詐さ欺ぎです。こんなの、詐欺ですっ！」

「おい」

　目の前で詐欺呼ばわりされ、さすがのベルホルトも苦笑いを浮かべる。

「だって……だって、あの時の手は、とても白くて、小枝のように細くてか弱くて、折れてしまいそうで……今のあなたとは、全然違うじゃないですか！」

「おい。確かに声変わりの前後で別人だとはよく言われるが──フェリ？」

　知らず知らずのうちに、フェリシアはベルホルトの手をきつく握り締めていた。

「あの時の私は、子どもで、能天気で、馬ば鹿かだったから……自分のことしか考えてなくて……。あなたは、誰にも会えずに、心細いことを知っていたのに、私は……っ。何て酷ひどいことをしてしまったんだろうって、ずっと、思って……」

　言葉が詰まる。声が出ない。涙なみだが邪じや魔まをする。それでも言わなければいけない。──彼は生きて、フェリシアに会いに来てくれた。あの時の約束を果たしてくれた。

「あなたがこうして生きていてくれて、よかった……っ！　本当に……」

　ベルホルトは強く手を握り返す。彼が生きている証あかしの体温が、フェリシアの涙を溢あふれさせる。

「ああ。俺はこの通り、生きている。お前のおかげだ」

「私……？　でも、私はあなたを傷つけて──」

「お前が来てくれて、お前と話すことで、また生きようと思えたんだ。お前は昔も今も、幸福という、生きる希望を与あたえてくれる存在だ」

　いつもよりさらに少年っぽさのある笑みだった。あの時も、茨の生け垣の向こうでこうして彼は笑っていてくれたのだろうか。

　しかしその笑顔が希望に満ちていればいるほど、フェリシアは自分のしたことがどれだけ残ざん酷こくだったかを思い知る。

「でも私は、そんなあなたを……！　私の、愚おろかな決めつけで……っ」

　もしかしたら、彼は本当にフェリシアを好きになってくれていたかもしれないのに。信じもせずに、勝手に別れを告げてしまった。

　ベルホルトはフェリシアの顎あごを掬すくって顔を上げさせる。その顔に、フェリシアへの怒いかりや憎にくしみは一いつ切さいない。

「お前が別れ際ぎわに言った言葉を覚えているか？」

　──あなたの病が治り、あなたが何物にも脅おびやかされず、ずっと元気で幸せでいられるよう、心から願ってます。

　忘れるはずがない。せめて、傷つけてしまったあの子の病が治り、元気でいてくれたならと、願いとともに何度も何度も思い返していたのだから。

「俺はあの願いを叶かなえなくてはいけないと思った。そのために俺は生きている。何物にも脅かされない、元気な姿で、幸せになって、お前の前に現れると決めたんだ。……そう決めてしばらく経たった後、後こう遺い症しようが残のこるかもしれないとも言われていた病が、綺麗に治った」

　手の甲こうへのキスとともに、フェリシアは病が治ることを心から願った。

（もしかして私があの時、病が治るよう願ったから……？）

　昨日と似たようなことが起こったのかもしれない。強い毒で死にかけていたベルホルトは、フェリシアの祝福のキスで治ったとアロイスは言っていた。

「あの時、俺はお前が何かしたのかと思っていた」

「わ、私は──」

　口を開こうとすると、ベルホルトはフェリシアの眼前に手を出して言葉を制した。

「お前のことは知りたいが、無理に答えさせる気はない。昨日のこともだ」

　てっきり答えろと言われるのかと思ったフェリシアは面めん食くらい、何も言えなくなった。ベルホルトは続けて言う。

「お前が何かしたのかと、ずっと考えていた。だが答えなどわからん。年とし端はもいかない子どもが病を治すなど、出来るはずもない。だから俺は、お前に会いたいという『生きる理由』で治ったと思うことにした。──昨日もそうだ。せっかくお前に会えたんだ、死んでたまるかと思ったんだ」

「ベル、王子……」

　ぽかんとするばかりのフェリシアを、ベルホルトは面おも白しろそうに見つめる。

「呆あきれるだろう？　イグナーツにはありえないと言われ、ルディには笑われた。だが、その生きる理由の強さは、今の俺の行動原理にもなっている」

　ベルホルトが祭典を盛り上げたい理由の一つに、「祭典を人々の楽しみにする」というものがあった。あれも小さくはあるが『生きる理由』だ。

「病を治すほど、俺はお前に会いたかったんだ。あの時、生きる希望を与えてくれたお前に」

　ベルホルトはそう言って嬉うれしそうに笑い、握った手を解ほどき、フェリシアのベールを捲まくろうとした。が、フェリシアはそれに気付いて両手でベールを押さえた。

「だ、ダメです、これは……っ」

「なぜこれを外したがらん。顔を見せろ」

　あからさまに不満そうな顔をして、ベルホルトは一いつ旦たん手を引いて尋たずねた。フェリシアはベールの中で目を逸そらしながら答えた。

「これを外して、私の目を見て……あなたが変わるのが嫌いやなんです。私の目を見た人は、私を絶対に褒ほめてくれます。それが好意からきているのはわかっているのですが……でもそれは、私の魅み力りよくじゃない。……そう思ってしまうのが、疑ってしまうのが、嫌なんです」

　ベルホルトをちらりと見上げると、彼は険しい表情をしていた。

「それは、決して抗あらがえないものなのか？」

「……今、例外なのは、両親とアロイスだけだと思います。だからあなたは、変わって欲しくない。あなたの言葉を、私は疑いたくないんです」

　ベルホルトに会って、彼のことを尊敬した。あの初はつ恋こいの男の子でもあった。そんな大切な人の言葉を、素す直なおに受け取れなくなるのは耐たえられなかった。

「フェリ」

　自然と俯いていたフェリシアは、ベルホルトの声に顔を上げる。

　彼はフェリシアの手を握にぎりながら、真しん摯しな目で力強く言った。

「俺は何物にも惑まどわされない。それにすでにお前の顔は何度も見ている」

「そ、それはそうですが……次は、わかりません。こんな至近距離だと、わからないし……」

　フェリシアが視線を落とすと、ベルホルトはフェリシアの肩かたを持って顔を上げさせた。

「なら試ためせ。今ここで。俺の気持ちは俺が決める」

　良く通る声が、真っ直すぐにこちらを見つめる瞳ひとみが、肩を摑む力強い両手が、フェリシアに勇気を与えてくれた。

（この人なら、大だい丈じよう夫ぶかもしれない……。それに……）

　こんなベール越ごしじゃなく、ちゃんと彼の目を見たい。

「わかり、ました」

　フェリシアは俯うつむき、震える手でベールを摑み、ゆっくりと後ろへ捲り上げ、手を離した。

　そしてベルホルトの顔を見上げた。遮さえぎるものは何もなく、月明かりで彼の瞳が見える。フェリシアの瞳も、彼にしっかり見えているだろう。

　フェリシアの瞳をじっと見つめていたベルホルトが、ようやく口を開いた。

「絶世の美女……」

「っ……！」

　フェリシアが俯こうとする前に、ベルホルトの手が頰ほおに触ふれた。彼はフェリシアの頰を親指で撫なでながら、穏おだやかに微笑ほほえむ。

「……というより、やはり小動物だな、このでかい目は」

　力強くて、優やさしくて、ただ真っ直ぐにフェリシアだけを見てくれる瞳。

（ダメ。これ以上は、見てはダメ）

　見てくれる時間が長くなればなるほど、もっと見ていたいと思う。鼓こ動どうが大きく速くなって、顔がどんどん熱くなって……何だか、泣きそうになってしまう。

（ベル王子の瞳はきっと、見ていたら心臓が爆ばく発はつしてしまう瞳だから……っ！）

　フェリシアは顔が熱くなり、ベールを被かぶろうとした。が、その腕うでをベルホルトに摑つかまれる。

「おい、被るな。もう隠かくさないと言っただろう」

　そういえば、ベルホルトが毒で死にかけていた時にそんなことを言ってしまったと思い出す。さらに顔が熱くなり、心臓が早はや鐘がねのように鳴る。

「だ、だって、あの時は、あなたが……！」

「ならせめて、俺といる時は外せ。俺の気持ちは、お前でも変えられはしない」

（ベル王子の、気持ち……？　この方は今、私のことをどう思っているの？）

「フェリ」

　名前を呼ばれて顔を上げると、唇くちびるに柔やわらかい感かん触しよくが押し当てられていた。驚おどろくよりもその心ここ地ちよさに、フェリシアは眠ねむりに落ちるように、無意識に目を閉じていた。

　冷たい夜風が唇に当たって、フェリシアは我に返る。目の前では、ベルホルトが閉じていた目を開けるところだった。ベルホルトがフェリシアを見下ろして微笑む。

「言葉が信じられないというのなら、俺がキスした意味を考えろ」

　フェリシアは呆ぼう然ぜんとしたまま、唇に手を遣やる。

「意味って、そ、そんなの……っ」

　パニック寸前の頭では、何も考えられない。──今は、まだ。

　真っ赤になって固まるフェリシアを見て、ベルホルトは悪戯いたずらっぽく笑った。
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　あとがき




　こんにちは。初めましての方は初めましてです。時とき田たとおると申します。

　この度たびは『王女フェリの幸せな試練』をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます！

　恋れん愛あい色の強いストーリー、そして主人公の性格も今までと少し毛色が違ちがうという、私にとっては挑ちよう戦せんの作品になりましたが、いかがでしたでしょうか？

　そういえば、主人公のフェリの力、今は『祝福』となっておりますが、最初の段階では『呪のろい』でした。「呪いだと暗い話になってしまうのでは」とのアドバイスをいただき、「呪いがダメなら……よし、祝っちゃうか！」と、そんなノリで祝福になったのですが、言葉を変えただけでストーリーも楽しげな方向に向かったので、祝福に変えて本当に良かったと思います。何事も、ものは考えようで変わってきますね。




　それでは、本書の出版に携たずさわってくださったみなさまに感謝の言葉を。

　イラストを担当してくださった深み山やまキリさま。フェリのラフをいただいた時、本当に祝福の魔ま法ほうがかかったかのように可愛かわいいを連呼してしまいました。ベルも力強い瞳ひとみを理想のままに、色気のある青年に描えがいていただき、本当にありがとうございました！

　担当編集さま。いつも的確なアドバイスと優やさしい言葉で支えてくださり、本当にありがとうございます！　そしてご迷めい惑わくをおかけしっぱなしで申し訳ありません！

　出版にあたりお力ちから添ぞえいただいた編集部のみなさま、各関係者のみなさまにも厚くお礼申し上げます。

　家族、友人達にも感謝を。色々迷惑かけてすみません。これからもよろしくお願いします。

　そしてもちろん、本書を読んでくださった読者のみなさまに、最大の感謝を！　本作を読んで、みなさまの心にも幸せが訪おとずれたなら、私もまた幸せです。

　どうかみなさまの元にも幸せが訪れますように！




　そしてこの場をお借りして、宣伝を……。

　Sound Horizonさまの『ヴァニシング・スターライト』のノベライズの執しつ筆ぴつ、コミカライズの解かい釈しやく・ストーリー構成をさせていただきました。こちらは小説、コミックス共に二〇一六年八月二十六日に発売になります。もしよろしければそちらもよろしくお願いいたします。




　それでは、またお会い出来ることを心から祈いのって。
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